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巻頭図版 1 

1 前回遺跡古代宮道

2 前回遺跡4次調査古代演墓45Tl15



巻頭図版 2 

3 前回遺跡6次調査 竪穴式住居6SI030出土土器群

4 前回遺跡5次調査 古代官道側溝出土土器



序

前田遺跡第4、5、6次調査は、佐野地区土地区画整理事業に伴って実施し
た埋蔵文化財の発掘調査ですO

調査地は「買地券Jが出土した大宰府官人の葬送の地として知られる宮ノ
本遺跡の東側に位置し、調査地内では鴻臆館から大宰府政庁をつないでいた

古代官道が発見されています。今回の発掘調査では弥生時代の住居や平安時

代の墳墓をはじめ、道路、建物、など当時の生活空間を知る上で貴重な成果

を得ることができ、大宰府の歴史的な解明にとって大きな手がかりになるも

のと考えられます。

本書が学術研究はもとより文化財への理解と認識を深める一助となり、広

く活用されることを心より願います。

最後になりましたが、文化財調査に対してご協力頂きました皆様をはじめ、

関係諸機関の皆様方に心よりお礼申し上げます。

平成14年3月
太宰府市教育委員会

教育長関敏治



例言

1 .本書は、太宰府市教育委員会が平成元年から平成2年度に実施した前田遺跡第4・5・6次調査の埋

蔵文化財発掘調査報告書である O

2.本書に掲載した資料の調査に関わる経緯については、第 l章に記載している O

3.本書に掲載した資料の整理は、平成13年度に実施した。

4.周辺調査区の配置については平成 11年度に刊行した『太宰府・佐野地区遺跡群xjを参照されたい。

5.遺構および遺物の実測及び図の浄書は、調査、整理担当者の他、山本麻里子・松隈里恵子・森部}II真子・

阿部浩子・境一美・島純子・小串房子がおこなった。

6.遺物の写真撮影は山村がおこなった O

7.出土した金属製品の保存処理は、狭川麻子・下川可容子が担当した。

8.本書に掲載される遺構番号は、以下の要領で理解される O なお遺構の性格を表記する記号については、

SB掘立柱建物跡、 SA柵列跡、 SI住居跡、 SK土坑、 ST墳墓、 SD溝、 SXその他の遺構などであり詳細は『佐

野地区遺跡群Ijに記載している O
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9.本書の執筆・編集は山村がおこなった。また、前田遺跡の弥生時代後期の住居から出土した炭化米の分

析、考察について佐賀大学農学部の和佐野喜久生、牛嶋覚両先生にご寄稿いただいた。この原稿は巻末の特

論で掲載した。

10.出土遺物および図面、写真等の記録は太宰府市教育委員会が保管している O

11.本書で用いる分類や技法の詳細は以下の文献に記載されている O

弥生前期土器

太宰府市教育委員会 (1998)r太宰府・佐野地区遺跡群VIIljp55 ~ 57 
弥生後期土器

太宰府市教育委員会 (2001)r太宰府・佐野地区遺跡群Xljp80 (本書p52で一部修正)
土師器・須恵器

太宰府市教育委員会 (1983)r大宰府条坊跡IU
太宰府市教育委員会 (1992)r宮ノ本遺跡1-窯跡篇-j
陶磁器

太宰府市教育委員会 (2000)r大宰府条坊跡xvj
製塩土器

森田勉「焼塩壷考J(1983) r大宰府古文化論叢』下巻(1995r大宰府陶磁器研究J再録)



第1章調査環境...・H ・..……

1 .調査の概要

2.整理作業の体制

目次

第2章調査の概要...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・..…… 3

( 1 ) 前田遺跡4次調査・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3

1 .調査の状況

2.遺構

3.遺物

( 2 ) 前田遺跡5次調査…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・56

1 .調査の状況

2.遺構

3.遺物

( 3 ) 前田遺跡6次調査・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・73

1 .調査の状況

2.遺構

3.遺物

第3章 考察...・H ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・..…...・H ・..……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・133

a遺跡の時間的空間的推移

b古代官道について

C古代の墳墓について

第4章特論…...・H ・.....・H ・..………...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・..………135

前田遺跡の炭化米粒特性と稲作起源

(和佐野喜久生・牛嶋覚・山村信条)



第l章調査環境

1 .調査の概要

前田遺跡4・5. 6次調査は市施行の「佐野地区土地区画整理事業Jに伴って発掘調査を実施したもので、

既に報告している前回遺跡1・7. 1 1次調査に隣接する一連の調査である O 特に本報告の3地点について

は隣接するうえに、調査期間も連続ないし重複しておこなった調査であり、本書で一括して報告するもので

ある O

調査の概要を以下に列挙する O

前田遺跡4次調査

所在地大字向佐野字前田45 2、453・1、45 5-1、457番地

調査面積 1，450平方メートル

調査期間 1989年8月24日----1989年9月8日

調査担当者 狭川真一、城戸康利、中島恒次郎、緒方俊輔、山村信条

調査補助員 山田富美 瀬口慎司(現滋賀県文化財保護協会)

調査参加者 出口直美

調査協力者 木下良、日野尚志(佐賀大学)、奥村俊久(筑紫野市教育委員会)、田崎博之(愛媛大学)

前田遺跡5次調査

所在地大字向佐野字前回45 4、45 5 -2 

調査面積 1，370平方メートル

調査期間 1989年8月3日----1989年11月20日

調査担当者 狭川真一、城戸康利、中島恒次郎、緒方俊輔、山村信条

調査補助員 山田富美

前田遺跡6次調査

所在地大字向佐野字前回403、42 0-1 

調査面積 1，520平方メートル

調査期間 1989年11月17日----1990年2月5日

調査担当者 狭川真一、中島恒次郎、山村信条、

調査補助員 山田富美

調査協力者 武末純一(現福岡大学)、藤沢典彦(現大谷女子大学)

また、本報告の発掘調査に係わる体制は以下の通りである O

(平成元/1989年度)

総括 教育長 藤寄人(----元年6月30日)

長野治己(元年8月8日----)

西山義則庶務 教育部長

長課
長

事

育

係
教

財

会

化

社

文

主

関岡勉

鬼木富士夫

阿部大治

白水伸司



技 山本信夫

狭川真一(発掘調査担当)

城戸康利(発掘調査担当)

緒方俊輔(発掘調査担当)

山村信条(発掘調査担当)

中島恒次郎 (発掘調査担当)

狭川麻子 (2年 1 月 5 日~) (保存処理担当)

調査
十

巾

山

中

市
巳

H

技師(嘱託)

(平成2/1990年度)

総括 教育長 長野治己

西山義則教育部長庶務

社会教育課長 関岡勉

文化財係長 鬼木冨士夫

主任主事 岡部大治

事 白水伸司

山本信夫

狭川真一(発掘調査担当)

城戸康利 (2年7月 1 日~) (発掘調査担当)

城戸康利 (~2年6月 30 日)

緒方俊輔

山村信条(発掘調査担当)

中島恒次郎

狭川麻子(保存処理担当)

また、現場業務の遂行にあたっては、 1/50スケールの全体図作成についてアジア航測(株)に業務委託

主任技師調査

技師

技師(嘱託)

しヘリコプター(実機)及び気球による写真測量を行いそのデータから作成した。

2.整理作業の体制

本報告の整理に係わる体制は以下の通りである O

(平成13/2001年度)

総括 教育長 関敏治

庶務 教育部長 白石純一

文化財課長 木村和美

文化財保護係長和田敏信

文化財調査係長神原稔

事務主査 藤井泰人

主任主事 大石敬介

主任主査 城戸康利

主任技師 山村信条(整理報告担当)

中島恒次郎

井上信正

高橋学

宮崎亮一

-2-
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技師(嘱託) 下川可容子(保存処理担当)

森田レイ子

佐藤道文

この他、調査に対して関係期間の方々、作業員さんにはたいへんなご配慮をいただき、ご苦労をおかけし

ました。また、佐賀大学の和佐野喜久生、午嶋覚両先生にはご多忙のところ、本遺跡出土の炭化米について

ご考察いただきました。お礼申し上げます。

整理の流れや分類基準に関する参考文献については詳細に既述しており、以下の文献をご参照いただきた

しミO

『太宰府・佐野地区遺跡群U1989 太宰府市教育委員会

『大宰府条坊跡xvj陶磁器分類編 2000 太宰府市教育委員会

なお、調査から 12年の時聞が経過し、記憶のみならず一部の遺物の所在がわからなくなっているものが

あり、資料として本書に掲載できなかったものがあるO

3.地形・基盤層・遺構検出状況

調査区は大佐野川北岸、宮ノ本丘陵の東裾にあり、 7.11次調査地点の西側に高く 3次調査地点の東方向に

低くなっている O 地盤となる土壌の堆積状況は地表面近くでは調査区の西側=山側(商側)から供給された

基盤層の花嵐岩岩盤が風化、流出した土砂とその上面にたい積した八女粘土層、鳥栖ローム層(第4紀層)

に由来する粘土質と砂質の堆積地盤からなり、ボーリングデータではさらにその深層では6mに花両岩岩盤

とその上に砂、粘土層からなる堆積層に挟まれて第4紀層と考えられる粘土層が東に傾斜して堆積している O

遺構の検出環境は表土である灰色の!日耕作土(灰色土)下の遺物包含層(茶褐土)を除去した時点で大半

の遺構プランが認識された。

参考文献

『太宰府・佐野地区遺跡群vIIrj 1998 太宰府市教育委員会(前田遺跡7次)

『太宰府・佐野地区遺跡群rxj 1999 太宰府市教育委員会(前田遺跡8ム10，11次)

『太宰府・佐野地区遺跡群xj 2000 太宰府市教育委員会(前田遺跡1次遺構編)

『太宰府・佐野地区遺跡群xrj 2001 太宰府市教育委員会(前田遺跡1次遺物編)

『宮ノ本遺跡j 1980 太宰府市教育委員会

『宮ノ本遺跡、rU 1992 太宰府市教育委員会

『太宰府市史考古資料編j 1993 太宰府市

第2章調査の概要

( 1 )前田遺跡4次調査

1 .調査の状況

4次調査は l次調査において古代官道の側溝と考えられる溝を発見したため、その北西延長部分を延伸し

て調査したもので、 l次調査後半の作業と重複して実施している O 遺跡が形成された地盤は西側の花両岩風

化土地盤から供給された土砂と粘土、第4紀層に由来する粘土が茶褐色、黄色、白色と様々な色を織り成す

2次的に堆積した脆弱なものである O 土坑などの深い遺構は機能途中で壁面が崩落して埋没している土層を

示すものが見られる O

遺構の内容は 7次調査区に中心を持つ弥生時代前期の住居と土坑(貯蔵穴)からなる集落跡、 l次調査区

に中心を持つ弥生時代後期の住居を主体とする集落跡、古墳時代の奈良時代の掘立柱建物、土坑、溝(古代

官道側溝を含む)、平安時代の溝と墳墓などが確認されている O

2.遺構

ー3-



第1図前回遺跡の周辺遺跡

古代官道関連遺跡
1前回遺跡 2池田遺跡 3谷川遺跡 4水城西門 5島本遺跡 6条坊99i.欠 7水城東門 8試掘地点 9岡田遺跡
10御笠地区遺跡群A区(麓城駅家想定地)

古代寺院関連遺跡

11筑前国分尼寺 12国分寺 13観世音寺 14般若寺跡 15杉塚廃寺 16塔ノ原廃寺(塔心礎) 17武蔵寺 31安楽寺芙満宮

32竜門山寺

前期古墳関連

18剣塚古墳 19原口古墳 20成屋形古墳 21笹塚古墳 22菖蒲浦古墳 23下高尾古墳 24阿志岐古墳群

古代墳墓関連遺跡

25宮ノ本遺跡 26篠振遺跡 27殿城戸遺跡 28脇田遺跡 29唐人塚遺跡 30楠田山遺跡、

-4-
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掘立柱建物

4SB040 (第3図、図版2-2----4-2) 1 x 3聞の掘立柱建物で、調査区の南側、 4SB070に重複して検出された。

柱痕の土層観察から直径20----30cmの柱材を使用していたことがわかる O 柱cとeから須恵器片が出土し、 eの

ものは8世紀代のIIll.aと考えられるこどから、遺構の埋没時期の下限はそこに置かれる O

4SB050 (第3図、図版2-1----5-4) 1 x 2聞の掘立柱建物で、調査区の中央で検出された。

柱の掘り方は楕円から隅丸方形を呈し、 1m近くの深さで残存していた。柱痕の土層観察から直径30cm前後

の柱材を使用していたことがわかる O 柱間は短辺3.8m、長辺6.6m(2.8+ 3.8m)で"1:1.7の比を成す。柱堀方から

弥生前期の土器片と黒曜石フレークが出土し、柱fから板付II式相当の棄の口縁部が出土しており、遺構の埋

没時期の下限はそこに置かれる O 板付式期の遺物を持つ土坑4SK045に柱aが切られる O 前期集落の中心は本

調査区西側の7次調査区にあり、竪穴式住居跡と土坑(貯蔵穴)が直径30mほどの円弧を描くように展開し、

本掘立柱建物はその円弧の北西側の低位部に位置している O

4SB070 (第4図、図版2ム3-1) 2 x 2間の総柱の倉庫型の掘立柱建物で、調査区の南側、 4SB040に重複し
て検出された。柱痕の土層観察から直径15----20cmの柱材を使用していたことがわかる O 柱cとgから須恵器の

小蓋 1片が出土しており、古墳時代後期の埋没と考えられ、方位が近似する竪穴式住居4SI140と同時期のも

のと考えられる O

竪穴式住居

4SI025 (第4図、図版6-1，2) 暗灰褐色土、黒灰褐色土の順に堆積する O 黒灰褐色土中に平安時代の墳墓

4ST115が掘込まれていたが、調査当初にはこのプランが確認できず、この土層中に平安時代の遺物が混入し

ている O 弥生前期板付II式期の饗片が出土しており、埋没は前期前半から中ごろと考えられる O 床面で2つ

の小ピットを確認したが、 7次調査での同タイプの竪穴式住居の典型例 (7SI065)のような主柱穴、炉跡が

確認されなかった。平面規模においては典型例と遜色無いが、火床がないなど居住施設としては欠落する要

素もあり、本格的な住居とは機能差がある可能性があるO

4SI035 (第4図、図版6-3) 4SI025に切られる方形堀方の施設で、中央に直径40cmほどの主柱穴とそれに炉

跡と考えられる窪みaが附随して確認され、 7SI065例から弥生前期の竪穴式住居と判断される O 弥生後期遺

構のピットなどの切り合いがあることなどから、遺物の混入が見られる O 堀方は4SI025とほぼ同規模である O

4SI060 (第4図、図版下1) 古代の溝4SDI00に大半が切られる方形堀方の遺構で、 4SI025に埋没土が近似す

ることなどから、同遺構と土壌環境が近い時期に埋没したものと考えられる o 4SI025同様に明確な主柱穴な

どが判明していない。板付式期の斐が出土している O

4SI080 (第4図、図版7-2，3) 調査区の南側で検出された長方形の平面プランを持つもので、北西角に作り

付けのベット状遺構を持っている。主柱穴は長辺方向に2つ (a，b) と見られ、西壁際にくぼみcが掘られるO

4SI090 (第5図、図版3-2) 調査区の南側で検出された黒灰色土で壊没した正方形に近い長方形プランの遺

構で、南東部を4SI120に切られる O 埋没土層中で中央から南側の箇所で破砕した土器片群が検出された O 床

面中央には浅い窪みがあり、それを挟んで主柱穴と思われる 1対のピットがある O 南側中央には楕円形の土

坑状の窪みがある O 土層観察からは床面機能時には開いていたものと考えられる O

4SI120 (第5図、図版8-1，2) 調査区の南側で検出された方形の堀方を持つ遺構で、茶褐色土で埋没する O

埋没過程で土器片群が検出された。東西方向で l対のピットとその中央には浅い窪みがある O 南側の壁際に

「屋内土坑Jと呼ばれる窪みcが検出されている O 東側は奈良時代の溝4SDI00に切り取られる O

4SI130 (第5図) 調査区の中央やや南側で検出された正方形の堀方を持つ遺構で、南西角を4SI080に切ら

れ、黒色土で埋没する O 上面からの小ピットの切り込みが激しく、主要な柱などは特定できなかった。
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4SI135 (第6図、図版3-2) 調査区南西の溝4SD100に切られる小規模な方形プランの遺構で、床面中央に焼

けた痕跡(淡茶褐色の焼土)が見られる O 弥生後期と考えられる土器片が覆土中から出土しているが、遺構

は中央に浅い炉があるなど周辺に展開する弥生前期の住居のパターンに似ている O

4SI140 (第6図、図版ふ3，9-1) 調査区の南側で検出され4SI145を切る正方形を呈す遺構で、黒灰色土の覆

土から須恵器の小杯や小蓋が出土していることから、古墳時代後期に埋没したものと考えられる O 床面に複

数のピットがあるが、 4本柱を想定している O

4SI145 (第6図、図版3-1) 4SI140に切られる長方形を呈す浅い遺構で、床面にはピットがあるものの堀方

に対して良好な位置を示すものを抽出できない。

4SI150 (第6図、図版9-2) 調査区南西角にある長方形プランの遺構で北東角に灰色土で形成した作り付け

のベット状遺構がある O 南東角は矩形に掘り残される O 遺構全体は暗灰色土で覆われ、床面では東西方向に

a，b一対の主柱穴が、南壁際中央では隅丸長方形の土坑が検出された。調査時に4SK181と切り合い関係を誤

認したため覆土中遺物には須恵器片などが混入しているが、それを除けば弥生後期中ごろ以降の所産と考え

られる O

4SI180 (第6図、図版9-3) . 4SI145の下層で検出された長方形を呈する遺構主柱穴や炉跡などは確認できな

かった。床面の北西側に若干深いピットが見られる。。弥生前期中ごろの板付II式期の棄片が出土している O

土坑

4SK011 (第7図、図版3-2) 調査区中央やや東寄りで検出された南北に長い方形の遺構で、南側に若干の段

差を持つ。

4SK045 (第7図、図版10闘1) 調査区中央で検出された南北に長い長方形の遺構で、 4SB050aの堀方を切っ

て形成されている O 遺構は土層観察から 2度ほど掘り返されたことが想定できる O 掘り返しの土層ラインは

ルーズである O 板付I式期の土器片を含むが、 4SB050自体にはII式期の土器片が含まれるため、それ以降の

所産と考えられる O 弥生前期の貯蔵穴に比定している遺構からすると浅く、別の用途が考えられる O

4SK055 (第7図、図版10同2，3) 4SK045の北西約6m付近で、検出された方形プランの遺構で、土層観察から、

緩慢な堆積によって埋没していることが分かる O 覆土中に板付II式期の土器片を含み、それ以降の所産と考

えられる o 4SK045同様に浅く、プランとしては貯蔵穴とは一線を画す。

4SK074 (第7図、図版11-1，2) 調査医の中央やや南の4SD100に切られた形で検出された楕円形を呈する遺

構で、床面は凹凸が著しい。黒灰色土で埋没するが、初期の堆積層には地山の黄色土のブロックが混じる O

須恵器の斐片が出土しているが、出土土器の大半は弥生後期後半の土器片で占められている O 埋没時期は弥

生後期後半から古墳時代後期の幅で考えざるを得ない。

4SK075 (第7図、図版11-3) 調査区中央やや南東よりで検出された。南北に長い長方形を呈す。壁は直線

的で深い堀方を持つ。土器片しか出土していないが、遺構が深めの状況から弥生前期に遡る可能性も考えら

れる O

4SK085 (第7図、図版12-1) 調査区中央やや南よりで検出された。長方形のプランを呈し、床面北側中央

には溝状の窪みが見られる O 土器が出土していないが、 4SK105などと方位が近いことなどから、弥生前期

に遡る可能性も考えられる O

4SK095 (第8図、図版12同2，3) 4SK085と雁行形に平行して検出された長方形プランの遺構で、堆積層は緩

慢に堆積した 4つの層からなる O 土層観察から最終埋没層(暗灰土)形成以前の埋没途中で杭のようなもの

が打たれた痕跡が見られる O 最新の遺物は8世紀の須恵器材く片である O

4SK104 (第8図、図版3-1~4-2) 調査区中央の東壁際で検出された楕円形を呈す遺構で、段状に掘られて

いる o 8世紀の須恵器片が出土し、埋没はそれ以降のものである O

4SK105 (第8図、図版13-1~ 14-2) 調査区南側中央で検出された平面型がT字を呈す遺構で、掘り下げると
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長方形の土坑をT字に組んだ様なプランに、段状に一枚土を敷いてT字の突出部分に高さ約70cmの段を土を

細かく積んで突き固めている O 遺構は全体に緩慢に埋没するが、 T字長軸方向の土層断面では中位から上で

多少不整合に見える堆積部位が見られ、ここに地山の白色系のブロック土が入るなど、埋没過程で一部掘り

返された可能性がある O 出土遺物は少なく、弥生前期板付式期の土器片が出土している O 当該期の貯蔵穴の

一形態と考えているが、ステップの作り付けは特異な例である O

4SKI07 (第8図、図版15-1) 調査区南東部で確認された隅丸方形を呈す遺構で、壁面が緩やかな立ち上が

りを持っている o 4SKI08を切り、大半が黒灰土で埋没する O この埋土から須恵器の小蓋 1が出土すること

から古墳時代後期の所産と考えられる O

4SKI08 (第9図、図版15-2，3) 4SKI07に切られる長方形プランの遺構で、壁は直線的に立ち上がる O 床面

もフラットである O 遺構は大きく 4つの層から成り、そのラインが緩やかなことから緩慢な土壌供給によっ

て埋没したと考えられる O 弥生前期板付I式期の棄片が出土しており、当該期の施設と考えられる O

4SKI09 (第9図、図版16-1，2) 4SI140の北側で検出された長方形を呈す遺構で、土層は大きく 3群に分け

られ、堆積初期と中間のものは地山の黄色土が崩壊して形成されたものである O 埋没時期は須恵器小杯aと

小蓋1の出土などから、 4SI140の埋没時期と同じ古墳時代後期を想定できる O

4SK111 (第9図、図版17-1，2) 調査区南東部で検出された楕円形を呈す遺構で、段状に掘られている O 堆

積は大きく 3層からなる O 須恵器小均二aと小蓋1などが出土しており、 4SKI09などと埋没時期が近い古墳時

代後期と考えられる O 最終埋没土から鉄鍛が出土している O

4SK125 (第9図、図版16-3) 調査区中央で検出され4SK074に切られる O 楕円形を呈し、弥生後期の土器片

が出土する O

4SK148 (第9図) 調査区北東部で検出された隅丸長方形を成す遺構で、須恵器片などが出土するが、帰属

時期や遺構の性格などはっきりしない。

4SK154 (第9図) 調査区北部で検出された長楕円形を呈す遺構で、須恵器片などが出土するが、帰属時期

や遺構の性格などはっきりしない。

4SK155 (第9図、図版4-1) 調査区中央で4SDI00に切られて発見された遺構で、長方形を成す。弥生前期

板付II式期のものと筑後亀の甲式の土器(蓋)片が出土する O 遺構の形状や出土遺物から弥生前期中頃に帰

属するものと考えられる O

4SK160 (第9図、図版4-1) 調査区中央で4SDI00と4SDOI0に切られて発見された遺構で、遺構は浅く広い

形状を持ち、黒褐色土で覆われる O 須恵、器片や弥生後期の土器片も少量出土するが、弥生前期の遺物が大半

を占める O 埋土や遺構形状が4SI025などに近似することなどから、弥生前期の竪穴式住居の可能性も考えら

れる O

4SK170 (第10図、図版18-1----3) 調査区南東隅で確認された遺構で、長方形を成す。 4SK175の下層で確認

され、 4SDI00に切られる O 土壌が灰色砂、黒灰色土の}II買で水平堆積する O 弥生前期板付II式期の土器片が出

土する O

4SK175 (第10図、図版18-1) 4SK175の上位に形成された方形プランの遺構で、弥生前期の土器片が出土

する o 4SDI00に切られ全様がつかめないが、堀方が浅いことから弥生前期の竪穴式住居の可能性も考えら

れる O

4SK181 (第10図、図版19-1----2) 調査区南西側で検出された楕円形を呈す遺構で、段状の揺り鉢型に掘ら

れている O 中位以下の層から須恵、器の破片が出土していることから、古墳時代以降の埋没と考えられる O

4SK182 (第10図、図版19-3) 調査区南西側の4SK181の南壁際で検出された円形を皇す遺構で、堆積土は

3つの層群から成る O 初期と 2回目の堆積後に有機質を含む黒色土層が形成され、堆積が進行と停滞をくり

返しゆっくり埋没したことが想定される O

4SK189 (第10図、図版4-1) 調査区中央の西壁際で検出された矩形の浅いプランの遺構で、須恵器の小杯
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片などが出土している O

4SK190 (図版20-1，2) 調査区南中央の4SI180下層で検出された楕円形を呈す遺構で、積土は 4つの層群か

ら成る O 土層の状態から堆積、地山崩壊をくり返して埋没する過程が読み取られる O 黒曜石のフレークが出

土している O 遺構の切り合い関係や形状から弥生時代前期に属す可能性がある O

4SK192 (第10図、図版子2) 調査区南東側で検出された楕円形の遺構で、 4SI090を切り、断面の形状は揺

り鉢型を呈す。弥生時代後期の土器片が出土する O

4SK199 (第10図、図版3-1) 調査区中央で検出された円形を呈す遺構で、東半分は4SDI00に切られ全様が

つかめない。小蓋1などが出土しており、埋没時期は古墳時代後期と考えられる O

墳墓

4ST065 (第11図、図版20-3) 調査区中央4SDI00の東側で検出された。南西から北東方向に軸を置く長方

形の遺構で、床面はフラット東側に枕状の花両岩が初期の堆積層上面に乗る高さで出土し、その西側に白磁

の破片と土師器椀が正位置で検出された。遺構形状と土層観察から土坑墓と考えられる O 木棺の痕跡を示す

痕跡は見られない。土器は遺体に副葬されたものと思われる O 初期輸入陶磁器の破片副葬は 7次調査の

7ST015例をはじめとして当地域に共通するものである O

4ST115 (第11図、図版21-1----3) 4SB025埋土を掘り下げ中に認識された遺構で、黒色土器B椀、土師器血c、

鉄鎌の刃(柄の装着痕跡はない)などが確認された O 遺構床面は平坦で遺物は床から10----20cm浮いた形と

なったO 土器の傾きから棺蓋の崩落によって供献品が棺内に流入、落下したものと考えられ、土層では確認

できなかったが本遺構は木棺慕であったと推定している O

溝

4SDOOl (第12、13図、図版22-1，2) 4SDI00に平行して調査区の南東から北西方向に走る溝で、黒色系の堆

積土が全体を覆っている o DI41区付近で矩形にj留まり状の広がりを持っており、東隣の3次調査区に矩形が

二股にわかれて延伸している O 勾配は北に向かつて緩やかに傾斜している O 箇所々で土層断面の様相が少し

づっ異なるが、溜まり状以北では上層から黒灰砂(溜まり状部分では茶色土)、灰茶色砂、黒茶色土、黒灰

土の大きく 4つの層群に分けられる(現場作業時での土色名の付与にあたって多少の混乱が見られ、残念な

がら諸関係を追認できない層位も存在する o1留まり状になった付近はS-3として遺物を取り上げている。)0 

黒茶色土層については北で東側に寄ったラインを描くため4SD030として、別遺構の取り扱いとしている O

河床の中心ラインは各層群ごとにずれがある o1留まり状部分 (S-3) を下げると直角方向に分岐する小溝群

が検出された (4SD006，4SD032)0 上位の黒灰砂、灰茶色砂については砂層が発達した箇所が見られ、流路

として一定の機能があったものと判断される O 時期的にも上位2層は平安後期までの遺物が入り、 4SD030

は8世紀後半までの、最下層の黒灰土層は8世紀中頃までの遺物が見られ、埋没した時期の差を示している O

4SDI00と平行して穿たれ、初期(8世紀前半)には古代官道の東側溝とじて機能していたものと考えら

れる O 平安期には濯淑用水路の幹線路として機能していたものと考えられる O 現代の水田区画の大畦がほぼ

この溝のライン上を走っていた。古代遺構が土地区画の中で残存する好例として挙げられる資料といえるO

4SD005 (第12図、図版2-1) 7SDOOl、10SDOI0の延長にあたり、 4SDOOlを切る O 低い方に向かつては

4SDOOlの溜まり状部 (S-3)の下で南側に直角に折れて終息している O 黒色系の土壌で埋没する o DE45区で

は弧を描いて分岐している O

4SD006 (第12図 4SDOOl上層の茶色土の上で検出された。平安後期以降の土器片が出土しており埋没は

それ以降の時期である O

4SD058 (第12図 4SDOOlの溜まり状部の西外側にあり、 4SD032などと同様のカーブを描いている O 遺構

検出面全体が50cm以上削られている可能性があることから、 4SD059と共に本来は上面で4SDOOlの溜まり状

四 17国
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部に連接していたものと考えられる O 白磁V類椀片が出土しており平安後期以降の埋没と考えられる O

4SD089 (第12図) 調査区中央東端で検出されたお玉杓子形の遺構である O 弥生後期の土器片が出土して

おり、それ以降の埋没と考えられる O

4SD100 (第12、13図、図版23-1~3) 4SD001に平行して穿たれた溝状遺構で、溝の肩の形状が一定でなく、

底も凹凸が著しく、堆積は黒色系の土色で覆われ、水が流れた痕跡はない。覆土は大きく 3層群に分かれ、

上から暗茶土、暗黒土、茶灰土の}II買で検出された。溝底の一部(調査区南側DD43付近)で断面形状がY字を

呈す箇所が見られる O 溝の両肩には最終埋没土と同一に見える土色で覆われた複数のピットがある O ただ、

残念ながら後世に穿たれたビットにも近似したものがあるため、弁別が難しい。 5次調査区で検出された本

遺構の延長部分 (5SD100)では、後代の遺構が希薄なためより明確に見ることができる O 柱痕は確認され

ず、埋土の締まり具合がゆるく、一定の間隔を保つような状況もない。土留めの杭、植樹痕跡などの可能性

があるが確定する要素はない。

4SD151，154，157 (第24図 4SD151は調査区北東部の4SD030の東肩付近で沿うように検出された。南側は

東に折れて終息している o 4SD154，157などとともに水田の給排水に係わる可能性もあると考えている o 8世

紀以降の土器片が出土するが、 157では輸入陶磁器片が含まれ、 4SD001の最上層が潅獄溝として機能してい

た時期に平行する可能性がある O

道路状遺構

4SF200 (第12図、図版4-1) 太宰府市大字吉松の水城西門跡 (26次)、島本遺跡 (2次)、筑紫野市大字杉塚

での大宰府条坊跡99次の道路跡の調査所見から、その延長上に位置する4SD001と4SD100に挟まれた空間を

古代官道の道路面と想定した。現場の観察では路面の築造に関する痕跡や通行痕跡は残存していなかった。

路面幅は面自体の掘削や両側溝の掘り返しなど後事的改変によって当初の状況は掴めないが、現状での最大

幅は11m、側溝心々の距離は13mを測る O 側溝はl次調査では8世紀初頭までには埋没していたと考えられる

lSK681を切って設定され (r佐野地区遺跡群xrj2001太宰府市p15)、埋没は側溝内出土遺物から8世紀中頃

には始まり、 4SD001は土器型式が変化する前に埋まってしまい、 4SD010が8世紀中頃から後半には側溝と路

面を横切っている o 3次調査では路面に8世紀後半の円形土坑3SK215が形成される (r太宰府市史考古資料編J

1992太宰府市p380~)。大宰府条坊跡99次では路面が9世紀には群集墓(木棺墓か)の墓域となっている

(r大宰府条坊跡99次第発掘調査j1997筑紫野市)0このことから、路面としての公的管理は8世紀後半には弛

緩し、連続した通行帯としての機能は9世紀にはなくなっていたと考えざるをえない。前田遺跡においては9

--10世紀の空間利用は顕著ではない。路面の喪失は、遺構を被覆している茶褐色の遺物包含層が形成された

12世紀後半以降の耕作に伴う土地の改変に拠るところが大きいと考えられる O

その他の遺構

4SX106 (第13図) 住居跡4SI080の南西側で検出されたピットで弥生後期終末の時期の棄底が入れられてい

た。

3.遺物

掘立柱建物の出土遺物

4SB040f 

( 1 )土器(第14図)

弥生土器

壷型土器 (1) 複合口縁で屈曲部に稜を持つA2dタイプに属す。後期中頃以降の所産である O

4SB050b 

四 21-



( 1 )土器(第14図、図版24-1)

弥生土器

壷型土器(1)

護型土器 (2)

鉢型土器 (3)

板付式の査の頚部にあたり、縦方向にヘラ描き沈線で文様が描かれる O

底部の縁が高い形状を呈す。底に穀物の種子のような圧痕が見られるO

焼成終了時に黒色に焼き上げられたもので、口縁端部が欠損する O 縄文系の浅鉢。

4SB050f 

( 1 )土器(第14図、図版24聞1)

弥生土器

護型土器(1) 端部下半に片寄った小振りの刻みを有す3タイプの口縁を持つ。板付II式に属す。

4SB070a 

( 1 )土器(第14図、図版24-2)

須恵器

護 (1) 内面に同心円の当て具痕跡、外面に平行の刻みのタタキを施した後にクシガキを施す。

4SB070b 

( 1 )土器(第14図、図版24-2)

須恵器

蚕 (1) 内面に同心円の当て具痕跡、外面に平行の刻みのタタキを有す。

4SB070c 

( 1 )土器(第14図、図版24-2)

須恵器

蓋(1) 内側にかえりを持つもので、小片であるがカーブが小さいため小葦に属すものと考えられるO

4SB070h 

( 1 )土器(第14図、図版24-2)

須恵器

蓋(1) カーブが小さいため小蓋に属すものと考えられ、天井部に平行するヘラ記号を有す。

4SB070g上面

遺構の上面で検出された遺物である O

( 1 )土器(第14図、図版24-2)

須恵器

小蓋(1) 内側にかえりを持つもので、天井部はヘラ切りのままである O 九州須恵、器編年のV期に属すタ

イプの蓋である O

竪穴式住居の出土遺物

4SI035灰褐土

( 1 )土器(第14図、図版27-2)

弥生土器

壷型土器(1) 1.5cmほどの厚味を持つ破片で、先端に向かつて若干細くなっている O 内外面共に横方向の

ミガキが施される O 大型の前期板付式の壷の口縁と考えられる O

4SI035a 

( 1 )土器(第14図)

弥生土器

壷型土器 (1) 1.5cmほどの厚味を持つ破片で、先端に向かつて若干細くなっている O 外面下に段を有す。
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内外面共に横方向のミガキが施される O 大型の前期板付式の壷の口縁と考えられる O

4SI080黒灰土

( 1 )土器(第14図)

弥生土器

査型土器(1) 内傾する頚部の先端が短く外に屈曲する口縁を持つ。

護型土器 (2、3) 2は「く j字形に緩く屈曲する口縁片。 3は底部中央が若干膨らむ形状の底部片で、後期

中頃以降の所産と考えられるO

器台 (4、5) 口縁が袋状に膨らむ口縁を持つもので、調整はユピオサエ止まりである o 5はミガキ調整が

施される O

4SI080c 

( 1 )金属器(第20図、図版35-2)

鉄鉱 (1) 凹基式のもので、断面形状は全体に平板で先端に薄くなっている O 基部の片方がやや開く O

4SI090黒灰土

( 1 )土器(第14図)

弥生土器

壷型土器 (1'"'-'10) 1'"'-'4は複合口縁になるタイプのもので、 3は屈曲部が若干突出する o 5はミガキで仕上

げられるく字形口縁を持つもの。 8以降は底部片であるが、 8は厚底気味で底面までタタキを施す外来手法に

よるものである O

護型土器 (11'"'-'16) 15までは口縁部片で、屈曲がはっきりしたものと緩慢に開くものとがある o 13は屈曲

部に上向きの台形状の突帯がある O

鉢型土器 (17、18) 17は外聞きの浅いタイプ、 18は内傾する口縁のタイプのものO

器台型土器(19'"'-'21) 鼓型で屈曲部が上に片寄る O

支脚型土器 (22) カップをひっくり返した形状を成す。若干裾の広がりに偏りがある O

4SI090 

( 1 )土器(第15図、図版25-1)

弥生土器

壷型土器 (1'"'-'4) 1は複合口縁になるタイプのもので、屈曲部外面が突帯状になり平坦面を持つ。 3は胴部

が算盤玉形に屈曲する形状を持ち、底部が若干レンズ状に膨らむ。

斐型土器 (5'"'-'7) 5と7はく字形口縁を持つもので、 7は屈曲部が稜を持ち底部が若干レンズ状に膨らむ。 6

はスカート状の脚部をもっO 肥後などの他地域の影響が考えられる O

器台 (8'"'-'15) 鼓型を呈し、 12のみが屈曲部が上に片寄る o 8と15はハケによる調整がなされていない。

これらは後期前半から中頃に移行する時期に位置付けられる資料である O

4SI120 

( 1 )土器(第16図、図版25-2)

弥生土器

壷型土器(1'"'-'9) 1'"'-'4は長胴から短くラッパ状に開く口縁を持つタイプの壷で、内外面ともにはっきりし

たハケを残す。 5は中期から続く短頚の系譜に位置付けられ、底部が若干レンズ状に膨らむ。 6'"'-'9は底部片

であるが、 6の下半はケズリ気味のナデが施される o 8は若干レンズ状に膨らむ底部であるが、厚底を呈し、

外来的要素として認識される o 9は3cm以上の厚味を持つ巨大な底部で、前期板付式の所産と考えられる O

警型土器 (10、11) 10はく字形口縁をもち、口縁端部は中央が若干凹む。 11は底部片であり、外面は工具

によるナデが施され、底部はレンズ状に膨らむ。

高杯型土器(15) ストレートな部分がなく上に向かつて逓減するフォルムを持つ。裾部に4箇所の円子しが
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穿たれる O 外面はミガキで仕上げられる O

鉢型土器 (12---14) く字形口縁とレンズ状の底部を持つもので、 14には脚が付けられるO

器台型土器(16) 裾にタタキを施したものO

これらは後期の中頃から後半にかけての時期に属す資料である O

縄文土器

鉢型土器(17) 小片で外面に突帯が貼り付けられる O 表面には擦過した調整の痕跡が残る O

4SI140a 

( 1 )土器(第17図、図版26聞1，2)

須恵器

小蓋 (1---3) 口縁内側に返りを持ち、直径が11cm程度の小振りの蓋である o 1と2には天井部にヘラ記号

が残される o 1は焼け歪みが著しい。

4SI140b 

( 1 )土器(第17図、図版26-1，2)

須恵器

小蓋(1) 口縁内側に返りを持つ。

土師器

蚕 (2) 口縁が端部にむかつてゆるいカーブを描いて屈曲する O 内面はケズリが施される O

4SI150暗灰土

( 1 )土器(第17図、図版27-1、31-2)

須恵器

小蓋 (1---3)

小杯 (4)

護 (5、6)

土師器

口縁内側に返りを持つ。

小蓋とセットになる杯で、底部はヘラ切り後に軽くなでられ、×のヘラ記号が施される O

5は口縁端部が断面方形状に肥厚する口縁片。 6はタタキを有す体部片。

甑 (7) 口縁が屈曲しないので甑と判断した。内面は連続した斜位のケズリが施される O

弥生土器

壷型土器 (8---10) 8は胴部に斜位のタタキを有す長頚の壷。 9はく字口縁の短頚壷。 10はレンズ状の底部

片。

護形土器 (11、12)

鉢型土器 (13---15)

高杯型土器(16) 

11は口縁端部に三角突帯を貼付し大きめの刻みを施す。夜臼系の斐片である O

14と15はボール状の形状で、 13は体部の途中が屈曲するフォルムを持つ。

脚が残存するが、その径から長脚で大型のタイプになるものと考えられる O

4SI150c 

( 1 )土器(第17図、図版27-1)

弥生土器

護形土器 (1---3) 1と2はく字を呈す複合口縁。 3は底部が若干レンズ状を呈す。

4SI180 

( 1 )土器(第17図、図版27-2)

弥生土器

護形土器 (1) 口縁端部全面に刻みの幅がおよぶタイプの窪で、前期板付I式に属す。

4SI180a 

( 1 )土器(第17図、図版27-2)

弥生土器

四 28田



壷形土器 (1) 端部に向かつて若干膨らみ気味の形状を成す。外面下位に微かな段が見られる O

土坑の出土遺物

4SK011 

( 1 )土器(第17図、図版28-1)

弥生土器

護形土器(1)

鉢型土器 (2)

外面がナデによって丁寧に仕上げられた平底の護で、前期に属す。

斐に似た如意口状を呈し、体部中央に段を有す。基本的に横方向のミガキで仕上げられて

いる O

4SK055 

( 1 )土器(第17図、図版28-2)

弥生土器

査形土器 (1、2) 口縁端部の下寄りの部位に刻みが施される O 前期板付II式の範障で捉えられる o 2は微か

な条痕を残すaタイプのナデで仕上げられる O

4SK095 

( 1 )土器(第17図、図版27-2)

須恵器

杯c(1) 高台は細みで外にふんばる形状を是す。混入遺物と考えられる O

弥生土器

壷型土器 (2~5) 前期と後期のものが混在する o 2は後期の複合口縁、 3は金海式の大型の壷の口縁片。 4

はヘラガキ沈線を残す板付式の壷の頚部片。 5は平底で外面に横方向のミガキを持つもの。

護型土器 (6、7) 6はく字形の口縁端部に斜位の刻みを持つもの。 7は外面にハケを残す平底のものO

4SK105 

( 1 )土器(第18図、図版27岨2)

弥生土器

鉢型土器(1) 口縁端部に平坦面を持ち、外面は端部から若干下がった位置に微細な段差を残す。全面ミ

ガキで仕上げられる O 板付式に納まるタイプの鉢である O

4SK107 

( 1 )土器(第18図、図版29-1)

須恵器

小蓋 (1、2) 口縁内側に返りを持ち、直径が11cm程度の小振りの蓋である o 2にはこの器種としてはめず

らしく天井部に粗いミガキが施される O

小杯 (3) 胴部下位にゆるい沈線を残すもので、小蓋とセットになる杯である O ともに九州須恵器編年の

V期に属す。焼成は軟質。

斐型土器 (4、5) 4は端部を沈線で装飾する口縁部。 5はタタキ後にクシガキを施す胴部片である O

4SK108 

( 1 )土器(第18図、図版29-2)

弥生土器

壷型土器 (1~4) 1は長胴の下半部につまみ出したような台形の刻み目突帯が付けられたもので、弥生後

期中頃以降に属する o 2-へ~白、~白『、、、-

ラガキ沈線で平行線とその下に上に関く連弧文が描かれている O

護型土器 (5) 刻みが端部全面に及ぶ1タイプの刻みを持つ板付式の口縁部片である O

-29-
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4SK109 

( 1 )土器(第18図、図版3ト1)

須恵器

小蓋 (1~7、 9) 直径が12cm前後に復元で、きる蓋で、内面に短いかえりが付く O 天井部は大半がヘラ切り

のままで?には十字のヘラ記号が施される o 9も蓋と考えられる破片であり、天井部外面に円筒状の原体を捺

印した記号が残される O 酸化気味のもの、軟質のものを含み、焼成状況は均質でない。

蓋1(8) 直径が14.4cmに復元される蓋で内面に短いかえりが付く O

小杯a(10、11) 直径11cm程度の小型の杯で、底部と体部の境に回転ヘラケズリを施す。 10は底部ヘラ切

りの後に工具でナデられる O

壷 (12) 球胴状を呈し、外面下半部には回転ヘラケズリを施す。高台は欠損する O

瓶 (13、14) 13は口縁端部が折り曲げられ垂下する o 14は横瓶の下半部と考えられ、底部側面下の約

1.5cmの幅で、回転ヘラケズリが施される O

斐 (15、16) 内面に同心円の当て具痕跡を残す。 15は板目直交の刻みを持つタタキ具によるタタキが残さ

れるO

高杯(17、18) 高さ4~5cmほどの低い脚部を持つ小高杯。

土師器

斐 (19) 口縁が一旦立ち上がって短く外に反る形状を持つ。内面には斜め上に向かつて連続して施された

ケズリが残される O

盤 (20) 厚さ2cm程度の分厚い体部が短く斜めに立ち上がって納まる形状を持つ。外面下半にハケの痕跡

が見られる O 大宰府地域では珍しい器種である O

( 2 )金属器(第20図、図版35-2)

鉄銭安(1) 槍状の長いもので、断面形状は基本的に扇平な方形を呈す。先端のかえりは発達していなし.0
鉄釘 (2) 棒状で断面が方形を呈すことから釘としたが、倣である可能性も否定できない。

4SK111黒灰土

( 1 )土器(第四図、図版30-1，2)

須恵器

小蓋 (1) 直径が11cm前後に復元で、きる小蓋で、内面に短いかえりが付く O 天井部は磨耗しているがヘラ

切りのままと見られる O

土師器

斐 (2) 口縁が鋭角に屈曲して長く外に延びる形状を持つ。内面には斜め上に向かつて連続して施された

ケズリが二段残される O

4SK111茶褐土

( 1 )金属器(第20図、図版35-2)

鉄鎖(1) 槍状の長いもので、断面形状は基本的に扇平な方形を呈し基部は細くなる o 4SK109例同様に

先端のかえりは発達していない。

4SK155 

( 1 )土器(第19図)

弥生土器

壷型土器(1) 2cm以上の厚味を持つ破片で、先端に向かつて若干細くなっている O 内外面共に横方向の

ミガキが施される O 大型の板付式の壷の口縁と考えられる O

棄型土器 (2~7) 3~6は口縁端部やや下寄りに小振りの刻みを有す板付I式と II式の過渡的様相を呈すき霊の

ー31田



口縁。 2は三角形の貼り付け突帯の先端に刻みを施し、胴部外面には横方向の深い条痕を残すナデで仕上げ

られる夜臼II式に相当する斐。前田遺跡では希少な出土例である o 7は外面にハケの痕跡を残す底部片。

縄文土器

深鉢 (8) 口縁端部に横方向の二条の沈線を有す口縁部片で、後期から晩期に属すものと考えられる O

4SK160 

( 1 )土器(第18図、図版32-1)

弥生土器

護型土器(I------5) 刻みが端部全面に及ぶ1タイプの刻みを持つ1、3と端部下半に片寄った刻みを持つ3タイ

プの2とがある O 板付式の口縁部片である o 2は板付II式に属し、ハケによって最終調整が施される o 4と5は

底部片であり、 5には外面にハケが施される O

4SK170 

( 1 )土器(第18図、図版32-2)

弥生土器

壷型土器(1)

斐型土器 (2)

されているO

頚部付近の破片で上下の横方向にヘラによる沈線が施されている O

端部下半に片寄った刻みを持つ口縁片。刻みを施す前に端部中央に浅い横方向の沈線が施

縄文土器

深鉢 (3------5) 破片が小さいため帰属する時期の詳細はわからないが縄文に属すと考えられる土器の小片が

出土している o 5には外面に浅い平行沈線のようなものが描かれ、内面にアナダラ類の二枚貝腹縁によるも

のに似た条線を残すナデが観察される O このことから後期以降の所産と考えられる O

4SK182 

( 1 )土器(第18図、図版33-1)

弥生土器

壷型土器(1) 口縁の破片で外面下に段が残る O 板付式に属す。

饗型土器 (2、3) 端部下半に片寄った小振りの刻みを有す3タイプの口縁を持つ。板付II式に属す。 3は底

部片で外面はbタイプの薄い条線を残すナデを有す。

鉢型土器 (4) 端部までの聞に浅く「くj字に屈曲する内傾口縁を持つ。後期に属す可能性がある O

溝の出土遺物

4SD001灰茶色砂混土

( 1 )土器(第19図、図版34-1)

土師器

小lill.a(1------3) 口径が8.5cm、器高1cm程度の法量を持つ小皿o 1と3は糸切りで、 2はヘラ切り O

瓦器

椀 (4、5) 4は外面下半に屈曲する部位があり、その下に押し出し前の糸切りの痕跡を残す。 5は丸い胴下

半部にハケ状工具によるナデの痕跡が残る O 高台端部に浅い沈線が巡る O

( 2 )輸入陶磁器(第19図)

白磁

椀 (6) 厚味のあるケズリだしによる底部片である o IV類に属す。底に墨痕らしき付着が見られる O 判読

はできない。

( 3 )金属器(第20図、図版35-2)
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鉄釘 (1、2) 身の断面形状が方形を呈すことから釘に比定したo 1は頭部が腐食状態で円形を成す。

棒状鉄製品 (3、4) 部分的な断片で本来の形状が不明で棒状を呈す。 4は多少扇平である O

(4 )石製品(第21図、図版36-2)

石鍋(1) 縦方向の耳が付くAタイ'プのものO 下端部は欠損後に二次的に加工され平坦になるO

4SD001灰茶色砂質土

( 1 )金属器(第20図、図版35-2)

鉄釘 (1、2) 身の断面形状が方形を呈すことから釘に比定した。 2は両端が折れてかすがい状を呈す。

鉄塊 (3) 破片であり、全体形がわからない。上下に平坦面を持つ。

( 2 )石製品(第21図、図版36問2)

石鍋 (1、2) 縦方向の耳が付くAタイプ (2) と鍔付きのBタイプ(1)の二種類が出土している o (2) 

は下端部に二次加工が見られる O

4SD001灰茶砂

( 1 )金属器(第21図、図版36-1)

板状鉄製品(1) 平面形は不等辺三角形を呈し、断面形状は腐食によって中央が膨らむ。

4SD030黒茶土

( 1 )金属器(第21図、図版36-1)

板状鉄製品 (1) 薄い板状で平面形が援形を呈す。鍛の可能性もある O

4SD100暗茶土

( 1 )土器(第19図、図版34-2)

須恵器

小蓋(1----3) と2は天井部がヘラ切りのままで内面に返りを持つタイプのもので、天井部にはヘラ記号を

有す。 3は口縁端部が若干垂下するもので、 1より後出のタイプである O

蓋 (4) 口縁端部が短く折れるタイプのものO

均二c(5 ----7) 高台が外よりに取り付けられる形状を成すもので、口縁端部が若干外に開く O 高台の断面形

状は外にふんばる O

壷 (8) 玉ねぎ状の扇平な球状を呈す胴部に、口縁端部外側に浅い沈線を有す。筑前では返りを持つ小蓋

に伴う段階の査である O

1Ill.a (9) 22cm程度の口径を持つ O 底部外面はヘラ切り後に植物繊維が付着する O 内面は非常に平滑になっ

ており、使用による磨耗と考えられる O

( 2 )金属器(第21図、図版36-1)

万子 (1) 身の厚味が3ミリ程度で、平面形は一方に逓減する O 刀子の基部と考えられるO

4SD100茶色土

( 1 )土器(第19図、図版34-2)

須恵器

蓋(1) 口縁端部が短く折れるタイプのもの。天井部にはヘラケズリが施される O

土師器

高杯 (2) 高さが6.6cm程度の短脚の部類に属す高杯の脚音so

4SD100黒色土

( 1 )土器(第19図、図版34-2)

須恵器
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前田4次遺構番号台帳 (1) 

s-番号 遺構番号 種 別 地区

1 14SD001 溝 官道東側側溝 灰茶色砂混じり DJ41他

2 i留まり 3との境は不明 黒灰色土埋土 中世 12c以降 DG40他

3 i留まり 黒灰色土埋土 中世 12c以降 DG41他

4 ピット群 4→5 DG40 

5 4SD005 j毒 4→5 黒褐土 8cイt DG41他|

6 溝 灰黒色砂質土 中世 DI40 

7 ピット群 DK41 

8 溝 S-100上を通る CW38 

9 ピット? CV37 

10 4SDOlO 溝 S-100上を通る Sδに連続する DI43 

11 4SK011 土墳 DA39 

12 ピット CY39 

13 ピット CY40 

14 土墳 =s-40a DA41 

16 ピット群 DB42 

17 ピット DB41 

18 ピット 位置不明 DA41 

19 ピット DA41 

21 ピット群 DB40 

22 ピット DC41 

23 窪み 100→23 DC43 

24 土墳 DB42 

25 4SI025 竪穴式住居 DE45 

26 ピット群 DC43 

27 ピット CX39 

28 ピット CX39 

29 ピット群 DF44 

30 4SI030 溝 8c後 DM45 

31 ピット群 灰色砂質土 中世 DH40 

32 溝 44→32→36 中世 DI40 

33 ビット 茶黒色土 中世

34 ピット群 灰茶色土 8c DG41 . 
35 4SI035 竪穴式住居 DD44 

36 44→32→36 黄色砂質土 8c後 DI40 

37 灰黒色砂質土 中世 DI41 

38 溝 39→38 黄灰色砂質土 8c中 DH41 

39 溝 39→38 灰色中粒砂質土 DH42 

40 4SB040 掘立柱建物 a~h CY43 

41 ピット群 茶黒色土 中世 DI41 

42 ピット群 茶黒色土 中世 DM42 

43 ピット 黒茶色土 DN44 

-38圃



前田4次遺構番号台帳 (2)

s-番号 遺構番号 種 日Jj 地区

44 溝 44・36→32 黄茶色土 8c前半 DH40 

45 4SK045 土墳 50a→45 弥生前期前半 DH43 

46 溝 位置不明 DR46 

47 ピット群 弥生後期? CX37 

48 ピット 9c~ CX37 

49 土壌 弥生後期 CY38 

50 4SB050 掘立柱建物 a~d 50a→45 弥生前期 DG43 

51 ピット群 DF45 

52 ピット群 弥生後期 DA38 

53 ピット 8c後~9c DB38 

54 ピット群 弥生後期 DB39 

55 4SK055 土墳 弥生前期前半 DK45 

56 ピット群 弥生後期? DC40 

57 ピット群 弥生後期? DD41 

58 4SD058 溝 12c DE42 

59 4SD059 溝? 弥生後期 DE41 

60 4SI060 竪穴式住居? 弥生前期前半 DC43 

61 ピット 100→61 DC42 

62 ピット群 DC42 

63 ピット群 DB42 

64 ピット群 64→100 DD43 

65 4ST065 土壌墓 llc DE42 

66 ピット 66→ 100 DB41 

67 土壌 =50e DF43 

68 ピット DL44 

69 ピット群 DK43 

70 4SB070 掘立柱建物 a~h CY42 

71 窪み CU37 

72 ピット DJ42 

73 ピット群 8c DJ42 

74 4SK074 土壌 弥生後期 DA40 

75 4SK075 土壌 75→94 DB45 

76 ピット群 DD44 

77 ピット群 DD44 

78 ピット群 ~8c中 DB44 

79 ピット群 DC44 

80 4SI080 竪穴式住居 弥生後中~後 CW43 

81 ピット群 DB44 

82 ピット群 DF45 

83 ピット群 DE45 

84 ピット群 DD45 

85 4SK085 土壌 CX43 

86 ピット群 DC45 

ー39-



前田4次遺構番号台帳 (3)

s-番号 遺構番号 種 ~Ij 地区

87 ピット群 DC45 

88 ピット 弥生前、中 DE44 

89 4SD089 溝 弥生後期? DC39 

90 4SI090 竪穴式住居 90→110→120 CT38 

91 ピット 8c中~後 DD45 

92 ピット群 弥生中期 DD45 

93 ピット DB44 

94 ピット 75→94 DB45 

95 4SK095 土墳 8c? CW42 

96 ピット 97→96 DA44 

97 ピット 97→96 DA44 

98 ピット 70g→98 DA43 

99 ピット CX45 

100 4SD100 溝 官道西側溝 8c前~中 CV37他

101 ピット 弥生後期 CY45 

102 ピット 弥生後期後半 DA45 

103 ピット 弥生後期中頃 CW44 

104 4SK104 土墳 DB45 

105 4SK105 土墳 弥生前期前半 CW41 

106 4SX106 ピット 弥生後期後~末 CV44 

107 4SK107 土墳 7c後 CV40 

108 4SKI08 土墳 108→107 CV40 

109 4SK109 土墳 弥生前期? CV40 

110 4SI11O 竪穴式住居 90→110→120 CU37 

111 4SKlll 土墳 7c後 CV44 

112 ピット群 DB44 

113 ピット群 DA43 

114 ピット 弥生後期 DA43 

115 4ST115 土墳墓 25→115 lOc終 DE45 

116 ピット群 弥生前期 DA44 

117 ピット llc CY44 

118 ピット 弥生後期前~中 CY43 

119 ピット群 7c後~ CX44 

120 4SI120 竪穴式住居 90→110→120 CT37 

121 ピット CY44 

122 ピット CX43 

123 ピット 弥生後期後半 DA42 

124 ピット群 CW39 

125 4SK125 土墳 縄文晩期後半 DA40 

126 ピット群 CX41 

127 ピット群 8c~ CW44 

128 ピット群 80→128 8c~ CW43 

129 ピット CY42 

-40園



前田4次遺構番号台帳 (4)

s-番号 遺構番号 種 5J1j 地区

130 4SI130 竪穴式住居 CY43 

131 ピット群 CY41 

132 ピット CV44 

133 ピット CV42 

134 ピット群 7c後 CW41 

135 4SI135 竪穴式住居 CV37 

136 ピット CY42 

137 ピット 弥生後期後半 CX42 

138 ピット 弥生後期 CY44 

139 ピット CV44 

140 4SI140 竪穴式住居 CT41 

141 ピット CW44 

142 DN46 

143 ピット 弥生前期? DK45 

144 ピット 弥生前期? DK45 

145 4SI145 竪穴式住居 CT42 

146 ピット群 DI43 

147 ピット llc~ DI42 

148 4SK148 土壌 8c? DL41 

149 ピット群 8c~ DL42 

150 4SI150 竪穴式住居 CT43 

151 4SD151 溝 8c~ DM42 

152 ピット群 8c~ DM42 

153 ピット群 8c後~ DN43 

154 4SK154 土墳 8c後 D043 

155 4SK155 土墳 60→155 弥生前期中 DC43 

156 ピット群 8c後~ D044 

157 4SD157 溝 8c後~ DP44 

158 土墳 弥生 DD42 

159 ピット群 弥生後期? DC39 

160 4SK160 土壌 弥生前期中 DE43 

161 ピット群 弥生後期? CX38 

162 ピット CX39 

163 ピット群 位置不明弥生 CT37 

164 ピット群 弥生 CV39 

165 落ち? 黄灰色土弥生 CY42 

166 ピット群 位置不明弥生後期 CW40 

167 ピット 位置不明 CT39 

168 ピット群 弥生後期 CU40 

169 ピット群 8c~ CU40 

170 4SK170 土墳 170→175 弥生前期前 CT36 

171 ピット 弥生後期後 CU41 

172 ピット群 弥生? CU41 

-41-



前田4次遺構番号台帳 (5)

s-番号 遺構番号 種 53U 

173 ピット 150→173 弥生後期中~後

174 ピット群 弥生?

175 4SK175 土墳 170→175 弥生前期前

176 ピット 弥生後期中~後

177 ピット 8c? ~ 

178 ピット群 弥生

179 ピット

180 4SI180 竪穴式住居

181 4SK181 土壌

182 4SK182 土壌

183 ピット群

184 ピット

186 ピット

187 ピット 弥生後期

188 ピット 8c~ 

189 4SK189 土墳 8c~ 

190 4SK190 土墳

191 ピット

192 4SK192 土墳 弥生後期?

193 土墳 150→193 弥生後期中

194 ビット 90→194 位置不明 7c中~後

196 ピット 7c後

197 ピット 80→197→103 

198 ピット 8c~ 

199 4SK199 土壌 199→100 7c後?

200 4SF200 道路跡 8c~ 

蓋(1) 口縁端部が短く折れるタイプのもので、天井部にはヘラケズリが施される O

杯c(2) 高台が外よりに取り付けられる形状を成すもので、高台は外にふんばる O

4SD100黒灰土

( 1 )土器(第19図、図版34-2)

須恵器

地区

CU42 

CT42 

CT36 

CU42 

CU43 I 

CV42 

CX43 

CT42 

CU44 

CT44 

CX42 

CX45 

CX44 

CX44 

DA45 

DD45 

CU42 

DC45 

CU39 

CS44 

CT38 

CV44 

CW44 

CX43 

DB42 

小蓋 (1、2) は天井部がヘラ切りのままで内面に返りを持つタイプのもので、天井部にはヘラ記号を有

す。 2は口縁端部が垂下するもので、天井部はヘラ切りのまま O

高杯 (3) 杯部の外面には屈曲部に明確な沈線が巡り、脚部は段状に聞きこの屈曲部にも沈線が巡る O 若

干焼成による歪みが現れている O

土師器

蓋c(4) 上面が平坦で本体との接点がすぼむ形状のつまみを持ち、内外面に回転を利用したミガキaを施

す。

4SD100 

( 1 )金属器(第21図、図版36-1)

万子(1) 身の厚味が4ミリの万子の刃部の中程の部分と考えられる O

-42-
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1.暗灰土
(淡青灰ブロック入)

2.灰褐土
3.茶褐色土
(黄土ブロック入)

4.白色粗砂
(茶褐色土ブロック入)

第26図前回4次個別遺構略図2

墳墓の出土遺物

4ST065 

( 1 )輸入陶磁器(第19図、図版33-2)

白磁

椀 (1) 濁りのない白色を皇す口縁部片で端部は若干内に屈曲する O 化粧土のかけムラがラインとなって

口縁端部外面に浮き出ている O

( 2 )土器

土師器

椀 (2) 丸い体部に口縁端部が短く外側に反る形状を持つ。高台は直線的で屈曲していない。 X期前後の

所産と考えられる O

4STl15 

( 1 )土器(第11図、図版37-2)

土師器

杯a(1、2) 底部処理はヘラ切りのままで淡い灰褐色を呈す。遺構の切り合いによって半分が残存する O

皿c (3~5) 底部はヘラ切り後に粘土紐で高台を付けたもので、乳白色系の一部に淡いピンク色の発色が

見られる O

黒色土器B類

椀c(6) 口縁は外反りせず、体部は丸く納められている O 底部は平坦で、高台はやや外側に膨らむ。ミガ

キは手持ちで、内外面共に4ないし5分割で施されている O 磨耗しておらず漆黒色を呈し、状態は良い。

( 2 )金属器(第20図、図版35-2)

鉄鎌 (1) 身幅が先端に向かつて逓減し、基部は背部角が折り曲げられる形状を成す。大宰府の古代墳

墓において鎌の出土は珍しい。

鉄釘 (2)遺構埋土中の中位で縦方向で出土しており、棺蓋をとめていたものと考えられる O

その他の遺構の出土遺物

4SX002 
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前回4次遺物観察表1

前田4・5・6次遺物観察表凡例

R番号とは遺物に付与された整理番号で、収蔵後の検索にはこの番号を用いる O

土器以外の法量は口径・高さ・底径を、長さ・幅・厚みに読み変える O

数値後の+は欠損状況で、の数値、*は復元状況での数値で表記しているO

石器観察表について

観察表中の略号は次のとおり O

ob (黒曜石)、 and(安山岩)、 F(剥片)、 RF(二次加工のある剥片)、 UF(微細剥離など使用痕のある剥片)、

AP (石鍛)

石器の設置方向は、剥片の場合は剥離面の打点部分を上とし、リングの広がりの中心部分を下としている O

石核の場合は最終剥離面ないし最も明瞭な剥離面を正面としている O

前田4i:欠遺物観察表(1)

遺 構 No， 器 種 図版番号 写真番号 R番号
口径 高さ 底径

(+は欠損備、 *考は復原値)cm cm cm 

4SB040f (s-40f) 弥生 壷 014 001 6.8+ 

4SB050b (s-50b) 弥生 壷 014 24-1 003 2.8+ 
。 (s-50b) 2 弥生 斐 014 24-1 001 2.7+ 

イシ (s-50b) 3 縄文 鉢 014 24-1 002 2.4+ 内面ミガキ

4SB050c (s-50c) l 弥生 斐 014 24-1 001 3.9+ 刻目l

イシ (s田50c) 2 弥生 鉢 014 24-1 002 4.2+ 内面ミガキ

4SB050f (s・50η 弥生 3車 014 24-1 001 4.1+ 刻自3

4SB070a (s-70a) 須 ~ 014 24-2 001 4.6+ 

4SB070b (s-70b) 須 費 014 24-2 001 4.1+ 

4SB070c (s-70c) 須 小蓋1 014 24-2 001 1.1+ 

4SB070g上面 (s-70g上面) f質 小蓋l 014 24-2 001 11.9* 2.1+ 天井部ヘラ切りママ

4SB070h (s-70h) 1 須 小叢 014 24-2 001 1.0+ 回転ヘフケズリ後ヘフ記号

4SI035灰褐土 (s-35灰褐土) 1 弥生 壷 014 27-2 001 3.15+ 

4SI035a (s・35a) 弥生 壷 014 001 3.2+ 

4SI080黒灰土 (s-80黒灰土) 弥生 蜜 014 001 7.2* 6.4+ 

ク (s-80黒灰土) 2 弥生 婆 014 002 5.1+ 

ク (s個別黒灰土) 3 弥生 蜜 014 003 4.5+ 
。 (s-80黒灰土) 4 弥生 器台 014 005 5.4* 4.6+ 
。 (s-80黒灰土) 5 弥生 器台 014 004 9.6+ 

4SI090黒灰土 (ト90黒灰土) l 弥生 査A 014 25-1 020 20.0* 3.6+ 

ク (s-90黒灰土) 2 弥生 壷A2 014 021 4.7+ 

ク (s-90黒灰土) 3 弥生 壷A 014 002 3.3+ 

ク (シ90黒灰土) 4 弥生 査A 014 25-1 015 1.9+ 

イシ (シ90黒灰土) 5 弥生 壷 014 005 9.9* 4.7+ 

ク (s-90黒灰土) 6 弥生 壷 014 25ーl 003 3.8+ 

ク (ト90黒灰土) 7 弥生 壷 014 25ーl 019 7.2+ 6.8* 
。 (s-90黒灰土) 8 弥生 査 014 25-1 016 2.7+ 
。 (s-90黒灰土) 9 弥生 壷×雪量底 014 25-1 008 2.8+ 6.1* 

イシ (s-90蒸灰土) 10 弥生 嚢底 014 25-1 009 2.6+ 6.4* 

イジ (s-90黒灰土) 11 弥生 喜善 014 25-1 006 19.0* 5.4+ 

ク (ト90黒灰土) 12 弥生 費 014 25-1 004 15.9* 10.0+ 

ク (s-90黒灰土) 13 弥生 き車 014 013 12.9+ 

ク (s-90黒灰土) 14 弥生 饗 014 25-1 001 3.4+ 

ク (s-90黒灰土) 15 弥生 ~ 014 014 5.0+ 
。 (s四90黒灰土) 16 弥生 3草底 014 25-1 011 3.2+ 10.0* 
。 (s-90黒灰土) 17 弥生 鉢 014 007 4.0+ 

ィシ (s-90黒灰土) 18 弥生 鉢 014 017 6.2+ 

。 (シ90黒灰土) 19 弥生 器台 014 022 10.6* 3.0+ 
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前田4次遺物観察表2

遺 構 N9， 器 種 図版番号 写真番号 R番号
口径 高さ 底径

(+は欠備損、 *考は復原値)cm cm cm 

4SI090黒灰土 (s-90黒灰土) 20 弥生 器台 014 023 5.7+ 

。 (s-90黒灰土) 21 弥生 器台 014 010 15.1+ 15.2* 

タ' (s-90黒灰土) 22 弥生 支腕1 014 012 6.0 13.2 9.1 

。 (s-90黒灰土) 23 縄文 深鉢 014 018 3.0+ 

4SI090 (s-90-6) 弥生 壷 015 25-1 001 21.8* 13.5+ 

イジ (s・90齢2) 2 弥生 壷 015 002 10.1+ 

イ少 (s-90-8) 3 弥生 蛮 015 25-1 001 9.6+ 6.0 

。 (s-90-16) 4 弥生 壷 015 25-1 001 10.0+ 6.1 

ィシ (s-90-5) 5 弥生 饗 015 001 17.7* 7.5+ 

イシ (s-90-4) 6 弥生 護底 015 25-1 001 12.9+ 9.2 

。 (s-90-1) 7 弥生 墾 015 25ー1 001 25.6 38.7 9.2 肥後系

。 (s-90-13) 8 弥生 器台 015 001 13.4* 8.6+ 

。 (s-90-12) 9 弥生 器台 015 25-1 001 10.2 9.2 11.8 

。 (s-90-7) 10 弥生 器台 015 25-1 001 13.0 16.1 12.9 

ク (s-90-14) 11 弥生 器台 015 25一1 001 11.3 16.5 13.6* 
イシ (sω90働2) 12 弥生 器台 015 001 12.4* 13.8+ 

イン (s-90-11) 13 弥生 器台 015 25一1 001 10.5 16.2 12.6 
。 (s-90-1O) 14 弥生 器台 015 25-1 001 11.3 15.9 13.3* 

ク (s-90-9) 15 弥生 器台 015 25-1 001 12.7 15.4 15.5 

4SI120 (s-120-15) 弥生 宝Z 016 001 15.5* 19.45+ 

ク (s-120-13) 2 弥生 査 016 25-2 001 13.0* 15.0+ 

イ少 (s-120同11) 3 弥生 蛮 016 001 11.0* 8.2+ 

イン (s-120-1O) 4 弥生 軍官Z 016 002 7.1+ 

イ〉 (8-120-10) 5 弥生 壷 016 25-2 004 14.8* 15.6 6.7 

。 (8-120-10) 6 弥生 査 016 25-2 003 6.4+ 5.4 

ィシ (8-120-6) 7 弥生 壷 016 001 5.05+ 7.6 

ペシ (s-120-14) 8 弥生 壷 016 001 2.7+ 6.4 

ク (s-120-12) 9 弥生 壷 016 001 3.9+ 16.0* 

イシ (8-120-16) 10 弥生 ~ 016 25-2 001 17.0* 15.7+ 

。 (8回120-18) 11 弥生 塁悪 016 001 11.2+ 8.75 

。 (s-120-1O) 12 弥生 鉢 016 25-2 001 32.6 22.9 7.4 

ク (s-120-7) 13 弥生 鉢 016 25-2 001 21.0* 10.5 6.0 

イシ (8-120-17) 14 弥生 鉢BC 016 25-2 001 22.5* 12.3+ 

ij (s剛120-9) 15 弥生 高均: 016 001 10.2+ 

ク (8-120-8) 16 弥生 器台 016 001 10.8+ 15.7* 

ィシ (s-120) 17 縄文 鉢 016 001 2.65+ 

4SI140a (s-140a) 1 須 小蓋l 017 26-1 002 11.2 2.2+ ヘラ切り後ナデ、ヘラ記号

イシ (s-140a) 2 須 ノj、蓋1 017 26-1 003 10.4* 2.3 ヘラ切り後ナデ、ヘラ記号

イシ (8-140a) 3 須 小蓋l 017 26-1 001 1.5+ 天井部磨耗

4SI140b (8田140b) l 須 小蓋l 017 26-1 001 1.1+ 

ペシ (s-140b) 2 ニヒ師 き車 017 26-1 002 4.9+ 

4SI150暗灰土 (ト150暗灰土) 1 須 蓋1 017 31-2 002 1.9+ ヘラ切りママ

ペ少 (s-150暗灰土) 2 須 小葦1 017 003 1.9+ 

ぞ少 (s-1508音灰土) 3 I ~買 小蓋1 017 31-2 007 1.5+ 

ク (s-1508音灰土) 4 須 ノj、杯a 017 31-2 006 10.4 3.3 6.2 ヘラ切り後ナデ、ヘフ記号

。 (s-150暗灰土) 5 須 薬 017 31-2 005 3.6+ 

ク (s-150暗灰土) 6 須 喜重 017 31-2 004 7.2+ 

。 (s-150暗灰土) 7 土師 甑 017 31-2 009 13.3+ 

ク (s-150暗灰土) 8 弥生 壷 017 27-1 016 8.6* 15.9+ 

ij (s-150暗灰土) 9 弥生 牽 017 011 4.0+ 

。 (s-150暗灰土) 10 弥生 宣τ伝E 017 008 2.2+ 8.7* 

ク (s-150暗灰土) 11 弥生 望主 017 27-1 014 5.6+ 8.6* 

イシ (s-150暗灰土) 13 弥生 鉢 017 27-1 010 4.6+ 

。 (s-150暗灰土) 14 弥生 鉢 017 013 3.4+ 

。 (s-150暗灰土) 15 弥生 鉢 017 012 4.2+ 

。 (s-150暗灰土) 16 弥生 脚付鉢 017 27-1 015 2.2+ 

イン (s-150暗灰土) 12 縄文 i架鉢 017 31-2 001 2.6+ 

4SI150c (s-150c) 1 弥生 壷A 017 27-1 002 4.3+ 
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前田4次遺物観察表3

遺 構 No， 器 種 図版番号 写真番号 R番号
口径 高さ 底径

(+は欠損備、 申考は復原値)cm cm cm 

4SI150c (8-150c) 2 弥生 壷A 017 003 3.7+ 

イ少 (8・150c) 3 弥生 査 017 001 2.4+ 5.2* 

4SI180 (8-180) 弥生 ~ 017 27-2 001 7.4+ 

4SI180a (8-180a) 弥生 資 017 27-2 001 2.0+ 

4SK011 (8-11) 弥生 3車 017 28-1 001 6.8+ 

イシ (8-11) 2 弥生 鉢 017 28-1 002 26.4* 13.8+ 

4SK055 (8・55) 弥生 斐 017 28-2 001 4.5+ 

イシ (8-55) 2 弥生 斐 017 28-2 002 18.3* 10.9+ 

4SK095 (8-95) 1 須 杯c 017 003 1.6+ 

ク (8-95) 2 弥生 壷 017 001 5.1+ 
。 (8-95) 3 弥生 査 017 005 4.0+ 

イシ (8-95) 4 弥生 壷 017 27-2 007 2.3+ 

ク (8欄95) 5 弥生 喜望 017 002 5.6+ 

ク (8-95) 6 弥生 斐 017 004 5.6+ 

ク (8醐95) 7 弥生 壷 017 006 6.0+ 

4SK105 (8-105) l 弥生 鉢 018 27-2 001 4.65→ 

4SK107 (8-107) I 須 小蓋1 018 29一1 002 1.6+ ヘラ切りママ、酸化焼成

ク (8欄107) 2 須 小葦1 018 29一1 003 11.2* 2.0+ ヘフ切りママ

。 (8-107) 3 須 小勾J 018 29-1 004 2.6+ 口縁酸化気味、軟質

イシ (8-107) 4 須 斐 018 29-1 001 3.6+ 端部は沈線で装飾

。 (8明107) 5 須 重量 018 29-2 005 5.4十

4SK108 (8-108) 弥生 壷 018 29-2 005 12.3+ 

ク (8-108) 2 弥生 壷 018 29-2 001 2.5+ 
。 (8飽108) 3 弥生 豪 018 29-2 002 2.5+ 

イシ (8-108) 4 弥生 賀古Z 018 29-2 003 4.1+ 

ク (8-108) 5 弥生 喜車 018 29-2 004 2.8+ 

4SK109 (8-109) 1 須 小蓋al 018 31-1 008 11.6 2.1 ヘラ切り後、軽いハケナデ

イシ (s-109) 2 須 小蓋1 018 31-1 019 11.1 2.0 軽いハケナデ、酸化軟質

イシ (8-109) 3 須 小蓋l 018 31-1 006 10.8* 2.3 ヘラ切り後、ハケナデ

4ン (8-109) 4 須 小蓋c1 018 003 3.7+ ヘラ切り後、回転へラケズリ

イシ (8-109) 5 須 小蓋l 018 022 1.8+ ヘラ切り後、軽いナデ

イシ (8-109) 6 須 小葉l 018 004 2.2+ ヘフ切り後、軽いナデか

。 (8-109) 7 須 小葦1 018 005 2.5+ ヘラ切り後、ヘラ記号

イシ (8-109) 8 須 小叢1 018 007 14.2* 1.7+ 天井部回転ヘラケズリ

ク (8-109) 9 須 小蓋 018 31-1 021 1.5+ ヘラ切り後、ヘラ記号、軟質

イシ (8司109) 10 須 小杯a 018 31一1 010 10.7* 3.1 7.6* ヘラ切り後、ハケナデ
ク (8・109) 11 須 小杯 018 009 4.0+ 

。 (8司109) 12 須 壷 018 016 3.0+ 

ク (s-109) 13 須 強E 018 014 12.8* 7.2+ 

'" (s-109) 14 須 瓶 018 013 8.2+ 12.3* 

イ少 (8綱109) 15 須 饗 018 017 5.3+ 

イシ (8-109) 16 須 努 018 011 5.0+ 

イシ (s-109) 17 須 小高杯× 018 31-1 015 5.1+ 

。 (8-109) 18 須 高杯(脚部) 018 31-1 012 3.7+ 7.4 
。 (8-109) 19 土師 饗a 018 31-1 018 20.2* 6.0+ 

イシ (s・109) 20 土師 盤 018 31-1 020 3.9+ 

4SK111黒灰土 (8-111黒灰土) 須 小蓋1 018 30-1 002 11.1* 3.0 ヘラ切り後、軽いナデ、軟質

ク (ト111黒灰土) 2 土師 主義 018 30-1 001 4.7+ 

4SK160 (8-160) 弥生 要 018 32-1 003 2.3+ 

イシ (8・160) 2 弥生 ~ 018 32-1 004 1.8+ 

ク (8-160) 3 弥生 ~ 018 32-1 005 2.4+ 

イシ (8-160) 4 弥生 斐 018 32-1 001 6.3+ 8.1* 

。 (8同160) 5 弥生 言語 018 32-1 002 3.2+ 7.1 

4SK170 (8・170) l 弥生 壷 018 32-2 002 4.8+ 

ク (8-170) 2 弥生 褒(刻目3) 018 32-2 001 7.0+ 
。 (8勾170) 3 縄文 深鉢 018 32-2 003 3.1+ 

。 (8-170) 4 縄文 深鉢 018 32-2 004 3.5+ 

ペシ (s-170) 5 縄文 深鉢 018 32-2 005 3.0+ 
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前田4次遺物観察表4

遺 4存 No， 器 種 図版番号 写真番号 R番号
口径 高さ 底径

(+は欠備損、 *考は復原値)cm cm cm 

4SK182 (s回182) 弥生 差置 018 33-1 002 3.2+ 

ィシ (s・182) 2 弥生 護 018 33ー1 004 4.5+ 

ク (s-182) 3 弥生 雪量 018 33-1 001 4.9+ 7.6 

イ〉 (s-182) 4 弥生 喜本 018 33一l 003 5.6+ 

4SD001灰茶色砂混土 (s-1灰色砂混土) 土師 小sll.a 019 34-1 005 8.4 1.3 6.1 イト 内底ナデO 板圧×
。 (s-1灰色砂混土) 2 土師 小sll.a 019 34-1 006 8.8* 1.2 7.0 へフ 内底ナデO 板圧O

イ〉 (s-1灰色砂混土) 3 土師 小sll.a 019 34-1 007 8.7 0.9 7.4 イト 内底ナデO 板圧O
。 (s-1灰色砂混土) 4 瓦器 椀 019 34-1 009 16.4* 5.6 7.6* 

イシ (s-1灰色砂混土) 5 瓦器 椀 019 34-1 008 15.3* 5.8 6.5 

イ〉 (s-1灰色砂混土) 6 自磁 椀IV 019 34-1 010 2.2+ 6.8 

4SD100暗茶土 (s-100暗茶土) 須 小葉a 019 34-2 010 10.6* 1.85+ ヘラ切り後、ヘフ記号、車大

タ' (s-100暗茶土) 2 須 蓋 019 011 1.9+ 天井部回転へラケズリ

イシ (s-100a音茶土) 3 須 均:蓋 019 34-2 002 13.2* 1.4 天井部回転ヘラケズリ

イシ (s-100暗茶土) 4 須 杯葉3 019 001 15.6* 1.5 ヘフ切り後、ナデ

ク (s-100暗茶土) 5 須 均二c3 019 006 12.0 3.25 8.7 高台外寄り

ク (s-100a音茶土) 6 須 杯c3 019 34-2 005 11.6 3.8 8.8 高台外寄り

イシ (s-100暗茶土) 7 須 杯c3 019 34-2 004 12.9 3.7 11.0 内底滑面化

ク (s-100暗茶土) 8 須 瓶 019 34-2 009 8.55 13.8+ 

イ少 (s-100暗茶土) 9 須 sll.a 019 34-2 007 21.75 3.5 18.5 へフ切りママ

4SD100茶色土 (s-100茶色土) 1 I ;]1 義3 019 34-2 001 1.35 17.9 天井部回転ヘラケズリ

イ少 (ト100茶色土) 2 土師 高杯(脚部) 019 34-2 002 6.6+ 13.5* 

4SD100黒色土 (s-100黒色土) l 須 蓋3 019 34-2 001 14.0* 1.82 天井部回転ヘフケズリ

タ' (5-100黒色土) 2 須 杯c3 019 34-2 002 3.6+ 8.5 高台外寄り

4SD100黒灰土 (5-100黒灰土) 須 小叢al 019 34-2 003 10.2* 1.6 ヘラ切りママ、ヘラ記号

'" (5-100黒灰土) 2 須 小蓋a3 019 34-2 004 11.95 1.1 ヘフ切りママ

イシ (5-100黒灰土) 3 須 高杯 019 34-2 002 19.3 7.1 11.65 

ク (5-100黒灰土) 4 土師 蓋c 019 34-2 001 1.4+ 

4ST065 (s-65) l 白磁 椀I 019 33-2 002 16.0* 2.9+ 

イシ (s司65) 2 土師 椀c 019 33-2 001 15.8 6.4 7.4 

4ST115 (s-115-6) 土師 杯a 011 37-2 001 11.2* 2.1 7.1* ヘラ 内底ナデ0・板圧×

イシ (s-115-7) 2 土師 杯、a 011 37-2 001 11.8* 2.5 7.6* ヘフ 内底ナデO 板庄×

イシ (5-115-2) 3 土師 皿c 011 37-2 001 11.2 2.0 6.4 内底ナデO 板庄×

イシ (5-115-4) 4 土師 sll.c 011 37-2 001 11.4 1.6 6.9 ヘフ 内底ナデO 板圧×

ぞ少 (5同115-1) 5 土師 sll.c 011 37-2 001 12.5 2.1 6.4 ヘラ 内底ナデO 板圧×

イン (5-115-5) 6 黒B 椀c 011 37-2 001 15.4 6.5 8.2 

4SX106 (s-106) 弥生 高均: 019 001 2.7+ 

ク (5-106) 2 弥生 E霊底 019 35一l 002 13.8+ 

4SK155 (s-155) 弥生 壷 011 002 3.7+ 

タ' (5-155) 2 弥生 雪量 011 008 20.2* 12.3+ 

。 (s-155) 3 弥生 墾 011 007 1.7+ 

イ少 (s-155) 4 弥生 努 011 004 4.0+ 

ク (5-155) 5 弥生 き車 011 005 4.4+ 

ク (s-155) 6 弥生 室電 011 006 3.4+ 

。 (5-155) 7 弥生 E霊 011 001 3.5 8.2* 

イシ (s-155) 8 縄文 深鉢 011 003 1.8+ 

( 1 )石製品(第22図、図版36-2)

石鍋 (1~3) 縦方向の耳が付くAタイプ (3) と鍔付きのBタイプ (2)の二種類が出土している O

4SX003下層

( 1 )金属器(第21図、図版36-1)

板状銅製品(1) 多少反りのある板状を呈し、方形の角の部分の小片である O

4SX003 

( 1 )金属器(第21図、図版36-1)

鉄釘(1) 腐食し膨しているが身の断面形状が方形を呈すことから釘に比定した。

4SX054 

( 1 )金属器(第21図、図版36-1)
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前田4次遺物観察表5

前田4次金属製品・石製品観察表(1)

遺 構 No， 種目リ 器種 図版番号 写真番号 R番号
縦 横 厚さ

(+は欠備損、 *考は復原値)cm cm cm 

4S1080c (s-80c) I 鉄製品 鉄族 20 35-2 001 5.8 3.0 0.5 

4SK109 (s-109) l 鉄製品 鉄族 20 35-2 001 9.5 0.9 0.5 

イシ (s-109) 2 鉄製品 鉄釘 20 35-2 002 3.9 0.7 0.7 

4SKll1茶褐土 (s-ll1茶褐土) 1 鉄製品 鉄族 20 35-2 001 13.2 1.05 0.95 

4ST115 (sイ15-3) l 鉄製品 鎌 20 35-2 003 15.8 2.8 0.4 

イシ (sぺ15) 2 鉄製品 鉄釘 20 35-2 002 2.2 0.9 0.7 

イシ (s-115) 3 鉄製品 鉄量T 20 35回2 001 2.0 0.7 0.8 

4SDOOl灰茶色砂混土 (s-1灰茶砂混じり土) l 鉄製品 鉄量I 20 35-2 004 4.5 1.6 1.0 

ク (s四l灰茶砂混じり土) 2 鉄製品 鉄釘か 20 35-2 002 3.7 0.7 0.6 

。 (s-1灰茶砂混じり土) 3 金属製品 棒状鉄製品 20 35-2 003 5.0 1.8 1.4 

ク (s-1灰茶砂混じり土) 4 金属製品 棒状鉄製品 20 35-2 001 3.7 0.7 0.6 

4SDOOl灰茶色砂質土 (s-1灰茶色砂質土) l 鉄製品 鉄釘 20 35-2 002 2.0 0.6 0.4 

イシ (s-1灰茶色砂質土) 2 鉄製品 鉄釘(かすがい状) 20 35-2 001 3.8 0.85 0.5 

イン (s-1灰茶色砂質土) 3 金属製品 鉄塊 20 35-2 003 3.15 3.4 1.4 

4SDOOl灰茶砂 (s-1灰茶砂) l 金属製品 板状鉄製品 21 36-1 001 4.0 3.0 1.2 

4SD030黒茶土 (s-30黒茶土) l 金属製品 板状鉄製品 21 36-1 001 6.0 3.5 0.6 

4SD100暗茶土 (s-100暗茶土) 1 鉄製品 刀子 21 36-1 008 3.0 1.2 0.9 

4SD100 (s-100) 1 鉄製品 刀子 21 36-1 001 4.2 1.4 0.6 

4SX003T層 (s-3-f層) l 金属製品 板状銅製品 21 36国l 001 2.8 2.0 0.7 

4SX003 (s-3) 1 鉄製品 鉄釘 21 36-1 001 4.05 1.3 0.7 

4SX054 (s-54) l 鉄製品 鉄生T 21 36-1 001 2.0 0.3 0.3 

4SX091 (s-91) l 鉄製品 鉄族 21 36目 i 001 12.0 3.0 0.5 

茶褐土 (茶褐土) I 鉄製品 くさび 21 36-1 003 4.3 1.8 1.1 
。 (茶褐土) 2 鉄製品 鉄釘 21 36-1 001 3.5 0.6 0.6 

タ， (茶褐土) 3 鉄製品 鉄釘 21 36-1 002 2.1 0.6 0.5 

4S1090黒灰土 (s-90黒灰土) l 土製品 焼土塊 21 36-2 024 3.5 2.9 1.5 

4SDOOl灰茶色砂揖土 (s-1灰茶砂混じり土) l 石製品 石鍋 21 36-2 011 5.7+ i骨石

4SDOOl灰茶砂質土 (ト1灰茶砂質土) 1 石製品 石鍋 22 36-2 005 3.7* 滑石

ク (s-1灰茶砂質土) 2 石製品 石鍋加工品 22 36-2 004 5.7 9.0 1.5 滑石

4SX002 (s-2) 1 石製品 石鍋 22 36-2 001 6.0* 滑石

ク (s-2) 2 石製品 石鍋 22 36-2 002 5.3* 滑石

ィシ (s-2) 3 石製品 石鍋 22 36-2 003 4.5* 滑石

茶褐土 (茶褐土) 1 石製品 石鍋 22 37-1 005 8.3* 滑石

イン (茶褐土) 2 石製品 石鍋加工品 22 37-1 004 10.0 11.5 3.0 L恒 一一一

鉄釘(1) 錆落としの結果身の断面径2ミリ程度とごく帝国いが、棒状を呈すことから釘に比定した。

4SX091 

(1)金属器(第21図、図版36-1)

鉄倣(1) 台形の先端部を持つ倣で、茎は方形を呈す。先端はさほど細くならない。

4SX106 

(1)土器(第19図、図版35-1)

弥生土器

高杯型土器(1) 脚と杯の接合部位の破片で、杯部内面にミガキが見られる O

護型土器 (2) 尖る丸底を呈し、体部外面にタタキを有し下半部はケズリ気味のナデが加えられる O

茶褐土

(1)石製品(第22図、図版37-1)

石鍋 (1、2) 1は鍔付きのBタイプであるが、器壁が厚く大型品である o 2は二次加工が施された破片。
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前回4・5・6次遺物記号化一覧

前田4・5・6次遺物記号化ー貰

壷

A (複合口縁)

ン礼状

出土遺物の台帳化にあたっては通来の本市仕様の記号以外に、弥生時代後期の土
器については型式ごとにアルファベットの大区分と数字の小区分に属性を分けてそ
の組み合わせによって個別の表記を行っている。中間的様相については新しい傾向
の属性に帰属させている。また記号化していない型式名については通有の名称、で記

載している。

B (長頚) c (短頚) D (ラッパ状) E (丸底f2) F (長胴)

~~1 Z エ厚手
「;;令、 7 2 

古 d: ぷ平底

厚底

新 ::/2 ゴ6
レンズ状底

上げ底》方~>.~制
2 rくJ字型

イ;底ぷ

?幻
二通~3~

3 開いた「くJ字型 ノ4 d. 

• 
1屈曲部に稜線あり ※庄布山山留陰陽内系系式式

については((鍵亀土尾川師式上器他層欄式)に他「庄)内式カメ (1) J などと記載す

2屈曲部の稜は不明瞭

器合 鉢
高杯杯部

体部 底部 脚部IR突出「あるものは
ヌー

ノ1平底 ?，~大
1.，長脚

一f一ι品屈2幽が上寄り

dzレンズ底 ;;7::: ヌ2カップ状 主 2棚
メ尖底

ヌ支手 ~3~ ノ4丸底

一三27;瞭
アくj字

~厚底 ~4低平

3岬 ~6 上げ底 2YL 
<r.あき。

付;須恵器

蓋
杯 ゆ11.3

小蓋 小士不 蓋 ;I:if 

一、 J 
-恥

-:Jal 
一一弘l

c ~al 

ゆ13.0 IVA .‘ c _竺~ a2 -::::la2 ?竺 2
~ 云PWB ‘c竺竺塾、 a3 ?竺竺ち 3ゆ11.3

※ゅは径の平均値(中間値のAxBもあり)

一一~4
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前回遺跡第4次調査遺物一覧表(1)

前回4次調査遺物一覧表1

前回遺跡第4次調査遺物一覧表 (2)

同日記茶砂土 ---------~葉商亘王

間車判 t!:a叶口)、勾a、I.f，'、晶、晶、鉢b、班、臨 |須恕羽受

|盗払盛c、受犯予 |土 師 州向対イト)

Jt 的 崎将《イト)恥(ヘヲ記号}小皿祇イ打、鋼、器台、竃 |弥生後則前杯、壷×受応2
11E手、受

t
 
i
 

随
一
紘
一
鉢
一
例

B

一
民
一
器
一
磁

器
一
一
仁
一
背

土
一
一
質
一
昨

色
一
一
郎
一
釦

m
A
f
九
士
二
同

τ子需#州議
弥生土矧破片

凹"
ぬ，肌 V-ta，V、VIlI-l、V-2XV叫弘 V山口 l'哨照灰砂質土
破片 |須 思 判部市杯，3 重量民 会証3、並3(f1JJl硯)盤×鉢b

血 ;m，llI-l、土 師 制刷、建弘高杯

裂他 ;11【系輩×水也被片 |白 哨藷他 ;m系水法×強
加鮎 2 中闘陶制鐙，阿川

持刊号浮 '-1灰茶色砂混じり土
須 恵 制均"、恥ヨ齢、筆J.ltc 高年(透かし入)

|商杯弘イ高杯、鉢遇、鉢b、瓶、準，Xb、菱、ハソウ

土 師 制勾.(イト)勾M 小皿.1イト)，¥Jic 舗、建a 布fn式費

石製判鍋11

t 製 剖 fq盤状土製品方柱状土製品

黒色七器 B 倒

|'-1灰茶色砂貧土 l正 明椀

l須 忠 利恥勾皿a、資03，小島、小高年臨海b 獲 1，"飾貧土得|鉢、鍋
f 帥 瑚恥(イト)， 'f、皿，(イトト丸郎、晶、小吏 |須思貧土器|鉢(東播)

製塩土矧破片 |飽家機系青磁|総;'.lcXIIl 

瓦 瑚鈎 l阿安線系青磁|総"、ト10
土師質土磁|鍋 IIDl;1 
須慈賞土器|鉢(JI(循白 岡純 ;TV、IV-a、lV-la、Y.IXVJI目、 V，旬、 V-2a

同安烈系背磁|械 ;1.旬、 m.la 破片 1 V-lc'dXιY.)XVIlf.2， V4XVIJ[.]. 3 

白 崎健 ;IY.la，IV、I【XIV、Y.la、 I V-laXVll目、 Y-2aXVIII-4、v、VI_bXV仔b

V廿 XVIl目、トVIl、破片 1 VJIl.J， VIU-2-3， VIII、破片

臥 IIlll;m.l. IVーし VXVI-b、

道 ;111系進×水注、 III系四耳磁 資他 ;111系水注×也、1II系水花、倒×水注、肌×椀

中間陶器i池器棟。筒袖片 系四耳偏

醐
一

口
一
鉢

難
一
没

後
一
土

生
一
文

弥
戸
締

時閣陶 5多本 Vj.1

1他樗種;蓋

石製品!石鍋 祢生後捌質成1、受話実2 受邸宅5，費底8、牛角材何:

土 製 剖ノJ柱状土製品 1<詮嵐製 'bi;r
石 製 品祇右(砂岩)、鱗A

S l灰砂 土 製 'll土錘1;柱訓土製品
須 恵 器|忠弘恥3、髭c、齢、荷停、鉢仏鉢b、也、受 l瓦 縄平瓦縄目叩)

!望号犯手

i 釘 瑚勾Kイト)年C，003 小皿祇イト)、荷停 1'，1灰色砂質土l
瓦 刷 l須恕l!J小体(門前酌小都、内州
自 瑚繍 ;IV、V-lc-dX4b、片 l瓦 判例

t師貧土搭|鍋 l岡安篤系背磁|倒 ;nr.!a
中岡陶器1"髭t絹紬 I白 醐例。 IY-a，IV.la，IV、vm.，'3、VIl目、破片

S-lJJ<ぷ砂土 o.<}) 

同1附砂 | 府~耳石、齢、晶、刷、鉢b、品川、跡品受
同属製品|鉱iJ師 剖勾，(ヘラ×イト)、 .Wd 小皿祇イトド丸体イ唖

| 盗品手

同1然 附瓦 瑚続
知恵判制削V 輩3 血小動削b 鉢、鉢.，、議b 1須贈賞土矧鉢

|蜘×弘盗輩、受 |白 哨繍 ;IV、v
t， " 制鈍C，/)、lllJ.(イト)質量、建lI!Je手 l中間陶路1，鑑 I絹噛

誠一

i

x
一
淳
一
3
a

m
一
鉱
一
ぬ

閣制

-
u
m
-
n
削

一
製
町
一
E明

言
竺

自
主
主
行

弥生後期|費炭2

土 製 哨焼土塊、方位ぷu別品、抱ザ状上製品
|瓦 額|王子E片

前回遺跡第4次調査遺物一覧表 (3)

一発
-
V《
一盗一年一高-土一生

日
一
紘 五守ZE
15.10 

初 ~ 瑚刷、il'tl、齢、盗c 小刷、鉢b 小也盗漫 IS-27 

土郎 副発 l弥生土 2副破片
弥生前期制連

弥生土剖破片 l'剖
l弥生後刷費

削F生前「袋、盗(板付E凶 IS-29 

i弥生土問骸片

l弥生前刷ヨ眠、鐙 IS-Jollt茶土

須恵詞佐i

問 3

伸長変矧r.台、鉢2

晴文晩郷浅鉢

金属製品|鉱禅、板状鉄製品

S.3C民粘

15.14 

h 前刷、蔓(板側、磁

弥生後民側高杯、斑成1、受底2入滋

費
一
払
一2
 
1
 

m威
一

蜘
一1
 
1
 

鉢
一'h-

楚
一:
 

鐙
一、
一
鉢

A

J

w

X

 

M
伸
一
実

陥
一
刷

忠
一
附

敏
一
土

15-16 

L土師剖盤3

1

1

岩
一

U

費
一
一
悌
一
舵

礼
一
様
一
石
一
町

商
一
鉱
一
級
一
丸

前
一
製
一
一

一
一
製
一

生
一
瞬
一
一

弥
一
金
一
石
一
瓦

|弥生後州高件、総台2X3 聾

畑文晩剛浅鉢

5-31 

倒 ~ 醐均鑑

j 師 剖破十

体主主士 2雲被片

ふ

須喧剖 tfc3笹3へ畿a、灘

及; 閥椀片

自 醐術;、III

瓦 瑚マ瓦縄問叩)

15-11 

惚 曹 制強奪

まi附質 i器鏑×鉢

~~一一一一一弥生後期尚lfv，;2

都
一
献
一
酎

恵
一
師
一
土

川
町
一
土
一
川

5-33 

須 智 剖坪国益3

土防 醐破片

白 書調椀仏 c-dX4b 

弥生土剖破片F生士制破片 石 製 品|政化水

一土一生

同
一
須
一
弥

区一23

四電制濫1

称生土得格台、実rl1

5-35 

弥生上剖破片

5-35灰禍k

除-24

ほ:思剖均:IV 弥生後馴鐙

弥生前馴鑑、実(板付11式)、受底

15-25累灰鈎土
山
一
時土 師 剖小皿.(イト)

弥生前刷費口(板付l耐え)、小密、資(赤色顔料)

ド正拡張主
五時

区25晴灰禍土

毎年甚

凶1灰茶色 t

須恵務|均a、旅"、蓋3、鉢<3X向b、費 級車総i均<，、愛c、鎌3、蛮b、実
1 剣 持i勾，(イト)，(ヘラト小限，(イト)、建把手

弘子措
自殺!倒 ;IV・1.、v

出1茶m灰砂
紙恋 路|降、3、小盤3 催、3、金3、董弘肌a、穂、品、盈，Xb

11航費
土鮒叫刷、刷、品受a

白 磁|蛍池 ;111系傑×水注

須恵，.il鈎，，'司、03 皿a 益3，輩c、鍛礎c、滋b 蔓
と 師 器|大将ι 聾、費a 蔓把手

瓦器|繍

凶，貧茶色砂

It.n ~ 路l'午、3、主的、 金3
白磁|機，【V、V.IXVIll-2，VIII 

土師器|丸勾: 中間陶総角館破片

金属製 板状銅製品

瓦 矧|平瓦畑町'P)15-1貨色砂

T寸了制刷、革3、高柄、議b

'-2思'"土

，，' 

須 町f 器|界、"'，、年"、小議1、後3、議c、小高杯、前向:、鉢b

I~Jî恕諮盗"鉢b

土師器土，H 打

瓦 器椀

佐 磁例破片

1M;，円

<t ~陶器議術総

ト他器種 絢純資xj本

弥生後期IJ鳥勾欄2 喪主長2

輩、輩a、大受

土 師 硲1'"喰(イトト郎d、大坪c、小皿，(イト)、費、受把手

話詰端
飽泉烈系帯磁破片

白 健機 ;U、IY.2b，lY-l， IV、VIXV、V4b、Y-a，Y-2 

V-lc'dX4bXVI、V-Ic'dXV-4b'cXVfXVIf

V1<:' dX4b' cXVl-b， Y-laXV1Il-2， V-IXVIII-2 

V4XVIII.j， 3， V-4XVIII-l、V、VI.b、VI，VIII 

破片15-2"¥灰土下

原~恥3 高年b 受
土師器勾 aイト)

正 器線 弥生前期|受

土銅賞土器l'湯 弥生後期|費、資口AI(丹強引

白 磁i線;IV、V_4XVIll_l_)、磁片 弥生 1 器|高杯

石 製 品11宵り臼

'-2 
須恵符|勾'<3、銀3，j監c 高勾'"灘 瓦 矧|平瓦〈縄目叫J).{格子町1)

土師器|湖、(イト}

阿安書提系資総|椀 ;1-lcXm、l-lb

費
一
J
J

一
払
一
鉢
一
豊

x
-

、:
 

毅
一
停

誇
一
梓

忠
一
師

糾
一
須
一
土

船
一:
 
1
 
1
 

v
-
×
-2
 

4
F
 

V
守
v
-
I
L
資2
 

1

一丸

白
'
一
台

棟
一
器

磁
一
期一後

F

生

白
一
弥

白 磁i錦 ;IV、v・lXVIII-2、VlIl、破片

一
中間陶器|幾，破片

ドー3灰色土 | 
1m ~路|杯03、弾aXb 費

l土 師 器|イ岨，(イト)、受

須恕 til河;:3，/J、盗1釜3、受
土締務勾~xnn

弥生土器荷停b訂割号×鉢
白磁|倒 ;lV旬、 V-ic'dX4bXVIXVIl、 VIII-2

|滋他 I水主×磁

中間陶器|他器種，賞制錠

土 拠 品11J柱状土製品

'-6 
須恵器1*，、保03、肌a
土 師 器|旅州イトh年{イト)X小皿a

土例質土器|鍋

白 磁i続;V-VII、破片
一一

区一3照茶色土

一受:
 

ー:
 
;
 

'w
一椀:
 
!
 

蓋
一
イ
一
引

、

-M-v!
 

1
 

恥
一
村
一
椀

雄
一
器
一
磁

恕
一
師
一

須
一
土
一
白

，-. 
土師絡体d 建

白 磁椀 IV

l皿1lI-2

弥生土緯破片

前田遺跡第4次調査遺物一覧表 (4)

5-36 S-44 

須恵路 郎a、旅、鑑3 縫b、強 須恵器 坪a、河対，3、重c、鉢，3、到底輩、費、聾把手

土師器 小皿.(イト)、丸河;‘破Ji' 弥生土器破片

弥生後期大受

t 似品 方柱状土製品 '4' 

瓦 頬平瓦 弥生前問 鐙発(板付1式)

5-37 5.46 

須恵器 不03 盆3 須恵器 珂"、町、，'，蓋c、血a、小高坪、鉢b、小蛮

土防器擁h 土師器 竃、小E盤、受犯手

土飾質土持 鱗×鉢 白 磁梼!被片

自 磁腕 :V-a.、 V-VII、破片 弥生土器蓮月

金属製品 スラグ

5-38 

須疋1 器 ま守、.， ~、" 遊3 ，s.47 

土師器 均、c 破片 弥生後期 費量日A2d

瓦 額九瓦(格子，n)

'4' 

5-39 須恵器 旬、費

須 JM. 務 主、年03，鑑、義，(突起あり)、 nu，、受 土師器珂、c

土師器破片 弥生土器破片

効:生土器破片

5-49 

S-40b 弥生後期 高t布、受

弥生後期 費仁IA2、費Cll、聾仁12、聾!ir;2.器台

S-SOa 

S40也 縄文 1 器 粗製鉢

須恵器1I! 石製品。b・F

弥生前期蛮

弥生後期 高勾t、愛 5-50b 

弥生前期 電量、 資

'-4刷 縄文晩期浅鉢

弥生後期 銀ロA2、盈({1O大型輩、受康弘境政4

S-5Oc 

S-40除 弥生前期 鉢、費

須恵誇皿a

体生後期 雪量 遊腹2 S-5Od 

弥生前期資

S-40f 石製品。b・F

弥生後期 唱i口A2d、強:lx費底2

S-50f 

S-40g 弥生前期 否定(板付11弐)

弥生後期 受章遊成2 石製品 ob-F

5-40h S-51 

弥生前期妥 土陶器勾'.

弥生後期建 間麗陶器 鉄軸商x鉢(近世)

S-41 3-52 

須忠若手 坪，3、差c、釜3 鉢b 弥生後期 1I!口2、安眠2、受底4

土防器 均イト)

S-53 

5-42 土師r.体d

須恵器 ~、'3 鑑c、釜3 弥生後期 強口A2

と師 ajL底勾; 弥生土器磁片

瓦 務破片

弥生土器磁片 5-54 

弥生後期 鉢、受

''''' 
須恵宮署 凪晶、義3、葦4、現x壷 5-55 

m 恵盤 破片(浪人〉
弥生前期 !I!受(板{佃式)

-53-



前回遺跡第4次調査遺物一覧表 (5)

前回4次調査遺物一覧表2

前田遺跡第4次調査遺物 覧表 (6)

山一一
主とと~ S-7Od 

すτττ同v
同
一
一
一
一
一
一

-
i
-

一、
4』

;
 :
 

一
般
-
竃

-aAi
 

一
恵
一
剣
一

f

e

i

 

E
m
一
土
一
弥

$-701 

修 曹 ，m破片
土師出費

劫;1 後期灘、難口2

縄文士器免鉢

S~O 

すττ羽E芹

京τす苅E
S-70g上向

怨 4 間盤1
弥生後弱者経破片弥生後期|脅口C2X3

一
鉢
一
ー;
 
;
 

一
盛
一
磁
一
政

芯
旦
話
一
器

-
t牛
士

一
忠
一
一

一
一
指
一
生

2

J

 

M
一
須
一
製
一
弥

$-70h 

~Jj 忠 柑小盤以小綜

弥 11:.-':II早|破片

名斗諜2

$-71 

弥生前期|深鉢(夜間11式)

S-64 

弥生 i 器|破片

s】73
~St 悲剖 iì:C3、董3

;
 

杯
一
般

綜
一
器
師一一ι6
1

k
m
弥

現
一

蓋
一
小
一
発
一

胤
一
恥
一
れ
一
酎

恵
一
側
一
一

M
T
一
土
一
向
一
同

ず寸~
弥生前期|悩(板付式)

弥生後期|議問、費問、酌恥'l'!iC2、満州、大楚

$-66 

τ一ω 制隔X刷
持叫器

L宅部2

$-75 

弥リ土搭i磁片

5-76 

須 思 制勾喝、判℃弘前河b

1(3 ~ia;V-lc-dX4b 
弥生後剛肉勾

お与税:
土 師 胡勾之副小nn.，イトかり
弥生土器|破片 $-78 

須 色r 制小蓋1、遊3 肉~

山一ヰ
抗生旬郷費

弥主後期費底2

わ与者311

前回遺跡第4次調査遺物一覧表(7)

$-95 

石一悲 剖勾叶、1;3，破片

S-I曲~M灰土

須 思 2司'J，t，fa，勾ミ仏小董i、齢、高山号:弘盤、臨×私費

土 師 同小nn.、蓋c 費大賀(山除系)
弥生抑制様、建(板付】，，1、大建(金海式) 弥生前刷費、建(板付I式)、犠(板付式)

弥生後期輩A2b発口1

1縄文土器紙製深鉢

弥生後削荷停年丸刈釘抑、粧台、灘、費A刷、建底5、大灘

5-96 

須官制磁 k

g 生~ .鉢
書生来期鉢3，盛口t

S-I∞Ir.l害土
須 t 剖If.受

弥 則強1tr-2

5-97 

弥生前刷費輩

S-I凹灰茶砂土

~Jt 忠剖小If叫勾，不 "3 盈\aXb 受

'0 削 岩語大坪也、.)、nn.，イト)

耳
ヤ十一一 一一…一一
一
思震P

弥外後期l磁口A2d、難成2

5-l∞灰色粕上

同1関崎茶 L 1 弥生土器酎T
W{ )!!. 制午、旬、i、坪IV、小好ホillI.、量2、!i3、主主2X3、益， ) 

小鼓1、鉢alXl、検娠、袋、殺c、発、大発 IS-l00ll¥色ゴーi

t 師 制恥、小恥 +'%0、観c、為市大皿， llilaX盤、恥 |須 忠 利午、遊1、盤、船舶、袋、受

費吋l僻式) 受把手、竃×臥 IJ 師 ~勾:冶、皿 xl袋、'i!

複合13縁畿 ([u険系)、小型特殊協台(布関与そ弥生前賜|発
弥生前期l弾費(板付I式)、首位 l称性後期1I喝師側、喪口2 建的、大建、世rlA2d、僅r1C2

弥生後期["均均之、高勾均2X3、高坪胸高年脚l、向向脚2

入旬発建口2 費舶、議町議x'i!宝1、制X費収2 [S-ω。
師、縦[]A3、破口弥生土持|破片

縄文税制浅鉢 l金瞬製，::.[刀T
合腐製品|刀子

石 製 判and{ヲウンドスクレーパー)， ob-F(銀角度 IS-¥Ol

土 製 訓機土油、棒状土製品 l弥生後期|蛍×費反目、資

か削暗黒土 15-102 

須思判小道l、 叢弥生後州灘02

土 師 叫聾怖明式)、建 OIJ険制

弥生前刷費(私的州、議 IS-¥03 

弥生後期|高均 11;2 前向例文側、器台如、受的 |弥生後期|滋X剛健2、媛、手4 くね勾:

|盈×費成弘輩C2，藷弘警.2、畿K 甜

1 製 d司犯干 |ふ山 | 
l1.<< 忠明勾:、益3 鉢b

lふI曲第灰 t 1 土 締 叫饗a
~Jl 剖4蓋弥生抑鰯|費、盗
弥生後期|荷主干勾"鉢4、文胸、受底 1、安島2、 ~1D;8、議C3

須 見区 制小If.、高Gも費、破片

s同5
京玄有五同づ吾(枚H式)

1 附剖弘費&盤×鉢 Is-，師
弥生前期|襲 |弥生後期|商杯、費削

弥生後期|弘前IIX2，弾問、大発、灘×弾郎、商問削

高欄 15-107 

須 誕I 剖小量1 費、鉢も

オ 飾叫商停

弥生後鰍l鉢1、鉢5、建

-54-

降80照夫土 IS'明白

弥生前期|蛮 l弥生後期|器台、海×費ま8

弥件後期|伴、手ずくね伴、 M-i12、資口、無減額、実lJ2

s-9IfJj) 
s 弥生後期|湾口2

弥生七器|破片

s間宮
S-8Oc 

玄石製品川

s同司
s 弥生後期|器台1

弥坐 L "，11蛍
S-9時

s 弥生 f 器l'務B
刻思おi界a、強
弥生後期|費rロ ドー冊⑨|

縄文土器l浅鉢 l弥生後納12宮台2

部
一
部

忠
一
飾

S-90:m 
弥月後期!総合1

$-83 

JJi !"!!. 1!~!勾 a 会3

s切。
弥盛後期121台2

S鋭延争

$-&4 

弥生前期l盗
弥生後期l受口2、世1{(2，iI1A2d S卯

弥生後期[2，台IX2

ド4恭子 $-9階

5-91)(⑥ 

5-87 

弥生 '-_2，'[破片
手);後期|盗li.u

同88
1弥生前期|費(紋付I!A)

$-90限If-J

~Ji 出総|破片

的生前期|建費(板付I式)

一蜘問×
一山
mE
 

一良一AWE
 
-x 
一鉢一期E
 
f
 

t
-

州
一
弥

弥生後期|難{:I\、~L12、受曲、喪刷、受 M、俺狐様、河口

|磁JlAIX2 哨 -JA2弘樹'M、府立交関

縄文 掠粗桜深県

上製 1焼;塊

2

一件

費
一
組

閥
抗
日

IS.90~ 

京1 土制お台2 山一一一一
一

IS-90b 

tττすE芹
年
一
世

話
一
期

間
一
上
一
昨

示7τ国 術l!_~1 !渡

弥 変則艶

s刊(j) $-94 

Zア生土お|磁片

s叩@
弥生後期I2~台、資

前回遺跡第4次調査遺物覧表 (8)

$-108 

弥生前期|建(板付JJt;J、税

弥後期|喪

縄文土器|浅鉢 S-I争'Ik

弥生 j 器|破片

15-109 

万一泡 器[1如、小恥小動小酎r、旗 S-12oQ) 

告矧号
ま師器|費、鍍

弥生後期|受U2、踏台、支脚

戸ι割t土塊 $-12，αE 

弥生後期|爺×建

一一帯
S-12{)(]) 

すτす有国有

区 il!I1パ:

I~Ji 1M.器藍i

イ上 鋼 品、難把す

弥生前期J同(相ナ1.<¥)

弥 4 後初|諸島均 2、混×得台、常nA2，ffi'inA2d 

5-12同〉

~'lj; !t 1ft J~J I主主

S-I制)

$-12崎

弥生後期|過去

5.120∞ 
佑性後期I'4ia"lC2 税成2

γγτ問イト弘小蜘イト}
弥生後期l'盛氏3

$-12，崎

弥生後期|器台

$-113 

m t!! 桜l体

$.12時

弥生後期["坪初

$.12岬珍

弥生後期|猪口2、税収2

$-114 

百7τ一後期1I程×磁 5.12.剖》

弥 4 後期[，誌で2

須恕器1~;.筆3 獲

1 師 俗|勾也、好吋イト)

弥生 T 格破片

金属製晶鉄IJ 鎌

S-12~' 

持矧議E
$-12時

$-116 

弥生前期i褒
弥設後期|蛍C3

弥生後期i鑓l.l2、資氏2 S-I筑前⑪

弥生後期|盗底2

$-117 

1 師揺i小mb，イト) S-120⑮ 

弥生後期I!!!CI2

山一苧
S-I却⑮

弥生後期|艶rJl

5.119 

須恵器|恥×臥小蓋i 小市×鉢

l 鮒，，[純c

$-12例会

IS.120a 

与とム刻とL

S-I日

丘三丘剖坐2



前回遺跡第4次調査遺物一覧表 (9)

前田4次調査遺物一覧表3

前回遺跡第4次調査遺物一覧表 (10)

M
3
 

(fi恕討 tfc3

土 li ~磁 T

弥 T_ 破片布製品lob-F

匹~-'!芹
$-137 

弥生後酬現×遊底2

京ττ羽石F
$-¥38 

す!I後削減×費

戸123

弥生後刷局刈腕l、受山口、遊底2

$-139 

勿 L 剖勾 勾:

上 b 捌費

d 生愛知湾15-124 

官1 後剛刷、張、鉢1X2

山中

$.140泊以 i

須 忠 制小札小遊1
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(2)前田遺跡5次調査

1 .調査の状況

4次調査に引き続きおこなった調査で、調査前は南北2筆の水田であった。調査区南西側に排土を一旦置

いたため、この部分は後日調査をおこなった。北側の筆では南より段差をもって低くなっており、耕作土下

には遺物包含層はなく、地盤に直接掘込んで、いる形で遺構が検出された。南西側は地盤が西に向かつて徐々

に高くなり、包含層も西側ほど薄くなっている O 高位部分には白色粘土(八女粘土層)と褐色粘土(鳥栖ロ

ーム層)の第四紀層の一部が見えている O

2.遺構

土坑

5SK003 (第28図、図版38-2) 調査区の東壁中央、 5SD001と5SD100の中間で検出された弧状を呈す深さ

O.lm~まどの浅い遺構で、褐色土で覆われる O 平安後期以降の遺物が含まれ、それ以降の所産である O 遺構の

性格を特定する要素はない。

5SK042 (第28図、図版38-2) 調査区西壁中央やや南で検出された半円形を呈す遺構で、遺構の性格を特定

する要素はない。瓦質土器片が出土しており、中世後期以降の所産である O

溝

5SD001 (第28，29図、図版38-1，39-1) 位置関係から4SD001の延長遺構と考えられる O 平行する5SD100に比

して検出地盤が深かったため、遺構自体の残存する深さは浅い。最大幅2.3m。深い箇所で0.45mの深さがあ

るO しかし、溝底のレベル高は平行する同位置で比較した場合、ほぼ向じ高さを保っている O 北端は先細の

形状で終息する O 溝底のレベルは北に向かつて浅くなるような傾向は顕著にはない。出土遺物には須恵器小

蓋1や杯c1など7世紀代に接触する資料が含まれている O

5SD004 (第28図、図版38-2) 調査区南端で弧状に展開する短い溝状遺構で、深いところで、O.8mの深さを測

るO 須恵器の杯片が出土しており、古墳時代以降に埋没したものと判断される O 南側で調査した 7次調査区

の7SD095につながるもので、直径約15mtまどの円墳の周溝と考えられる O

5SDI00 (第28，29図、図版38-3，39-2・3) 位置関係から4SD100の延長遺構と考えられる o 5SDOOlに平行す

る直線的な溝で、最大幅3.2m。深い箇所で、O.8mの深さがある O 黄色い粘土地盤を穿って構築される O 埋没状

況は縦横断面での観察から、初期には黒色~褐色の有機質を含む自然堆積土が形成され、深さの約半分の位

置で地盤の黄色粘土の塊が前述の有機質土を覆うような形で全体に堆積している O この層はブロック状の粘

土塊が構成主要素であることから、人為的に形成された可能性がある O 溝中央部の両肩が二段掘り状になっ

ている状況と関連があると思われ、溝が埋没する途中の段階で、溝肩を直線的に削り直す補修が加えられた

ものと考えられる O その際には削り落とした土は搬出せずに溝底で均されている O この溝は最終的にはさら

にその上に褐色土層が自然堆積して埋没している O 溝の肩にあたる部位に不規則な小ピットが何箇所も穿た

れ、溝の最終埋没土と同じ層で埋没しているものが複数存在する O 溝肩の外側にも小ピットが展開している O

どれほどのものがこの溝が機能していた時期に併存したものか明確にできなかったが、本調査区中ではこの

溝の東側に集中して検出されていることから、溝の存在と何等かの関係を持つ可能性も考えられる O 出土遺

物には8世紀前半以降の須恵器杯などが出土する O 周辺の住居跡や掘立柱建物の存在から7世紀後半や弥生

前期の遺物も見られる O 溝の横方向の土層断面を薬剤で固化し、剥ぎ取って保存している O

道路状遺構

5SF200 (第29図、図版38-1) 4SF200の北延長上に位置する O 古代官道の道路面と想定した。現場の観察で

は路面の築造に関する痕跡や通行痕跡は残存していなかった。路面幅は最大幅11.4m、側溝心々の距離は

13.5mを測る o 5SDI00沿いには小ビットが不連続に展開し、溝の最終埋没と同時に埋まったものもある O

その他の遺構

ー56-



畝状遺構

5SX041 (第28図、図版38-2) 調査区南側の緩い斜面中に展開する縦横方向の小溝が組み合う遺構で、埋没

土中には中世後半以降の土器片を含んでいる O 南側の7次調査区においても7SX143(平安後期以降の遺構

か)として同様の遺構が検出されており、類例から畑の畝さらえによる溝の可能性が考えられる O

a 

+56，100.000 

+56，080.000 

5SD004 

-46，460.000 

第27図前田5次全体図 (1/400)
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3.遺物

溝の出土遺物

5SD001最上層

( 1 )土器(第30図、図版41制1)

須恵器

杯c(1) 底部外側に回転ヘラケズリを有し、高台が外側にふんばる形状を成す。

( 2 )金属製品(第33図、図版42-2)

鉄釘(1) 腐食膨張が見られるが、本来は方柱状を呈していたものと考えられる O 頭部が折れ曲がってい

るO

5SD001 

( 1 )土器(第30図)

須恵器

小葦 (1) 内側に返りが付く O

5SD002 

( 1 )土器(第30図、図版40-1，4ト2，42-1)

須恵器

硯(1) 春日市浦の原窯跡群、惣利西遺跡出土例から亀頭を形取った把手を有す硯の破片と判断される O

肉厚であるが中空構造で、頚の上面に焼成前の穿孔がある O 日と鼻は筒状工具の小口を押し付けて表現され

るO 頚の根元に向かつてやや細くなるが、全体に直線的な形状を呈す。

( 2 )石器(第32図、図版42岨1)

縦長剥片(1) 安山岩製で三稜尖頭器の可能性もあるが、エッジの加工は明瞭ではない。パテイナは進行

し白色化ている O

5SD004 

( 1 )土器(第30図)

土師器

護(1) 胴部全体が接合できず図上で復元しているが、高さ29cm程度、口径15.8cm程度に復元される O 内

面はケズリが施され、外面はハケによる調整。下部のハケは方向が変化する箇所があり、底部の意識があっ

たものと見られる O 布留式以降の古墳時代の所産と考えられる O

5SD100暗灰土

( 1 )土器(第30，31図、図版40-2)

土師器

蓋(1) 端部がカーブしながら垂下する蓋で、天井部はケズリが見られる O 赤穫色に発色する O

杯c(2) 角高台が取り付けられ、内外面には回転を利用したaタイプのミガキが施される O

鉢 (3) 体部から底部へ緩いカーブで連続する形状を持つ。底部は回転ヘラケズリが施される O

護 (4'"'"'8) 内面にヘラケズリが施され、短く屈曲する口縁を持つ。 4は小型に属す。 6は傾きから鉢になる

可能性がある O 大宰府周辺地域に於ては鉢形土器の存在は一般的ではない。?と8は把手でありケズリとユピ

オサエによって整形される O

製塩土器

均二形 (9、10) カップ状ないしロート状を呈し、森田分類のII類に相当する o 9は口縁内側にナデの条痕を

残す。脆弱で磨耗する O

須恵器

蓋 (11'"'"'30) 口縁端部の形状は11のような返りがあるもの、 12、23のような先端が折れ曲がり長く垂下す
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るもの、 14以降のような短く折り返されるものがある o 15、20、30のように天井部から口縁端部に向かつて

緩いS字を描くものがある O 天井部の処理方法は残存する部位の状況によって観察できないものもあるが、

15、16、18、19がヘラ切り後にナデられるに止まるが、他は基本的に回転ヘラケズリが施される O つまみに

は22のようなボタン状のものが含まれるが、大半は中央が若干隆起する肩平な形状のもので占められる O

杯a(31 ~34) 底部から体部がゆるいカーブを描いて立ち上がる形状のものが大半を占めるが、 32のよう

な直線的なものも含まれる O 底部処理はヘラ切りのままである O

杯c(35~62) 杯aと同様に底部から体部がゆるいカーブを描いて立ち上がる形状のものが大半を占めるが、

36、43、55は屈曲が直線的である O 高台は外寄りに取り付けられるが、 43、55などは内側に寄っている O

illla (63) 底が回転ヘラケズリによって平たく整形されたやや肉厚の血である O

壷a(64) 口縁が短く上に屈曲するいわゆる短頚壷である O 肩の付近まで回転ヘラケズリが及ぶ。

壷b(65~68) 算盤玉形の胴部に二条の沈線を有す頚、ラッパ状に開く口縁を持つ長頚壷。

横瓶 (69) 口縁部が欠損するが、胴中央部の張りの部分が稜線を形成しないタイプの横瓶である O

小鉢 (70) 口縁がく字に屈曲する口縁を持つ。底部は平坦で調整はなく、ヘラ切りのまま O

高杯 (71~73) 杯部は端部が直角に折れ曲がり上面に平坦面を持つ。 73は短脚のタイプ。端部の垂下は弱

い。

転用硯 (74) 本来は体部の立ち上がりが直線的な壷蓋である O 内底面に墨痕が確認される O

斐 (75) 端部を沈線によって装飾する護の口縁部片。

埴輪

円筒埴輪 (76) 台形の突帯がありその上下にハケが施される O 内面にはユピオサエが残る O 還元焼成で灰

色を呈し、硬質。 5SD004、7SD095を周溝とする円墳に伴う遺物と考えられる O

(2 )瓦(第31図、図版40-2)

平瓦 (77) 軟質で黒色を呈す。縄自のタタキが見られる O

(3)石器(第32図、図版42-1)

横長剥片(1) 黒曜石製で連なる二つの辺の刃部を二次的に打ち欠いている O 全体に風化している O

(4 )金属製品(第33図、図版42-2)

鉄製刀子 (1~4) 1と2は切先部分で形状は良く似ている O 背は本来直線的であったと思われる O 刃渡りは

10cm以上あったこととなる O 身~屈は約5mmo 3と4は茎部と考えられ、断面は方形を成す。

板状鉄製品 (5) 厚さ4mmを測る O 板状だが破損のため全体形状は不明。

鉄釘 (6) 厚さ約5mmの方柱状を呈すO

5SD100暗灰粘土

(1)土器(第31図、図版41-1)

須恵器

小杯(1、 2) 口径が11前後で底部と体部の境がカーブを成す形状を持つ。 1には平行するこ条のヘラ記号

が施される O

小壷 (3) 口縁を欠くが、短頚のタイプで、肩部にクシガキを、底部に回転ヘラケズリを施す。

( 2 )石器(第32図、図版42-1)

砥石(1) 砂岩製で扇平な板状を呈す。裏表両面が使用されている O 凹突は小規模で研ぎの動作も小さい

作業に制約される O

5SD100黄色土

(1)土器(第31図、図版4ト2)

縄文土器

深鉢(1) 口縁が若干屈曲する後晩期の粗製深鉢片と考えられる O
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その他の遺構の出土遺物

5SX006 

( 1 )金属製品(第33図、図版42-2)

鉄釘(1) 頭部は縦長い円形を呈すが、この部分が環状になっている可能性もある O 長さ7.6cmをisUるO

5SX009 

( 1 )土器(第32図)

土師器

杯(1) 赤褐色を呈し、回転ナデによって整形される O

須恵器

蓋c(2) 口縁端部がごく短く折れ曲がる形状を呈す。天井部はヘラ切りのまま O

杯c(3) 体部は直線的で高台は外よりに取り付けられる O

委 (4、5) いずれも胴部片で平行タタキが施されるO 内面は同心円の当て具痕跡がナデ消されている O

5SX012 

( 1 )土器(第32図、図版41-2)

縄文土器

深鉢(1) ケズリ気味の調整の痕跡を残す粗製深鉢の口縁部片。小片のため傾きは不明。

5SX015 

( 1 )土器(第32図、図版41-2)

土師器

杯a(1) 口縁に向かつて開き気味に立ち上がる胴部を持つ。底部は未調整で丸底気味。

5SX019 

( 1 )土器(第32図)

須恵器

杯c(1'"'-3) は底部角が丸みを持つ。高台は欠損する o 3は細い高台が外寄りに取り付けられ、この系譜

の杯としては新しい様相を呈す。

5SX028 

( 1 )土器(第32図)

縄文土器

深鉢(1) 内外面に平行する条痕が見れる O 粗製に属すものと考えられるO

5SX029 

( 1 )金属製品(第33図、図版42-2)

板状鉄製品(1) 厚さ約5mmの板状を呈すが、全体形状は不明。

5SX041 

( 1 )土器(第32図、図版41-2)

瓦質土器

風炉(1) 器面がいぶしによって黒色化したもので、張りのある胸部から屈曲する口縁部にあたる O

鎌倉時代後半以降の所産と考えられる O

5SX046 

( 1 )土器(第32図)

製塩土器

杯形(1) 森田分類のII類にあたると考えられ、内面は磨耗が著しい0

5SX048 
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(1)金属製品(第33図、図版42舗2)

鉄釘 (1) 厚さO.6cmの方柱状を呈すO 一方に細くなり釘の可能性がある O

各土層出土遺物

灰色土

(1)土器(第32図、図版41国2)

肥前系染付磁器

小杯 (1、2) 山水を描くもので、 1は体部に丸みを持ち口径が7cm程度に復元される O

埴輪

円筒埴輪 (3) 焼成が酸化気味で澄色を呈すが、内面のユピオサエと外面の台形状の突帯などの特徴から

5SD100暗灰土76と一連の須恵質製品であると考えられる O
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前田5次遺構番号台帳 (1) 

s-番号 遺構番号 種 ~Ij 地区

1 I 5SD001 j茸 官道東側溝 8c前~中 DY52他

2 i茸 現況畔の下層 近世 55ライン

3 5SK003 土墳 12c~ DR50 

4 5SD004 j茸 DH491 

6 ピット 中世 DH47 

7 ピット 100→7 8c~ DQ52 

8 ピット 100→8 8c~ DQ52 

9 ピット 100→9 8c~ DQ52 

11 ピット 100→11 中世 DQ52 

12 ピット群 8c~ DJ48 

13 ピット DH481 

14 ピット群 D 149 

15 ピット DK50 I 

16 ピット 8c DI50 

17 ピット群 DJ50 

18 ピット 8c DK50 

19 ピット群 奈良 DL50 

21 ピット群 奈良 DM50 

22 ピット群 DK50 

23 ピット群 奈良 DL49 

24 ピット群 奈良 DN51 

26 ピット 奈良 DN51 

27 ピット 奈良 D052 

28 ピット群 奈良 DR52 

29 ピット 奈良 DQ51 

31 ピット群 奈良 DP49 

32 j毒 中世以降~ DX56 

41 5SX041 畝状遺構 近世~近代 DK52 

42 5SK042 土壌 DN58 

43 土墳 奈良~ DH50 

44 ピット群 8c前~中 D 1 5 1 

46 ピット群 8c DJ51 

47 ピット群 DK51 

48 ピット 8c前~中 DK51 

49 ピット DL51 

51 ピット DK52 

52 ピット DM52 

53 ピット群 DM52 

54 ピット群 DN52 

56 ピット DN52 

57 ピット群 DN52 

58 ピット群 ~8c中 DN53 

59 ピット群 D054 

61 ピット D053 

100 5SD100 溝 官道西側溝 8c前~中 DM49他

200 5SF200 道路跡

-67-



¥.J 

56 

O 

O 

59 

O 

O 

55 54 53 52 
由46，465

5-2 

心仁

4-1 

第34図前田5次略図1(1/200) 

-68-

DR +56，070 

DQ 

DP 

DO 

DM 

DL 
+56，055 

DK 

DJ 

DI 

51 50 
-46，450 

49 



58 

5，6 55 

O 

P 
O 

n 

54 

5!3 
EF 

ED 

O 

第35図前田5次略図2(1/200) 

-69-

52 

EC 
51 

EA 

DY 

DX 

DW 

DV +56，095 

DU 

DT 

DS 

DR 

DQ 
+56，070 



前5 土層略図
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第36図前回5次個別遺構略図

前回遺跡第5次調査出土遺物一覧表(1)

5-!最上嶋 5-12 

須恕l:l坪<1、発 彼 .'!J 器保

弥生土器聾 土師!1破片

縄文!器 粗製深鉢

S-!/i民粘

士師器受 5.13 

弥生 j 器 火費椛3 弥月 i 器質

石製品 栂色什皆川‘

5.14 

S-! 弥生 t 器聾

Ut 思器 小鑑1 費

効:舟土おきを 5-15 

j- 師器同、a

S-2 

須恵 l'蓋，X4、常X眠、費、硯(亀形) $.]6 

土師"受抱手 ~I( 恕:~蓋2

鎗州禦系青磁 椀。 I

純泉?線系背磁 椀 1破片 $-17 

間安線系狩滋 椀。破片 須恕搭 勾:， lt3

自 磁倒;咽

皿;咽-! $-18 

瓦 鎖平瓦 須 M!. 器 郎a、杯、3 小高~二

石製品 ob.F、制d.Rfo' 土師総破片

5-' 5-19 

須忠器何対" 須恕器保"

j 附器保a 土師器破片

自 確鞠 ;V-4

弥生 i 器費 5.21 

須恵器 体、小杯a、蓋3

5-4 弥生 t 蒋破片

須 ，g. 器釘:

土締器質a 5.22 

石製品 ob.F、板状砂岩片、石庖丁 須I!l !き 旬、健

t 製品 続1塊

5-6 

須恵諮勾: 5-23 

土師"向:a{イトl.l!! 須思器 旬、愛3

5-7 5-24 

級!!!- u 勾卜" 盆3 f良恕器 旬、盤3

弥生オ器 大鷲

5-8 

須恵碍 tf，、鉢 5.26 

土製品 機 l塊 弥生土器破片

5-9 5.27 

須準器 '"吋"、益c、受 須恵器釘:

土師器勾: i 鮒器破片

5-11 5.28 

須思お 係、何" 須息器製

土師 u破片 土 師 !I;糾唱

自 磁腕;破片 繰軸陶器盗

石製品 ob.F 自 鶴笠他 ;IX杯

縄文土器探鉢

一一一一一一一一一巴一主 品 ob-

前回遺跡第5次調査出土遺物 覧表 (3)

表土

須 恵 器|旅a、不"、小道、雪量、建

伺産陶 ~Il尚輸湾

白 磁卜線 v-vn

石製品¥ob-F

要
一
盛
一
一
明

払
一
軸
一

τも

鉢
一
褐
一
盛
一
ぬ

器
一
路
一
器
一
日
削

一
向
-
土
一

恕

一

一

-

製

-藤

Z
ニ

z
t術
創
一
弥
一
石

前回遺跡第5次調査出土遺物一覧表 (2)

5.29 5.53 

須 JM， ~器材 弥生 i 器 破片

土師詑 現、聾x封、

石製品 obF 5-54 

須!I;勾'~3 鉢bX皿X鱈

5-31 

~ii. !，¥!: 器型軽 5-51 

t 銅器 土a、受 i 附~ 破片

磁腕;破片

5.58 

5-]2 jJj器 f平、董2. ~を3、車'(生犠け) 董2X高判、b

tJI )~ ?~ J;、" I 師 nlif

f! 磁椀;破片

J( 鎖可ド瓦 5.59 

須恵器 杯、建

5-41 J 飾 ~ð\破防

Iu )1!-器 土fa、土恥3、費、 僅b

i 銅器 大勾 5-61 

縦泉純系背磁 儲 ;m.l i 締器 杯，(イト)

正賞土 ~i 風炉

総給胸器 線x，本 S-!即日高&i.t

問権絢 府稼倒、緑利均: ~J1 思 ~i t不、向、a、旬、"、町、"、直小藍1 輩".証2、鑑3

話!'"弘、高lfb，継親滋小鉢鉢b 錠、繍徹

費

5.42 ま師器 不c、<<1，、鉢b.費弾犯子

須恵器実 拠地土格破片

瓦質土持 鉢×坐 背 磁本分熱，続

弥生土器破片 同夜鰍椛 I~I総片

弥 'l 土博 聾、聾1瓦I 噌

S-4、 布製品 oT-F、ob.RF、ob-CORE、and.F、，，'晶RF

土師聾 J( 頬平瓦(縄日日If!

弥生土器 沼 x~'i支2

七製品 続三兆 S-!曲賞色土

須忠器 郎、小勾a、現

5-44 土師路 境破片

観恕1 お 杯、楚3 石別品。ιF

縄文土器 粗製深鉢

5-46 5-100略}J，粘土

製 j孟t.穏 破片 須 !I!. 器 tィ、 勾咽 事足、小登

石製品 。b-F 弥生土器 大聾[12 破片

石製品 ob.F、aml.RF、磁石

5-47 

須 M! 器材唱

弥生土器破片 iA悲器 珂~2、均<，、蓋c 両町'b、鉢a、畳bX，

l 師器 竃、建

5.48 飽規縦糸背磁 機 ;JJJb

繍?容器均: <1' 1州陶務 鉢，無紬

弥生土器 資×難 訂製品 。b-F、去を化木

5-49 灰色土

組恕縛勾: Hi 器 向、a、坪元3 鑑3 溢，.小荷停a、滋b、鉢X!降、健

オ師 2fl~経

5.51 瓦 路線

オ師搭勾t 肥前系陶磁，. 染H;械、丸椀

l吋巌陶!I;鉢

5.52 |字 初給紬陶a-!守:

弥生三:探 握、自" 弥生 1". 7.i費

瓦 煩丸瓦

石製，)も ob-F、続化木

前田5次調査出土遺物一覧表
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前回5次調査出土遺物観察表 (1 ) 

i宣 構 No， 器 f蛮 図版番号 写真番号 R番号
口径 高さ 底径

(+は欠備損、 *考は復原値)cm cm cm 

5SD001最上層 (s-1最上層) Z質 杯c1 030 41-1 002 2.4+ 9.2* 

5SD001 (s-l) l 須 小蓋l 030 001 1.5+ 

5SD002 (s-2) 須 硯(把手) 030 40-1 002 6.2 3.6 1.1 数値は縦×横×両さ

5SD004 (s-4) 土師 E富 030 001 15.8 15.3+ 内面へフケズリ

5SD100暗灰土 (s-100暗灰土) 土師 蓋 030 083 1.45+ 外面回転へフケズリ

。 (s-100暗灰土) 2 土師 杯c3 030 084 3.1+ ミガキa

ク (s-100陪灰土) 3 土師 鉢 030 40-2 021 2.2+ 11.8* 外底回転ヘフケズリ

ク (s-100暗灰土) 4 土師 Ji. 030 009 16.0* 7.55+ 内面ヘフケズリ

ク (s-100陪灰土) 5 土師 き電 030 086 3.4+ 内閣へフケズリ

イシ (s-100暗灰土) 6 土[叩 護×鉢 030 085 3.6+ 内面へフケズリ

ク (s-100暗灰土) 7 土師 把手 030 079 4.0 3.9 3.1 数値は縦×横×厚さ

ク (s-100暗灰土) 8 土師 把手 030 049 6.8 6.1 3.7 数値は縦×横×厚さ

ク (s-100暗灰土) 9 製塩 II-b 030 026 3.5+ 

イシ (s回100暗灰土) 10 清品川二J王ι品 030 027 1.85+ 

ク (s-100培灰土) 11 須 小蓋1 030 062 1.2+ 

。 (s-100陪灰土) 12 須 釜2 030 039 1.5+ 天井部回転ヘラケズリ

。 (s-100陪灰土) 13 須 蓋3ウ 030 043 1.6+ 天井部回転ヘラケズリ

イシ (s-100暗灰土) 14 須 蓋3ウ 030 040 1.55+ 天井部回転ヘラケズリ

イン (ト100暗灰土) 15 須 蓋3 030 060 0.9+ 天井部へフ切り後ナデ

イシ (ト100暗灰土) 16 須 蓋3 030 075 14.4* 1.15+ 天井部へラ切り後ナデ

イシ (s-100暗灰土) 17 須 蓋3 030 013 15.8* 1.6十 天井部回転ヘラケズリ

イシ (s-100賠灰土) 18 須 蓋3 030 072 13.0* 0.85 天井部ヘフ切り後ナデ

イシ (s回100a音灰土) 19 須 蓋3 030 066 12.6* 1.25+ 天井部ヘラ切り後ナデ

ク (s-100暗灰土) 20 須 蓋3 030 069 16.6* 1.15+ 天井部ナデ

。 (s-100暗灰土) 21 須 蓋c 030 012 1.75+ 1.95 天井部ヘフ切り後軽いナデ

ク (s-100暗灰土) 22 須 議c 030 082 1.25+ つまみはボタン状

'" (s-100暗灰土) 23 須 大釜2 030 020 23.6* 1.75+ 天井部回転へフケズリ

ク (s-100暗灰土) 24 須 蓋c3 030 40-2 056 19.6* 1.32 2.55 天井部回転ヘラケズリ

。 (s-100階灰土) 25 須 蓋3 030 019 20.4* 2.2+ 天井部回転ヘラケズリ

イシ (8-100暗灰土) 26 須 蓋c3 030 40-2 007 14.2 2.9 2.15 天井部回転ヘラケズリ

イシ (ト100精灰土) 27 須 蓋c3 030 40-2 011 15.5 2.5 2.1 天井部回転へラケズリ

。 (8-100暗灰土) 28 須 蓋c3 030 40-2 073 14.4 1.65 天井部回転ヘフケズリ

。， (呂田100階灰土) 29 須 蓋c3 030 045 15.0* 1.75+ 天井部回転へラケズリ

イ〉 (s-100暗灰土) 30 須 蓋c3 030 40-2 029 14.95 2.05+ 天井部回転ヘラケズリ

タ， (8-100暗灰土) 31 須 向ドa 030 40-2 014 13.2* 3.25 8.1* 底部ヘフ切りママ

イシ (8-100暗灰土) 32 須 杯a 030 016 2.05+ 10.1* 底部ヘラ切り後ナデ

ク (8-100暗灰土) 33 J頁 杯a 030 015 2.25+ 9.0* 底部ヘラ切りママ

イ〉 (8-100暗灰土) 34 須 杯a 030 017 1.85+ 10.0* 底部ヘラ切りママ

11 (s-100暗灰土) 35 須 勾;c3 030 030 14.15 3.15 9.6 底部下地ヘラケズリ

。 (s-100暗灰土) 36 須 杯c3 030 078 4.95+ 12.4* 底部下地ヘラケズリ
。 (8-100暗灰土) 37 須 杯c3 030 061 16.0* 3.95+ 11.4* 

ク (ト100暗灰土) 38 須 杯c 030 40-2 008 12.8* 4.45 7.9* 底部へラ切りママ

ク (s-100暗灰土) 39 須 i不c3 031 053 12.4* 3.75 9.2* 

ク (ト100暗灰土) 40 須 杯c 031 40-2 010 13.5ホ 6.2 9.5* 

イシ (8-100暗灰土) 41 須 杯c3 031 40-2 033 12.45 4.05 8.0 

イシ (8-100暗灰土) 42 須 杯c 031 40-2 031 12.1* 3.5 8.4* 

イン (8-100暗灰土) 43 須 杯c 031 032 13.2* 3.6 8.0* 高台内寄り

イン (s-100暗灰土) 44 須 杯c3 031 076 12.0* 3.5 8.0* 底部ヘフ切り後ナデ

。 (s-100暗灰土) 45 須 杯c3 031 037 2.5+ 底部角あり

タ， (8-100暗灰土) 46 須 均;c 031 034 2.4+ 12.6* 底部へフ切り後ナデ、酸化

イン (8-100暗灰土) 47 須 均二c3 031 077 3.35+ 8.0* 底部ヘラ切り後ナデ

ク (8司100暗灰土) 48 須 杯c 031 052 3.5+ 9.0* 底部ヘラ切り後ナデ

ク (8-100暗灰土) 49 須 杯c3 031 058 2.25+ 9.5* 底部ヘラ切り後ナデ

イ〉 (s-100暗灰土) 50 手頁 杯c3 031 065 1.2+ 8.8* 底部ヘフ切り後ナデ

。 (8-100暗灰土) 51 須 杯c3 031 064 2.7+ 9.6* 底部へフ切り後ナデ

イシ (8-100踏灰土) 52 須 杯c3 031 022 3.1+ 8.9* 底部ヘラ切り後ナデ

イシ (s-100暗灰土) 53 須 杯c3 031 055 2.3+ 7.8* 底部へフ切り後ナデ

。 (8-100暗灰土) 54 須 杯c3 031 046 1.9+ 8.0* 底部へフ切り後ナデ
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前回5次調査出土遺物観察表 (2) 

遺 構 No， 器 種 図版番号 写真番号 R番号
口径 高さ 底径

(+は欠備損、 *考は復原値)cm cm cm 

5SD100暗灰土 (ト100暗灰土) 55 須 杯c3 031 047 1.6+ 8.7* 高台内寄り

ク (8-100暗灰土) 56 須 杯c3 031 023 3.3+ 9.5* 底部ヘラ切り、軟質

イシ (8-100暗灰土) 57 須 均~c3 031 059 1.3+ 9.0* i高台内寄り

イシ (8-100暗灰土) 58 須 杯c3 031 038 3.25+ 8.6* 底ナデ

イシ (8-100暗灰土) 59 須 杯c 031 048 1.0+ 9.6 底部ヘラ切り、軟質

。 (ト100靖灰土) 60 須 杯c3 031 067 1.6+ 底部ヘラ切り後ナデ

。 (8-100暗灰土) 61 須 杯c3 031 057 1.3+ 底部ヘラ切り後ナデ

ク (8-100暗灰土) 62 須 杯c3 031 035 3.0+ 底部ヘラ切り、軟質

。 (8-100暗灰土) 63 須 JIJla 031 018 18.6* 2.95 14.0* 底回転へラケズリ

ク (8-100暗灰土) 64 須 蜜a 031 40-2 041 14.0* 11.3+ 

イシ (8-100暗灰土) 65 須 壷b 031 40-2 044 12.4* 12.0+ 

イシ (8-100暗灰土) 66 須 壷b 031 036 5.3+ 

イシ (8-100精灰土) 67 須 室b 031 025 5.0+ 

。 (8-100暗灰土) 68 須 壷b 031 40-2 054 4.0+ 9.2* 底部ヘラ切り後ナデ、酸化

。 (8-100暗灰土) 69 須 横瓶 031 40-2 051 8.5+ 8.9 
。 (8-100暗灰土) 70 須 鉢 031 042 11.4* 3.8+ 7.8* 底部ヘラ切りママ

イシ (8-100暗灰土) 71 須 高均二 031 068 1.1+ 

イシ (8-100a音灰土) 72 須 高杯 031 074 19.4* 1.5+ 
。 (8-100暗灰土) 73 須 高杯(脚部) 031 40-2 028 4.6+ 9.4 

イシ (s-100暗灰土) 74 須 車Z用硯(壷藁) 031 081 2.8+ 10.0* 
。 (s-100暗灰土) 75 須 ~ 031 063 3.9+ 

ク (s-100暗灰土) 76 須恵質円筒埴 031 40-2 024 8.5+ 

。 (ト100暗灰土) 77 瓦 平瓦 031 40-2 050 8.8 10.6 3.4 縦×横×厚さ

5SD100黄色土 (8-100黄色土) l 縄文 深鉢 031 41-2 001 5.7+ 

5SD100暗灰粘土 (s-100階灰粘) 須 小j不a 031 41-1 003 10.6* 3.45 底部ヘラ切りママヘフ記号

ク (s・100暗灰粘) 2 須 杯c1 031 41-1 002 11.25 4.1 天井部ヘフ切りママ

イ少 (8-100暗灰粘) 3 須 小壷 031 004 6.5+ 

5SX009 (s司9) 土師 均: 032 005 2.0+ 

ク (s-9) 2 須 蓋c 032 001 13.5* 2.2 天井部ヘラ切りママ

イシ (8-9) 3 須 均二c3 032 002 4.25+ 10.0* 軟質

。 (8-9) 4 須 重量 032 004 5.6+ 

ク (8司9) 5 須 婆 032 003 5.8+ 

5SX012 (8-12) l 縄文 粗製i架鉢 032 41-2 001 4.1+ 

5SX015 (8-15) 土師 材、a 032 41-2 001 12.8 4.15 6.9 内底ナデ、板状庄痕

5SX019 (8-19) 1 須 杯c 032 001 2.3+ 

イシ (s-19) 2 須 杯c 032 002 1.4+ 

ク (8-19) 3 須 杯c4 032 003 1.3+ 

5SX028 (8-28) 1 縄文 粗製深鉢 032 001 2.9+ 

5SX041 (s-41) 瓦質 風炉 032 41-2 001 3.6+ 

5SX046 (8戸46) l 製塩 032 001 4.25+ 

灰色土 (灰色土) 国陶 小均: 032 41-2 002 7.2* 3.2+ 肥前系

イ〉 (灰色土) 2 国陶 丸碗 032 41-2 001 2.8+ 肥前系

。 (灰色土) 3 須恵質円筒墳 032 41-2 003 5.6+ 

遺 f草 No， 種別 器種 図版番号 写真番号 R番号
縦 横 厚さ

(+は欠備損、 事は考復原値)cm cm cm 

5SD002 (8-2) 石製品 尖頭器 32 42-1 001 5.5 1.5 1.0 安山岩

5SD100暗灰土 (8-100) 1 石製品 フレーク 32 42回1 071 2.2 3.0 0.9 黒曜石

5SD100暗灰粘土 (8・100暗灰粘) 石製品 砥石 32 42-1 001 9.1 6.3 1.55 砂岩

5SD001最上層 (s-l最上層) 1 鉄製品 鉄長I 33 42-2 001 1.9 1.3 0.7 

5SD100暗灰土 (s-100暗灰土) 1 鉄製品 刀子 33 42-2 002 9.8 1.1 0.5 

イシ イシ 2 鉄製品 刀子 33 42-2 003 8.0 1.0 0.6 

ク イシ 3 鉄製品 刀子 33 42-2 005 5.0 1.2 0.5 

。 ク 4 鉄製品 万子 33 42-2 006 6.3 0.7 0.5 

ク 。 5 金属製品 棒状鉄製品 33 42-2 004 5.0 1.5 0.5 

イン イン 6 鉄製品 鉄金I 33 42-2 001 5.0 0.6 0.6 

5SX006 (8司6) 鉄製品 鉄釘 33 42-2 001 7.6 2.0 0.6 

5SX029 (8-29) 金属製品 棒状鉄製品 33 42-2 001 1.3 1.8 0.6 

5SX048 (8-48) 1 鉄製品 鉄釘か 33 42-2 001 1.8 0.8 0.6 
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(3)前回遺跡6次調査

l.調査の状況

6次調査区はすぐ西側に宮ノ本丘陵を控え、東流する大佐野川が開析した小谷に面す正陵裾部を人為的に

平坦にしたと考えられる部位に位置する O 調査着手前は調査区北側を東流する用水路を取水源、とする水田と

して利用されていた。調査区の北側では水田耕作土、床土を除去した段階で黄褐色の地盤が見られ、南の傾

斜面に向かつては茶色の遺物包含層が形成されていた。

2.遺構

掘立柱建物

6SB015 (第38図、図版44-5) 調査区西端で検出されたほぼ東西方向を梁筋とする 1X2間の柱聞を持つ掘立

柱建物である O 土層観察では柱cを除いて明確な柱痕跡は確認できず、柱は抜き取られた可能性がある O 柱

堀方は楕円形を呈す。弥生後期の土器片が複数出土し、埋没はそれ以降のものと考えられる o 6SI040などの

竪穴式住居に附随する施設か。 aからは土師器の可能性のある土器片が出土しており、まだ新しいことも考

慮すべきである O

竪穴式住居

6SIO07 (第38図、図版45幽1，2) 調査区中央付近で検出された竪穴式住居で、 2.5X2.8mの方形プランで、一

旦中央を円形に掘り窪めて4本の柱を立て、約15cmの土を盛って床面を構築している O 床面上では見える

はずの柱痕跡がうまく認識できなかった。床面北側の一部に炭化物が集積した箇所があり、その北西側に須

恵器杯蓋3が1点裏返しの状態で水平な状態で、検出された。 8世紀以降の所産と考えられる O

6SI030 (第39図、図版45-3~46-3) 長方形プランの竪穴式住居である O 東片に南北の半削り出し、半作り

付け(盛り土)のベット状遺構を持つ。上下2つのプランが重なっており、新しいプランに土坑とそれに連

なる三又状の溝が附随する遺構6SX046が伴う O この遺構の機能は不明であるが県下の同時期の竪穴式住居

に類例が見られる o 2本の主柱は新旧で供用していた可能性もある O 柱bは堀方にダブりがあり据え直した

可能性がある O 新旧の改変によって北東側では床面が約10cm盛り土によって上げられ、東壁が約20cm拡張

されている O 柱が朽ちた後の住居堀方埋没時にベット際の柱c上に土器がまとまって廃棄されている O 埋没

土中の土器は6SX046の堀方中にも散漫に分布し、遺構床面から浮いたものや傾斜を持つものがあることか

ら、一定の時間幅のある中で廃棄、埋没したものと考えられる O しかし、柱c上の箇所だ、けは土器片が密着

した状態で検出されており、同時性が認められる O 遺物を報告している「黒色土」は検出面で確認された土

層で、「灰色土Jはその下位に位置する O

遺物は弥生後期中頃から後半にかけての時期のものであるが、ヘラ描き沈線により裾部に条線と三角文を

組み合わせた模様を持つ外来系(瀬戸内系か)の土器が含まれている O 平面規模としては前田遺跡群では最

大規模の竪穴式住居である O

6SI035 (第39図、図版47国2) 6SI030に切られる方形プランを成す遺構で、灰色土で埋没する O 主要な柱を

認定できない。弥生後期の器台が出土しており、埋没は切り合い関係から後期後半以前の後期中ということ

になる O

6SI040 (第40図、図版44-4，47-1) 6SI030の南側で検出された東西に長い長方形プランの竪穴式住居である O

東壁沿いに幅約0.9mの半削り出し、半作り付け(盛り土)のベット状遺構を持つ。東西一対の柱があり、そ

の聞に床面に刺突したような痕跡を持つ浅い窪みがある O 炉跡と考えられる O 南側壁中央には長方形の土坑

がある O 四方壁沿いには深さ約0.15m~まとキの小溝が切れ切れに巡っている O 弥生後期中頃から後半の土器が

出土しており、 6SI030に近い埋没時期を示している O 規模も大型で6SI030に近い。 6SB015と共にこの三者は

このエリアの核になる遺構である O

6SI045 (第39図、図版44開2，3) 6SI035の東側にある方形プランの北西角が残存している遺構で、南東側の

低い方は自然に遺構の覆土は流出していた。 8世紀代の須恵器片が出土している O
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第37図前田6次調査遺構全体図 (1/400)

ー74-



6S8015 

「万

0.. 

ci 

6SI007 

一
沼
伯
仲
(
M
m
m
uけ
刈
ロ
，
い
」
、
し
戸
)

m
-
顕
罰
沿
い
け
(
跡
的
仲
U
H
ロ
，
い
」
、
〉
)

~\ ーと士吉』

ωω.ωO
ヨ

村
組
出
盟

ぐ甘

ω09'9ε 

35.50m 

にY

。

~I 阿\'~I

O 2m 

。内町炉

竺さ74

-75-

O 

第38図前田6次SBO15 (1/100) ，S1007遺構実測図 (1/40)
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6SI050 (第40図、図版44-3) 6SI030の東側の調査区端で検出された方形プランの遺構で、幅約1mほどのベ

ット状遺構を持つ。上面は東方向の傾斜に伴う後代の堆積土壌が乗っている O 弥生後期中ごろ以降の土器が

出土しており、それ以降の埋没である O

6SI055 (第40図、図版44-3) 6S1030~ 6SI050、6SI060に切られる方形プランを成す遺構で、南北に半作り

付け(盛り土)のベット状遺構を持つ。弥生後期中ごろ以降の土器が出土しており、それ以降の埋没である。

6SI060 (第41図、図版44-3) 調査区中央北端の傾斜面の堆積層を除去した段階で検出した遺構。二方向に

壁際の溝が顕著に残っている O 須恵器片などが出土しているが、壁溝が顕著な特徴から弥生後期に属す可能

性がある遺構である O

6SI070 (第41図、図版44-3) 方形プランの中央部の大半を6SD003に切られる O 北援の一部に壁溝がある O

この遺構からも須恵器片などが出土しているが、壁溝があることから弥生後期に属す可能性がある O

6SI075 (第41図、図版44-3) 6SI045に切られる方形プランの遺構。主柱穴を特定することはできない。

土坑

6SK008 (第41図、図版47-3) 調査区中央付近で検出された隅丸方形ないし楕円形を呈する遺構で、 6SI007

を切って構築される O 暗褐土、暗茶褐土の)11買で堆積する O 上層の暗茶褐土に遺物が集中する O 土器類を主体

とする廃棄遺構と考えられる O 釘や万子などの金属製品も含まれる o 8世紀中頃以降の遺物が出土している。

6SK011 (第41図、図版48-2) 調査区中央付近6SK008の西側で検出された楕円形を呈する遺構で、暗茶褐

土層から8世紀中頃以降の遺物が出土している O

6SK012 (第41図、図版44-2) 調査区中央付近6SK011の西側で検出された縦長い楕円形を呈する遺構で、

6SI040を切る O 日音茶褐土層から8世紀中頃以降の遺物が出土している O

6SK013 (第42図、図版44・3) 調査区中央付近6SK011の北側で検出された縦長い溝状を呈する遺構で、両

端をピットに切られる O 弥生後期の土器片が出土している O

6SK016 (第42図、図版44-4，48-3) 調査区中央付近6SK011の東側で検出された不定型な浅い遺構である o8 

世紀に帰属すると考えられる土師器の供膳形態の土器が出土している O

6SK017 (第42図、図版44-3，49-1) 6SK012の北側で検出された楕円形を呈する遺構。茶粘、茶褐色土の順

で堆積があり、上層の茶褐色土が形成される時期に平面プランが東側に拡張している o 8世紀中頃以降の遺

物が出土している O

6SK025 (第42図、図版49闘2，3) 調査区の西端で検出された方形プランで1.4mの深さを有す遺構。北東に位

置する11次調査区で検出されたl1SK040に接ぐ規模の遺構で、最終埋没層の暗茶褐色土に多く遺物が含まれ

るO 地盤の下位が砂質のため下層は砂質土が堆積し、帯水があった状況は土層観察からは考えられず、井戸

とはせず、土坑と判断した。 8世紀後半以降の遺物が出土している O 老司II式の軒丸瓦片が暗茶褐色土に含ま

れる O

6SK028 (第42図、図版44閑5) 調査区の南西部の法面で検出した隅丸方形の遺構で6SK029に切られる O 須

恵器、土師器と共に緑粕陶器片が出土しているO

6SK029 (第42図、図版44-5) 6SK028の北側で検出した不定型な遺構。

6SK032 (第43図、図版44-1) 調査区の東側で検出された南北に縦長い窪状の遺構。 8世紀中頃以降の遺物

が出土している O

6SK033 (第43図、図版44-1) 調査区の東端で検出された東西に長い楕円形状の浅い遺構。 8世紀後半以降

の遺物が出土している O

6SK034 (第43図、図版44-1) 6SK033の北側で検出された東西に長い楕円形状の浅い遺構。底面はフラッ

トでなく複数の段が付く形状を呈す。篠窯系の鉢が出土しており、平安前期以降の埋没と考えられる O 時期

的に前田遺跡全体では希少な段階の遺構である O
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6SK036 (第43図、図版44-1) 6SK034の北側を切る楕円形の遺構。連続して形成された可能性も考えられ

るO

6SK086 (第43図、図版44-3)

6SKI03 (第43図、図版44-1)

6SKI04 (第43図、図版44-1)

頃以降の遺物が出土している O

調査区中央で検出された長楕円形の遺構。 6SI065を切って構築される O

調査区北東隅で検出された円形の遺構。弥生後期の土器片が出土しているO

調査区の北東隅、 6SKI03の南側で検出された縦長い不定型な遺構。 8世紀中

6SKI08 (第43図、図版44-1) 調査区の北東で検出された東西に長い陪円形の遺構。 8世紀中頃以降の遺物

が出土している O

6SKI09 (第43図、図版44-1) 調査区の北東で検出された南北に長い陪円形の遺構。 8世紀中頃以降の遺物

が出土している O

墳墓

調査区の南西隅で4基の墳墓が集中して検出された。墳墓は全て東西方向に軸を持つ共通性を有し、平安

時代に属すものと見られるo6STOOlでの帯金具の出土などから、大宰府官人の葬送地(公葬地)と考えられ

る宮ノ本遺跡の墳墓群の一角を成すものと考えられる O 方向性によりの6STOOlと6STOI0の群、 6ST005と

6ST020の群との二つに分けられる O 二者は雁行型に配置され、この4基の墓は計画的な展開とも理解できる O

6STOOl (第44図、図版50-1-----3) 墳墓群中で最も南側に位置する遺構で東西の正方向に軸を向ける O 長さ

l.3m、幅0.7m、深さ0.3mを測る O 後述の三つの遺構に対して長さが短く、ごく浅い遺構である O 床面から若

干浮いた高さで銅製の帯金具l個と、北壁沿いで身を長軸方向に合わせた万子2口が出土している O 万子は

ほぼ床面にあった。長軸が短く土層観察からは棺の痕跡、などは確認できない。土葬ないし火葬骨の埋納も可

能性がある O 帯金具は単体出土で着衣状態ではなく、副葬と考えられる O

6ST005 (第44図、図版51閑1，2) 東西の方向に軸を向ける遺構で、軸は東の正方向に対し南に約32度振って

いる o 6ST020に平行し雁行型に配置される O 長さ1.9m、幅0.55m、深さ0.45mを測る O 平面プランでは東側

が多少幅広となる O 下端ラインはほぼ平行する O 遺物の出土はない。

6STOI0 (第45図、図版51-1，2) 東西の正方向に軸を向ける遺構で、平面プランでは東側が多少幅広となる。

6STOOlに平行し雁行型に配置される o 6ST005を切り、時間的に後出する O 長さ2.05m、幅0.7m、深さ0.45m

を測る O 遺物出土鉄釘の他は土師器杯と血が出土している O 釘の配置から木棺が納められていたと考えられ

るO 遺物は東側に集中し、遺体の頭位がこちらにあった可能性がある O 土器は一番東側の杯には皿が重なり、

ほぼ床面で検出されており、これは棺内に置かれた副葬品であった可能性がある O 他の土器は多少床面から

浮いた位置で確認され、棺上の供献品であったものが経年変化で沈下した可能性がある O

6ST020 (第45図、図版50-3) 墳墓群内では一番北側で検出した遺構で、 6ST005に雁行型に平行する位置に

構築されている O

溝状遺構

6SD003 (第44図、図版44-3) 調査区中央に南側から北に模形に切り込んだ形で形成された溝状の遺構。北

側に向かつて徐々に浅くなっている O 遺物は奈良、平安時代のものが出土しており、古代の遺構と考えてい

るO 南側の谷からこの遺構が展開する平坦面へ上がるための遺構であった可能性も考えられる O

6SD009 (第45図、図版44-2) 6SD003の西側で検出された平行する模型の溝状遺構。 8世紀中頃以降の遺物

が出土している O 北に向かつて徐々に浅くなり、 6SD003同様の通行機能が想定される O

6SD031 (第45図、図版44聞1) 6SD003の東側で検出された模型の溝状遺構。 8世紀中頃以降の遺物が出土し

ている O 北に向かつて徐々に浅くなり、堆積土下位は砂が堆積し、水が流れたことが想定されるが6SD003
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同様に通路であった可能性も否定できない。

本調査区の南側には東西方向の谷が走るが、報告のようにその谷と遺構ステージ面をつなぐ機能が想定で

きる溝状遺構が複数確認される O 前述の東西方向の谷の東延長部分は前田1次B区として調査されたが (W太

宰府・佐野地区遺跡群xj2000年太宰府市教育委員会)、そこでは古代官道から直角に東に分岐した平行す

る二本の溝が検出され (lSD067，068)、この谷には奈良時代には幅約5mの分岐道があった可能性が想定され

た。その道は葬送地としての宮ノ本遺跡に向かったものと理解される O 本溝群はその分岐道に接続する可能

性が想定される O

その他の遺構

傾斜堆積(落ち)

6SX002 (第37図、図版44-5) 調査区南西側の谷への落ち際に形成された東西方向の段状の落ち o 12世紀後

半段階までの遺物を含む。当該期の遺構は本調査区の北東側の3.4次調査区で卓越した出土傾向が認められ

るが、本調査区の平坦面では積極的な遺構の展開は見られない。同時期には人の介入が遺物の出土によって

確認された形となっており、畑地等の耕作地としての利用形態を想定する必要もあろう O

6SX014 (第37図、図版44-1) 調査区東端に形成された南北方向の段状の落ち O 近世後半期の肥前系磁器ま

での遺物を含み、畑の開墾など、耕作地の開発と絡む遺構とも考えられる O

3.遺物

個々の遺物の詳細情報については巻末の遺物観察表を御参照頂きたい。また、図化しなかった遺物につい

ては、各遺構、土層別に「出土遺物台帳」に記号化し表記している O 器種分類記号については弥生土器は本

書p55図を、須恵器は『宮ノ本遺跡nj窯跡篇1992年、陶磁器類は『大宰府条坊跡xvj陶磁器分類編2000年

をご参照頂きたい。

竪穴式住居の出土遺物

6SI030土器溜まり

主柱が朽ちた後の住居堀方埋没時にベット際の柱c上に土器がまとまって廃棄されている O 土器同士が密

着した状態が見られ、向日寺性を有する O

( 1 )土器(第46-----50図、図版52-1~55嗣2)

弥生土器

査型土器(1-----12，30) 底部形態は1タイプの平底と2タイプのレンズ状底の中間形態で占められ、底部外面

にまでハケが施される O 日縁部形態は複合「く」字型のA2タイプ(1~3) が主体で短頚のC2タイプ (4) が

出土している o A2タイプは頚部と胴部中央に三角突帯を有す。 5の胴部突帯には浅く細かい連続する刻みを

施す。調整はハケによる仕上げが主体で、 1の底部から胴下半部にかけては下から上方向へのケズリ気味の

ナデがハケの上に施される o 6はBタイプの長頚である o 7は低平な形状で短頚のCタイプの可能性がある O

30は短頚のC1タイプに属す。

斐型土器 (13-----29) 底部形態は壷型土器と同様に1タイプの平底と2タイプのレンズ状底の中間形態で占め

られ、底部外面にまでハケが施される O 口縁部の屈曲は全体的に明瞭な1タイプで屈曲部外面に三角突帯が

巡るものがある (13、14、15、16、23)029は底部にコーン状の脚が付くもので、在地にはない属性であり

筑前地域以外との関係が想定される O

鉢型土器 (31-----36) ボール状の1タイプ (31) とカップ状の2タイプ (32、36)、「く」字形口縁の4タイプ、

口縁が内傾する5タイプ (34、35)の4種がある o 5タイプは前田遺跡中ではこの6次調査区で多く出土する O

底部は突レンズ気味の平底で調整は大半がハケを用い、底部から胴部外面にはケズリ気味のナデがハケの上
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に施される O

高杯型土器 (37) 短脚の2タイプのものが見られるが、杯部は見つかっていない。

器台型土器 (38------45) 鼓形を成し、屈曲部が上方に片寄る2タイプのもので占められる o 45は屈曲部位で

素口縁となるもので支脚とするほうが良いのかも知れない。

( 2 )ガラス製品(第64図、写真図版64-2)

小玉(1) マリンブルー色を呈すガラス小玉が出土している O

6SI030黒色土

黒色土は検出面の一部で確認された土層で、灰色土はその下位に位置する O

( 1 )土器(第50図)

弥生土器

薬型土器 (1------4) 口縁部は屈曲が明瞭な1タイプで、底部は突レンズ気味の平底を成す。 3は大型の胴部下

半で突帯の先端は上向きになり刻み目が施されている o 4は壷底である可能性もある O

鉢型土器 (5) 5は「くJ字形口縁の4タイプであるが、屈曲はルーズである O

杯型土器 (6、7) 手づくねで形成されたもので、 6は丸底に7は平底になる形状を持つ。指オサエの痕跡が

明瞭に残される O

6SI030灰色土

( 1 )土器(第50図)

弥生土器

壷型土器 (1------3) いづれも底部片で、突レンズ気味の平底を成す。

護型土器 (4------6) 口縁部は屈曲が明瞭な1タイプで、底部は突レンズ気味の平底を成す底部片である O

6SI030a 

上層の新プランに伴う中央のピットで、炉の可能性がある遺構の埋没土中よりの出土遺物。

( 1 )土器(第50図)

弥生土器

壷型土器(1------2) 底部片で、突レンズ気味の平底を成す。底部外面にも明瞭にハケが施されるO

蚕型土器 (3) 平底タイプであるが、底部外面にハケが施される O

高杯型土器 (4) 長脚の1タイプである O 筒状部は肉厚で外面にはハケの後縦方向のミガキが施される O

杯型土器 (5) 手づくねで形成されたもので、丸底になる形状を持つ。指オサエの痕跡が明瞭に残される O

6SI030c 

土器溜まり下位で検出された東側の主柱穴出土遺物。

( 1 )土器(第51図)

弥生土器

護型土器 (1、2) 1は「く」字形口縁であるが、屈曲はルーズである o 2は壷底の可能性もあるO

高杯型土器 (3) 裾の開き具合から長脚と短脚の中間タイプといえる O 表面は荒れてミガキの有無は確認

しにくいが、ハケは明瞭に残されている O

6SI030c茶褐土

( 1 )土器(第51図)

弥生土器

壷型土器 (1) 若干中央が肥厚する底部を持ち、胴部の最大径部位にM字形の突帯を有する O 中期の須玖

式の様式を残した器形で、口縁はラッパ状に開くDタイプになるものと考えられる O 調整はハケで仕上げら

れる O

6SI030茶褐土

国 86-
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遺構検出時に個別化しなかった遺物がこの土色ないし fS-30Jで取り上げられている O

( 1 )土器(第51，52図、図版54-2，55-1)

弥生土器

壷型土器 (1---8) 底部形態はlタイプの平底と2タイプのレンズ状底の中間形態で占めらる O 口縁部形態は

複合「くJ字型のA2タイプ(1---4) である o 4は「く j字の形状が扇平で、新しい傾向を示している O

護型土器 (9---28) 口縁は「く」字形口縁であるが、 11---13のように屈曲がルーズなものを含んでいるO

12は屈曲が不明瞭な2タイプである o 11と13には胴部外面にタタキの痕跡が見られる O 底部の中には壷が含

まれている可能性がある o 15以外の全ての底部外面にハケが施される o 28は底が先細で径が小さく、外国に

タタキを有す外来的な要素を持ったもので、畿内系譜の技術によるものと思われる O

鉢型土器 (29) 小型のボール状の形状を持つ。内面には縦方向の弧なりの工具の当たりの痕跡が連続して

見られる O

器台型土器 (30-----33) 鼓形を成し、屈曲部が上方に片寄る2タイプのものと考えられる O 上部内面は底部

に比較して丁寧は横方向のハケで仕上げられている O

器種不明土器 (34) 先の尖った器形を成す。外面は丁寧に縦方向にミガキが施される O 上部を欠損するが、

牛角状の杯である可能性も考えられる O

( 2 )金属製品(第59図、図版62-1)

鉄釘 (1---5) すべて断面形状が方形の釘であり、 5には釘の軸方向に直交する木目が遺存している O この

土層には須恵、器片なども出土しており、平安時代以降の遺物が混入したものと考えられる O 本遺構の至近に

木棺墓があった可能性も考えられる O

6SI030 

遺構検出時に個別化しなかった遺物が茶褐土ないしこの fS-30Jで取り上げられている O

( 1 )土器(第52図、図版55-2)

弥生土器

壷型土器(1、 2) 両者とも小型のもので、 1は頚部の締まりがゆるい形状を呈す。底部外面にハケが施さ

れる o 2は内面にミガキが施される O

鉢型土器 (3) 小型のカップ状の形状を成す。口縁付近は強い横方向のナデが残される O 外底にはハケが

施される O

高杯型土器 (4) 短脚で筒状部が短く、裾が急に開く形状を成す。外面は縦方向にミガキが施された後で、

裾部に横方向のシャープな沈線と頂点を上に向けた連続した三角形が施される O 胎土の発色はくすんだ灰褐

色で、角閃石が多少含まれる点で同時期の在地土器の胎土と異なる O 瀬戸内などの他地域との接触を示す土

器である O

器台型土器 (5) 肉厚で重たい土器で支脚と中間的な位置を占める O ハケの原体の条線幅が幅広い。

6SI035灰色土

( 1 )土器(第52図)

弥生土器

斐型土器(1) 長胴で直立する口縁を持つ。底部はおそらく尖り底になるタイプと思われる O 胴部上半外

面にはハケが施される O 下半はケズリ気味のナデが下から上方向に施される O

鉢型土器 (2) ボール状の形状のもので、口縁上端部は平坦面を有す。外面はタタキの痕跡が重複して残

されるO 口縁上端部には fvJないし「ハJ字の文様風の浅い刻みが残されている O

器台型土器 (3) 裾端部がゆるやかに屈曲する形状を持つ。

6SI040灰褐土

( 1 )土器(第53図、図版56-1)
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弥生土器

壷型土器 (1---5)

饗型土器 (6、7)

外面のナデが丁寧で上方にやや膨らみを持つ。底面は若干の膨らみを持つ。

6は ILJ字に強く屈曲する口縁で、 7は屈曲部に三角突帯を持つ「く」字口縁のものO

鉢型土器 (11---17) ボール状の形状'のもの (12---14、17)で、 15はカップ状、 16は「くj字口縁。 17は鉢

としては最大級の大きさを有し、口縁端部が丸く肥圧し、端部は指オサエや荒いナデによって端部はフラッ

トでなく部位によって多少上下する O

( 2 )石器(第64図、図版64-2)

砥石(1) 花商岩製の扇平な四角い石で、未だ平坦面は滑面化していない。

6SI040b 

( 1 )土器(第54図)

弥生土器

護型土器 (1) は屈曲部に三角突帯を持つ「く」字口縁を持つ。

6SI040c 

( 1 )土器(第54図)

弥生土器

壷型土器(1) 直立に近い角度の複合口縁を持つ形態を呈す。下端の屈曲部は鋭角を成す。

6SI040d 

( 1 )土器(第54図)

弥生土器

護型土器 (1) 1は屈曲部は「くJ字口縁を持つ。

6SI045 

( 1 )土器(第54図)

弥生土器

斐型土器(1) 1は屈曲部に三角突帯を持つ「く」字口縁を持つ。

( 2 )石器(第64図)

砥石 (1) 長細い形状で両端を欠く O 研ぎは両小口からおこなわれ、研ぎ減りにより面が波をうつO 砂岩

製で粗砥に向く。

6SI065 

( 1 )土器(第54図、図版56-2)

弥生土器

壷型土器 (1) 直立に近い角度の複合口縁を持つ。下端の屈曲部はゆるいカーブを成す。胴と頚部の境は

小規模な三角突帯を持つO

護型土器 (2) 2は「くJ字口縁を持ち、底部は尖り気味の突レンズ底を持つ。全体は縦方向のハケが施さ

れるが、胴部外面上半にはタタキが、下半にはハケをナデ消す調整が施される O

鉢型土器 (3、4) 浅いボール状の4タイプの形状を呈す。 3には内外面にケズリが施される O

土坑の出土遺物

6SK008灰褐土

( 1 )金属製品(第59図、図版62-1)

刀子 (1、2) は完形を保つもので、身幅は最大で1.6cmを測る O 刃部と茎(なかご)の境は錆のためあま

り明瞭でない。茎の断面形状は方形を呈す。厚味は刃部と変わらない。 2は切先が欠損するもので、身幅は

最大で1.3cmを測り1より小振りである O 茎は身I幅が刃部に比べて細い。
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鉄釘 (3) 断面形状が方形で片方に身幅が狭くなるため釘と判断した。

6SK008暗茶褐土

( 1 )土器(第54，55図、図版57-1，2)

須恵器

蓋 (1----4) 口縁端部は小規模に折れ曲がる形状で、 1などは先端が膨らむような形状を持つ。天井部の処

理は全てヘラによる切り離し後、軽く押さえたような雑なナデが施されるに過ぎず、ヘラ切りの軌跡が螺旋

状に残存している O

杯 (5----10) 5----7は平底のaタイプ。底部の角は比較的鋭角で体部は直線的である o 7には底部を中心に手

持ちのミガキが施される O 側面のミガキは全面には及ばない。 8----10は高台の付く Cタイプ。体部は直線的で

高台は外側に寄った位置に取り付けられている O

皿 (11----14) 平坦な底部と短く開く口縁を持つ。 12と14は底が突出している O

責任5) 脚部の破片で、端部には浅い沈線が巡る O

土師器

杯 (16----19) 底部から口縁にむかつて広く開く形状のdタイプである O 外面中位から底部にかけて下地に

は回転ヘラケズリを施し、底部以外には回転を利用したミガキaが施される O

高杯 (20) 体部から口縁にかけては屈曲せず緩やかなカーブを描く形状の均二部である O ミガキaが施され

るO

皿 (21、22) 平坦な底部と短く開く口縁を持つ。ミガキaが施される O 底部にはきれいな同心円を描く回

転ヘラケズリを残す。

護 (23----26) 外面にハケ、内面にケズリを持つ。 23は口縁の屈曲部は厚くならない。 24と26は小型に属し、

26の外面には横方向のハケで仕上げられる O

製塩土器 (27----32)

大半が小片で全体形の復元には難がある o 27----30は森田分類のII類に属すものと考えられる o 29以外には

局部に布目がかろうじて残されている O

ミニチュア土器 (33)

鼓の形状を呈し、中心には棒状の工具で穿孔される O

(2 )金属製品(第59図、図版62-1)

鉄釘 (1、2) 断面形状が方形を呈す。 2は頭部がタタキによって扇平になっている O

板状鉄製品 (3----5) 用途は明確でないが断面形状が肩平な方形を呈すものo 4は平面形状が靴形に曲がっ

ている O

( 3 )石器(第64図、図版64-2)

砥石 (1) 赤縞の入る砂岩製でいわゆる「天草砥石」とされるもの O 中砥に向く石材である O 片面は両小

口から使用され、その境目で稜を成している。

6SK017茶褐土

( 1 )金属製品(第60図、図版62-2)

鉄釘 (1) 断面形状が方形を呈す。木質などは付着していない。

( 2 )石器(第65図、図版65-1)

原石(1) シルト岩の大型の剥片。打割されたままで未使用。 6SK025暗茶褐土、 6SD003にも同じものが含

まれる O 表面が多少風化し、黒色の地肌が部分的に灰白色化している O 至近に原石を産する箇所はなく、持

ち込まれた石材である O

6SK025日音茶褐土

( 1 )土器(第56図)
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土師器

椀(1) 外側に短く踏ん張る形態の高台を持つ。高台接合前の外面は回転によるケズリが施されている O

杯よりやや薄い澄色を呈す。

杯 (2--7) 2、4、5は高台の付く Cタイプ。 2の高台は底部の外側に付き、先端が幅広い形状を成す。 3、6

は平底のaタイプで3の外側面下には回転によるケズリが施されている o 7はケズリによって丸みを持つ底部

を作り出すdタイプの杯である O 点線で表現したのは回転によるミガキaを施したものである O

窪 (8) 先端がやや細くなる口縁を持つ斐で、胴部内面には斜め方向にケズリが施される O

須恵器

蓋 (9) 端部の形態が三角を呈すもので、天井部外面はヘラ切りのままで調整は施されていない。

杯 (10--15) 10は平底のaタイプ、 11--14は高台の付く Cタイプ。 15は小皿のような形状を呈すもので、底

部はヘラ切り後に軽いナデを施す。牛頚製品としては類例に恵まれない。蓋の可能性もある O

cタイプの高台はすべて低平で外側に付けられる O

皿 (16) 底部から緩やかに立ち上がる口縁を持つaタイプのものO 底部はヘラ切りのまま O

鉢 (17、18) 17は体部は傾斜を持ち、端部内面が突出するbタイプのものである o 18は口縁端部が短く外

側に屈曲するaタイプのものである O

( 2 )金属製品(第60図、図版62-2)

板状鉄製品 (1、5、6) 1は腐食して元の形状が認識しにくいが、万子の可能性もある o 5、6はひし形を呈

す板状のもので、形状から鍛冶製品の切断片の可能性も考えられる O

棒状鉄製品 (2--4) 断面形状が円形を呈す。 4は両端が先細くなっている O

( 3 )石器(第65，66図、図版65田1，2)

原石 (1) 1は灰色を呈す泥岩の剥片。一部が打割されたままで未使用。 2はシルト岩の大型のコア。一部

打割され一辺に小剥離の痕跡が複数見られる o 6SK017茶褐土、 6SD003にも同じものが含まれる O 持ち込み

素材である O

丸石 (3) 扇平で楕円形を呈する O 泥岩製である O 無加工であるが持ち込み素材なので図化した。

( 4 )土製品(第66図、図版65-2)

権 (4) 幅の狭い端部側に穿孔を持つ礼状を呈す。形状から秤の錘(権)と考えられる O 土師器と同様の

酸化焼成により淡い澄色を呈し、重量は61.7gを測る O

( 4 )瓦(第56図、図版58-1)

軒丸瓦 (22) 複弁を持ち外区には連続する鋸歯文と珠文が施される O 鋸歯文帯は意図的に打ち欠かれてい

るO 中房の珠文の割付けは9+5+1に復元され老司式の範騰で捉えられる O 九州歴史資料館分類では275Bタ

イプに属する O 前田遺跡では土坑などから縄目のタタキを持。平瓦が複数出土しているが、軒丸瓦はこの1

点の出土に止まる O その状況からは瓦を本格的に所用した建物があったとは考えられない。

6SK025茶褐砂質土

( 1 )金属製品(第60図、図版62-2)

鉄釘 (1) 断面形状が方形を呈す。木質などは付着していない 0

6SK025暗灰砂

( 1 )須恵器(第56図、図版58-1)

円面硯(1) 中央がゆるく盛り上がる形状を呈す。この部分に若干墨痕が見られる O 裾部は円形と方形の

組み合わせによるくり込みの痕跡があり、連子にはならない。直径が12cmと小型に属す。連子のものは1次

調査のISK405黒灰土で出土している O 転用硯も含め複数の硯が出土しており、 8世紀後半の段階では行政的

機能を持つ施設があったことを示唆している O

6SK032 
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( 1 )土器(第56図)

土師器

蓋(1) 口縁の端部が肥厚するもので、内面にはaタイプのミガキが残される O

須恵器

杯c(2) 低平な高台が外側に付けられる O

壷 (3) 端部が肥厚しシャープな矩形を皇す。硬質に焼き上がっている o eタイプの壷である O 色調は胎土

の芯は黒灰色を呈すが、表面はうすい茶褐色を呈す。肥後系の製品と考えられる O

( 2 )金属製品(第60図、図版62-2)

鉄釘(1) 断面形状が円形から方形の中間形態を呈す。木質などは付着していない。

6SK033 

( 1 )土器(第56図)

土師器

高杯(12) 筒状部の上の部分であるが、裾が聞きかけており、低平な脚であったことが知られる O 外面に

はaタイプのミガキが残される O

須恵器

蓋 (1~4) 端部の形態が三角を呈すもので、天井部外面はヘラ切り後に軽くナデが施される O

杯 (5~9) 5は平底のaタイプで底部外面はヘラ切り後に軽くナデが施される O イ也は細身であるが断面方形

の高台が取り付けられるCタイプの杯。 7は多少中心に寄った位置に高台があり、その形状は多少外に踏ん張

った形状を呈す。

蚕 (11) 緩く外反する口縁の端部外面には沈線が施される O 口縁下にはタタキの痕跡が見られる O

皿 (10) 短く外反する口縁を持つaタイプの皿である O

( 2 )金属製品(第60図、図版62-2)

塊状鉄製品(1) 断面形状が楕円形を呈す。付着などはない。

6SK034 

( 1 )土器(第56図)

須恵質土器

鉢 (1) 重ね焼きによって口縁外面端部のみが黒灰色を呈す典型的な東瀬戸内系のこね鉢である O 内面は

斜方向のハケ目が施される O 外面には指頭痕跡が残されている O

土師器

斐 (2) 護の把手部分であり、接合部で剥離したもの O

瓦

平瓦 (3) 外面がナデによって仕上げられる O

6SK041茶褐土

( 1 )土器(第57図、図版58-2)

須恵器

委(1) 格子タタキと同心円の当て具痕跡が残るO 混入遺物と考えられる O

弥生土器

壷型土器 (2、3)

墾型土器 (4~10) 

2は袋状口縁のAlタイプ。 3は短く「く」字形に屈曲するC2タイプ。

4は「く」字形口縁で屈曲部はやや緩慢な状態を呈す。 10は口縁屈曲部と胴部下半に台

形の突帯を持つ。ハケによって調整がなされるが、胸部上半は横方向のハケであり、後期でも新しい傾向を

示す。下半はハケの上にケズリ気味のナデが施される O

鉢型土器 (11) ボール状の1タイプを呈す。口縁端部には平坦面がある O
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高杯型土器 (12) 杯部の口縁片で明瞭な屈曲部を持ち、短く外反する2タイプのものである O

縄文土器

浅鉢 (13) 口縁が fLJ字形に立ち上がり、端部が丸く納められる形状を持つ。横方向のミガキで仕上げ

られる O 晩期に属すものである O

墳墓の出土遺物

6ST001 

( 1 )金属製品(第60図、図版62-2)

万子 (1、2) 鉄製の万子である o 1は完形を保つもので、身幅は最大でl.4cmを測る O 刃部と茎(なかご)

の境は背部の.ほうに段が見られる O 刃部が研ぎ減りした結果と考えられる O 茎の断面形状は方形を呈す。厚

味は刃部と変わらない。 2はさらに刃部が研ぎ減りし短くなっている O

帯金具 (3) 鋳造による銅製品で、かまぼこ型の平面形状を呈し、横長い窓があけられる O いわゆる「丸

鞠」とよばれる帯金具である O 裏面は型に穿孔があった部分が突起状に三箇所残されている O この突起の三

角形をなす配置は石製品の糸かがりの穴位置に同じで、この突起が本来はもう少し長く、ベルト本体を貫い

て装着する機能を帯びるものと考えられる O

6ST010 

( 1 )土器(第58図、図版59-1，2)

土師器

皿 (1~6) 全てヘラ切りによる小皿である O 口径が1のみ10センチ代前半で他は11センチ前後である o 1を

除いた口径と器高、底径の平均値は11.1、1.8、8.1cmで、ある O すべての内底部には回転によらないナデがあ

り、外底部には板状圧痕が観察される O

椀 (7、8) 押し出しとコテ当てによって胴下半部に丸みを持たせた器形を呈す。口縁端部は短く外反する。

7には外底部にヘラ切りの痕跡を残し、 8の内底部にはコテの当たりの痕跡が観察される O

大宰府編年のIX期頃に位置付けられる資料である O

( 2 )金属製品(第61図、図版63司1，2)

鉄釘 (1~27) 断面形状が方形を呈し、頭が fLJ字形を成すもので、すべて途中で欠損するため完全な法

量は得られない。 3 と 27は途中で板の目の方向が変化し、板の合わせ日であったことが知られるが、 3~4セ

ンチの板の厚さがあったことが知られる O

6ST020 

( 1 )金属製品(第62図)

手鎌(1) 鉄製の幅1.6cmの板状のもが端で折り曲げられ、それに横方向の木質が挟まっている O 木質は折

り返しに近い位置で平面形状で段を持つ。折り曲げを側面から見ると一方に薄くなっており、折り曲げの角

も薄い方はカットされている O 木質は薄い方までには及んでいない。この状況からこの製品は板と組み合わ

せて使用された刃器で、大きさから手鎌と判断される O 遺構は平安時代のものであるが、周辺の弥生時代後

期の遺物が混入した可能性も捨てきれない。手鎌の終鷲時期は考古学上明確にされていないため、平安時代

の存在も否定できない。民俗事例では近現代に及んでいるという O

溝の出土遺物

6SD003 

( 1 )土器(第55図、図版60目1，2)

灰粕陶器 (1) 1は方形の脚が付いた風字硯である O 小口側の破片で灰粕は摺面の縁に直線的な境目が観察

され、このことから刷毛塗りによるものと思われる O 紬は裏側のみに付着し、均一でなくかいらぎ状の紬の
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塊が連接する状況を呈している O ナデで仕上げられ、摺面には微かに縦横方向のナデの軌跡が観察されるO

太宰府では大宰府条坊跡149次調査SX263についで2例目で、本来は墳墓の副葬品とも考えられる O

( 2 )金属製品(第62図、図版64-1)

刀子(1) 身幅が約2cmの鉄製の刃器。付着物などは観察できない。

鉄釘 (2~14) 断面形状が方形ないしそれに近い形を呈す。 2~4は折れ曲がった頭部が残る O

板状鉄製品 (15~18) 薄板状を呈すが、 15は切先状の形状を呈し小型の刀子の可能性もある O

円板状鉄製品 (19) 扇平で円形を呈す。表面の腐食で本来の形状が掴めないが、中央付近の突起が生きる

ものであれば、紡錘車の可能性も考えられる O

( 3 )石器(第67図、図版66圃1)

石包丁(1) 緑色片岩製のもので、直線的な背部を持つ。刃部の一部が欠損する O 素材としての片岩の選

択は太宰府周辺においては、立岩産の凝灰岩が使用される以前の弥生前期以来認められる O 本例は紐穴と背

部が近いことなどから中期よりも新しい傾向のものと捉えられる O

原石 (2) は灰色を呈す泥岩の剥片。一部が打割されたままで未使用。 2はシルト岩の大型のコア。一部

が打割され一辺に集中した小剥離の痕跡が複数見られる o 6SK017茶褐土、 6SK025日音茶褐土にも同じものが

出土している O 小剥離や風化の具合が類似する点から、本来は同一時期の所産であった可能性がある O 弥生

後期か奈良時代のものか判断は別れるところである O

砥石(3) 破砕しているが、本来は立方体を呈していたものと考えられる O 粗砥用と思われるが、石材は

花崩岩由来のアプライトないし長石石英斑岩であり、弥生時代の鋳造鋳型素材として知られる石が使用され

ている O

6SD003上層

( 1 )石器(第67図、図版66-1)

打具(1) 半分に割れているが、石材には花筒岩の門機が使用され、平滑な表面の一部にあばた状の窪み

が形成される O

6SD031 

( 1 )金属製品(第63図)

鉄釘 (1、2) 両者とも棒状を呈すが、欠損して全容が分からない。 1は先が細くなり釘先の可能性がある。

( 1 )石器(第67図、図版66-1)

石包丁 (1) 小豆色を呈す筑豊地方立岩産の輝緑凝灰岩製である O 横長い形状を成し、紐穴の芯々間は約

2cmと狭い。弥生後期通有の形状を呈す。紐穴は両国から穿孔される O

6SD063 

( 1 )土器(第58図、図版61-1)

弥生土器

棄型土器 (1) Iく」字口縁に突レンズ状の底部を持つ。

その他の遺構の出土遺物

6SX004 

( 1 )金属製品(第63図)

刀子(1) 欠損した小片であるが、一辺が薄く刃器の刃部と考えられる O 本来の幅はもっと広いもので小

型品でない。

鉄釘 (2~4) 両者とも棒状を呈すが、欠損して全容が分からない。 4は先端が尖る O

( 2 )ガラス製品(第68図、図版66-2)

玉類(1) 直径が約2cmに復元されるガラス玉で、5mmの紐穴が復元で、きる O 割れ口から本来は透明感のな
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い緑色であったらしいが、表面は風化して白色化している O

6SX041茶褐土

( 2 )石器(第68図、図版66-2)

石包丁 (1)小豆色を呈す立岩産の輝緑凝灰岩製である O 多少反りを持つ背部を有す。紐穴の芯々間は2.2cm

と狭い。弥生後期通有の形状を呈す。紐穴は両面から穿孔される O 刃部は鈍い稜線を成す。

6SX046 

( 1 )土器(第58図、図版61-2)

弥生土器

套型土器(1----11) Iく」字口縁を持つ。 4の胴部には横方向のタタキが施される o 8----9の底部は中央がや

や肥厚する平底を呈し、 8と11には底部外面にハケが及ぶ。 11は壷の可能性もある O

鉢型土器 (12) Iくj字口縁と球形の胴部を持つタイプの鉢。胴部下半はハケの上からナデが施される O

6SX049 

( 1 )土器(第58図)

弥生土器

壷型土器(1) 底部は中央がやや肥厚する平底を呈す。ハケの後、外面下位はナデて仕上げられる O

6SX069 

( 1 )土器(第58図、図版61-1)

弥生土器

壷型土器(1) 直立する短頚を持つ壷で、底部は中央がやや肥厚する平底を呈す。口縁以下の胴部は外面

は縦方向、内面は横方向のミガキが施される O 内面は下地にケズリが存在する O 焼成後に胴下半部が穿孔さ

れる O

6SX077 

( 1 )土器(第58図、図版61-1)

弥生土器

高杯型土器 (1) しっかり直線的な筒状部を持ち、裾部との境に4つの円形の穿孔を持つ。 1タイプ長脚の

高杯脚部である O

6SX091 

( 1 )金属製品(第63図)

鈎(1) 鉄製であり、先端に丸い反りがある彫刻刀のような形状を成し、横断面は弧状を呈す。基部には

繊維質が巻き付いたように残存している O 身幅は1cmと狭いが装着した繊維の痕跡もあり、鈍と考えられる O

各土層出土遺物

茶色土

( 1 )石器(第68図、図版66-2)

打具(1) 棒状を呈し、先端があばた状の窪みを形成している O 突いて使用されたものと考えられる O 花

両岩を素材とする O

表土

( 1 )石器(第68図、図版66-2)

原石(1) シルト岩の原石で一部のエッジに集中して小剥離が施されている O
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石倣 (2、3) 2は平基式の安山岩製で、先端は明確に尖らず、調整の剥離も連続せずおおざっぱな様相を

呈す。制作技術が低下した弥生前期以降の所産と考えられる o 3はデルタ型で基部に扶りが入る形状を皇す。

黒曜石製で、大剥離面の様相から素材は定型の縦長剥片ではなく、背面に稜線のある不定型な剥片を選択的

に利用して製作したものと考えられる O
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前回6次遺構番号台帳 (1) 

s-合i!H口7 遺構番号 種 別 地区

1 I 6STOOl 土墳墓 S-lOと方向同一 lOc頃? BJ69 

2 6SX002 落ち 旧河川肩部? 13c~ BJ65他

3 16SD003 溝 8c中~後 BC55 

4 ピット群 3→4 BU56 

5 6ST005 土墳墓 5→10 BJ68 

6 カクラン BQ55 

7 6SI007 竪穴式住居 BP57 

8 I 6SK008 土壌 BP57 

9 6SD009 溝 8c後 BQ57 

10 6STOlO 木棺墓 5→10 lOc後 BJ68 

11 6SKOll 土墳 BQ60 

12 6SK012 土墳 8c中~ BQ61 

13 6SK013 土墳 BR59 

14 6SX014 落ち BT45 

15 6SB015 掘立柱建物 (a~。 弥生後期 BL66 

16 6SK016 土墳 BP60 

17 6SK017 土墳 8c後 BS61 

18 ピット群 弥生 BK66 

19 ピット群 BK68 

20 6ST020 土墳墓 BK69 

21 ピット群 弥生 BL67 

22 ピット 弥生 BM66 

23 ピット群 BM65 

24 ピット群 BN66 

25 6SK025 土墳 8c中~後 BX45 

26 ピット群 B065 

27 ピット B066 

28 6SK028 土墳 28→2→116 BL64 

29 6SK029 土壌 28→29→2→116 BK64 

30 6SI030 住居 BV60他

31 6SD031 溝 BS50 

32 6SK032 土噴 BU48 

33 6SK033 土墳 BU47 

34 6SK034 土墳 BU48 

35 6SI035 住居 35→30 BT59 

36 6SK036 土壌 36→34 BU47 

37 ピット BT45 

38 ピット BT45 

39 ピット BS46 

40 6SI040 住居跡 B062他

41 土墳 S-40掘り方利用か? BP62 

42 ピット 位置不明 BS46 

43 ピット BS47 

44 ピット BS47 

45 6SI045 住居跡 BS57 

ー121-



前田6次遺構番号台帳 (2)

s-番号 遺構番号 種 別 地区

46 6SX046 小溝及び窪み， 30→46 黒色土 BV60 

47 ピット 30→47 BU59 

48 ピット BJ68 

49 ピット 5→49 BJ68 

50 6S1050 住居跡 50→55→64 BN58 

51 ピット群 BS60 

52 ピット 35→52 BT59 

53 ピット BT59 

54 ピット BT60 

55 6S1055 住居 50→55→64 BV58 

56 ピット群 BT60 

57 ピット BT59 

58 ピット群 BT59 

59 ピット群 BU58 

60 6S1060 住居 50→55→60→64 BU56 

61 ピット BS57 

62 窪み及ぴピット BS57 

63 溝か? 63→3 位置不明 BV57 

64 住居埋土の一部? 淡灰色土 BW57 

65 住居埋土? BT55 

66 ピット群 BV57 

67 ピット群 BX59 

68 ピット群 BT58 

69 ピット ふ60主柱穴? BV56 

70 6S1070 住居残欠 BS55 

71 ピット群 BR60 

72 窪み BS60 

73 ピット BR59 

74 ピット BP58 

75 6S1075 住居 BT57 

76 ピット BR58 

77 ピット群 BP60 

78 ピット BR61 

79 ピット BT56 

81 ピット BT56 

82 ピット BT56 

83 土墳? 黒色土 弥生後期? BT55 

84 カクラン 近現代 BQ55 

86 6SK086 土墳 BU57 

87 ピット BU57 

88 ピット群 BU55 

89 ピット BV55 

91 ピット群 91→3 BT55 

92 ピット 8c BU59 

93 ピット群 BT59 

94 ピット BU56 
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前回6次遺構番号台帳 (3)

s-番号 遺構番号 種 日u 地区!

96 ピット BU56 

97 ピット BV56 

98 ピット BU58 

99 ピット群 BX59 

101 ピット 101 ?→30d BW59 

102 ピット 位置不明 BW58 

103 6SK103 ピット 弥生後期 CA45 

104 6SK104 土壌 8c BY45 

106 ピット BX46 

107 ピット群 BW46 

108 6SK108 土墳 BW46 

109 6SK109 土墳 BX45 

111 ピット BU45 

112 ピット BU47 

113 窪み 50・55→ 113→64 BW57 

114 窪み 50→114→ 113→64 BW58 

116 窪み(表土) 2→ 116 BH68他

117 ピット群 BS46 

6SD003(BC55) 6ST005(BJ68) 

1 上層 2'.下層
2.上層 3.ふ65・70:1里土 1

2
3
 

W一丁一一一一一ァーーー?一一""'E 
l 1 / 2 / 3 

¥2'  / 

6ST010(BJ68) 
W ← _ _____  ---，._ E 

I¥〈二二二二二二ご 2/ 3 /1 
L 1 4_  <::コ プベ「)〆ノ

1.茶褐土
2.暗灰土

3.灰色粗砂
4.灰色砂

1.茶褐土
2.茶粘

6ST020(BK69) 

N 、 ¥ 4 / 三三?iS

いF がじさ重7/
」-z

8 

1 .茶褐土 5.茶褐土2
2.暗茶土 6.黄粗砂
3.黄灰土 7.茶組砂
4.黄灰土 8.黄灰砂状上

9.灰粗砂

6SK017(BS61 ) 
W 7 E 

'-- 2/  

6SI030・6SX046(BV59)
.5 

E S-84(BQ55) 
W 

1.黒色土
2. S-46淡灰土
3 . S-46淡灰土
4. S-30土器溜まり
5 . S-30新プラン

、、

1.灰色土

第72図 前田6次個別遺構略図
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前回遺跡第6次調査遺物一覧表1

前田6次調査遺物一覧表1

前回遺跡第6次調査遺物一覧表2

IS-2 

I'ft 恕胡1.l:C3、董3、釜c、鉢b，受
正7掃事
m m: 剖蓋3、受

弥生土 ~I 小1Ill.(イ川、小血b、丸年c、検旬、実 l土 師 岡実
魅州m系背磁I!恢 1破片 石製訓 ob-F

健d誕百慢系背磁i椀白I、((.ゐ
白 硝絢 ;V_2XVIII..4、破片

中問陶器l讃，耳後、褐紬
弥生土器|銀2、灘、破汁

瓦調 F瓦

金泌製 7欽塊

S.7下樹

須恵樹勾:、小藍1

S-7a 

須思制杯U

IS匂

一 一頃 L 制陥恥3、晶、益1 益3 盆c 輩"盤小路旬、

E |高均、高叩b 高勾迫鉢 (S~{:口線)、鉢b、筆b、銃c

|晶、D:aXb、4暗(焼成不船、小量×航費

j 師 耕土干喝、勾d、大伴、機c、皿、鑑3、鉢b、竃、費、小型軽

京ττす五百

~主
防τ寸評丘町 S.8 

ET 思胡刷、刷、齢、齢、霊安
七節制大郎鑑'.!j!

隙包 I 器.1破片
|総州議系育依|検"

杯柚陶矧配:硯

'肥前系的磁器|央付!大脱(混入M)

自瑚Illl.;XI-5、(V

ゆ l司殉:nl嫌×水詑
弥生前制実(制.tb¥':) 艶{総勉式)大聾

石製訓。b.F

S.8附糸織土

鋭 部 副均a，il:c3、皿a 大肌、小限a、佐、登b，!j!

弥生後期!費口((亦色額料}、現口2 費底辺聾曲、安部 l土 師 剖勾叫イト}刷皿a、術伴、晶、小費a、短続税
|窃×音盤 U、管×吏!日、受×鉢(政綿織円製 a土 器|焼滋閉鎖、開盛田X((鎖、偽証塩也((b須
|蜘省rJA2a 盛山、鉢3、向得、器師 p 製 品l焼土見ミニチュア器台

E!文晩州鉢 11; 製川派lî(砂~'j)

瓦 凋丸瓦〈無文h刊ド瓦縄目叩〉、 'F瓦片、道具瓦

土 製 訓練必口、検 IS-8灰世土

Z1 製 叫ril秋削1製ね鋭、山吉(縄文系)鼠沼{砂お須 忠 則停泊、刷、 4咋、蓋3、阻a、鉢.3
l砥石明色対局施)、似石(惚省)沼り布、:ri包丁 H 帥 醐恥3、刷皿.，!j!.小礎

製 1Mオ鴇|焼趨i:t片

仰上樋 IS.9 

1m 思 聞杯a、:I1-c3，:l1-c3(漆付柑)、杯axIDla、1Ill，、筆3、自白 l須 愈 副主不ム杯、3、益沼、道

g;，、小号室、艶 お与話器主土郎副，{，繋

弥生後刈刷、受口1腕 2 蜘、措(剛式)、酌笹 野生土 Z，~! 破片

瓦 嗣子瓦(縄臼叩) ・ i 

5-10 

土 師 剖小皿.(ヘラ)、丸綜

須恕 lI'j柄、恥3 小恥x，j、塗1 釦、鉢、鉢b、兎

寸制 R~ .斑 5-J] 

弥立後剛盗A3

ヤ一一←一一
続 悲 経1''''、勾泊、益、鑑仏鉢、建
Ji 制後

S_lJa告茶褐ゴ
ゑA !!!. ~制勾d 染合

土師胡:lfc3 吏

羽生II!聾ロロ商~、渡A2

ド重J麓陶判制助努x:l管

悦生徒捌!!tJl、型車×雪量底2

石 製 制丸石(緑色)、 ob.F

防百五「
件ム付与IV，/J恥肌a動蓋l曲一
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前回遺跡第6次調査遺物一覧表3

5-3Oc 

弥生後期l肉体、受口1、ヨ既成2X3 石!i(一割五

5.3Oc*'栂土

弥生後期|拠山、盗×努底2 盗 'S羽

|須恕器l'不、停泊、鉢b
S l

'

御利保

弥生後期|褒BX南河 l弥生 l器!被片
{I 製品land.P

$-38 

降30茶褐土 弥生 i 提|破片

?J{型 ~停幾

弥生中期高年(丹時(1))

弥生後期|費111、捜刷、大奏、蛍刷、仮成2 殺A2，鉢羽

器台、器台2、文胸 i須 恵 器!均七言、鑑4 費
一 一不 製 ，l，lob.F.1j斧片 u 侃

弥生土野|破片

$.30見色j

弥生後期|弾印、開12 建郎、入札或脂、小杯 ，S-40 
V 却 n' 四 '弥生後期|鉢1

5..40a 

弥生後期|礎I司、町 12、受邸、世成弘盗A2、師、白保関2 I石~後州費問、難刷、制
l桂台、 2:i台2支腕、小僧(無斜 1T1 伽 UI_L"  

行 製品lob-F

$..40b 

M fii'1後州受口1

吸聴器|坪泊、議3、滋4、乱発

土帥協|晶、島小斑 15..4Oc 

~，色土 2HI 椀 l弥生後期|輩IJA2b

弥坐 後期|費IJI，~態。支払艶~'r:5 宣伝×襲底2 滋A' 、必D、総合2
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製

石
一
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S~倒

すτ玄可否古不安
石 製 品|砥石(照色対馬穫。)そ の他l木炭片

15.32 
五ー忠 器!恥3、小盗1、議払費

師器!金3、滋a

S40成制i

弥生後納|楚仁川、発足支払大灘、盗×拠1)'J::2入滋c、灘口A2b

盛rJA2d盛隠し高勾 鉢2(手づ〈ね)、鉢4、器台
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前田6次遺物観察表1

遺 f誇 No， 器 種 図版番号 写真番号 R番号
口径 高さ 底径

(+は欠損備、 申考は復原{直)cm cm cm 

6S1030土器溜まり (s-30土器溜め) 弥生 査 046 52一1 018 17.8* 43 8.5 
イ〉 (s-30土器j留め) 2 弥生 三-"'"三 046 026 18.2* 7.9+ 

イシ 。ー30土器溜め) 3 弥生 壷 046 025 7.6+ 

。 (s"30土器溜め) 4 弥生 資 046 52一1 046 13.4* 24.8+ 
イシ (s-30土器i留め) 5 弥生 査底2 0斗6 52-1 003 27.8+ 8.4 

イシ (s-30土器i留め) 6 弥生 長頚壷 046 027 9.5+ 

イ〉 (s同30土器溜め) 7 弥生 資底 046 006 5.4+ 4.1 

。 (s-30土器i留め) 8 弥生 査底 046 036 2.4+ 6.4 
。 (s-30土器i留め) 9 弥生 査底 046 037 3.3+ 7.7* 

。 (s-30土器i留め) 10 弥生 査底 046 039 4.8+ 7.3 

。 (s-30土器i留め) 11 弥生 査底 046 038 5.1+ 9.7* 

イシ (s嗣30土器i留め) 12 弥生 査底 046 030 5.4+ 

イジ (s-30土器i留め) 13 弥生 要 047 52-2 016 37.4* 52.4 9.3 

イシ (s-30土器溜め) 14 弥生 婆 048 52-2 014 33.2* 51.8 9.3 

。 (s-30土器i留め) 15 弥生 婆 048 54-1 033 36.8* 16.8+ 

ク (s-30土器j留め) 16 弥生 ~ 049 53-1 002 44.9 43.0 

。 (s-30土器i留め) 17 弥生 き喜 047 53-2 007 25.9* 37.5 8.2 

。 (s-30土器溜め) 18 弥生 ~ 047 53-2 017 18.2* 26.1 7.0* 

。 (s帽30土器溜め) 19 弥生 雪量 047 53-2 004 18.0* 21.7 8.0 

。 (s-30土器i留め) 20 弥生 き悪 047 54-1 047 26.15 18.75+ 

ペシ (s-30土器i留め) 21 弥生 言語 047 54一l 019 20.0* 13.9+ 
イシ (s-30土器i留め) 22 弥生 喜望 048 023 12.9* 8.0+ 

。 (s-30土器i留め) 23 弥生 き草 048 031 13.4+ 
。 (s-30土器i留め) 24 弥生 き電 048 024 7.4+ 

イシ (s-30土器i留め) 25 弥生 重量底 048 041 7.1+ 10.0* 

イシ (s-30土器i留め) 26 弥生 E車底 048 040 4.4+ 9.0 

イシ (s・30土器溜め) 27 弥生 き霊底 048 042 6.1+ 7.8 

イシ (s-30士a器i留め) 28 弥生 霊童底 048 029 5.7+ 6.2* 

イシ (s-30土器i留め) 29 弥生 脚付き喜重 048 028 5.0+ 
。 (ト30土器i留め) 30 弥生 鉢 048 034 15.8* 8.6+ 
。 (s-30土器i留め) 31 弥生 鉢 048 52-1 022 24.6* 9.3+ 

イシ (s-30土器i留め) 32 弥生 鉢 048 005 16.4 8.3+ 

イシ (s-30土器i留め) 33 弥生 鉢 049 52-1 015 33.8 27.9 8.2 
。 (s-30土器i留め) 34 弥生 鉢 049 55-2 035 5.4* 6.8 3.5 

イシ (s-30土器溜め) 35 弥生 鉢 049 52-1 012 10.8 12.6 7.0 

イシ (s-30土器i留め) 36 弥生 手づくね鉢 049 52一l 013 11.2 6.3 3.0* 
イシ (s-30土器i留め) 37 弥生 高杯開l 049 54-2 032 8.1+ 12.2 

イシ (s-30土器i留め) 38 弥生 器台2 049 54-2 020 12.7 19.5 13.8 

ィシ (s-30土器i留め) 39 弥生 器台2 049 54-2 009 12.7* 19.9 14.7* 
。 (s-30土器i留め) 40 弥生 器台2 049 54-2 011 18.0* 22.8 20.8 

。 (s-30土器i留め) 41 弥生 器台2 050 54-2 010 17.3* 23.5 20.2* 

イシ (s-30土器i留め) 42 弥生 器台2 050 54-2 021 10.7 12.4 11.7 

ク (s-30土器i留め) 43 弥生 器台 050 045 12.0+ 

。 (s-30土器i留め) 44 弥生 器台 050 043 11.2+ 17.8* 

イシ (s-30土器i留め) 45 弥生 器台 050 044 8.2* 7.5十

6S1030黒色土 (s-30黒色土) I 弥生 墾 050 006 41.5* 19.0+ 

。 (s-30黒色土) 2 弥生 5草 050 007 27.0* 7.8+ 

イ〉 (s-30黒色土) 3 弥生 5電 050 005 9.9+ 

タ， (s-30黒色土) 4 弥生 婆×壷底 050 001 4.7+ 9.0* 

イシ (s-30黒色土) 5 弥生 鉢 050 003 4.4+ 

イシ (s-30黒色土) 6 弥生 手づ(ねミニチュ7杯 050 004 3.45+ 

ク (s-30黒色土) 7 弥生 手づ(ね:ニチュ7非 050 002 3.4十 3.3 

6S1030灰色土 (s-30灰色土) 弥生 査 050 006 3.5+ 5.4* 

。 (s-30灰色土) 2 弥生 査 050 005 3.0+ 4.5* 

ク (s-30灰色土) 3 弥生 壷×鉢 050 003 3.45+ 4.1* 

。 (s・30灰色土) 4 弥生 喜車 050 002 13.6* 4.25+ 

イシ (s-30灰色土) 5 弥生 き車 050 004 5.2+ 
。 (s・30灰色土) 6 弥生 宝章 050 001 4.7+ 8.6 

ー126四



前田6次遺物観察表2

遺 構 No， 器 種 図版番号 写真番号 R番号
口径 高さ 底径

(十は欠備損、 *考は復原値)cm cm cm 

6SI030a (s-30a) 弥生 壷 050 001 7.0+ 6.6 

イシ (s-30a) 2 弥生 震 050 002 5.0+ 7.8* 

イ少 (s-30a) 3 弥生 査 050 005 4.7+ 7.2* 

ク (s噌30a) 4 弥生 高杯脚 050 003 11.5+ 

イ少 (s・30a) 5 弥生 ミニチュア杯 050 004 7.15 2.7 

6SI030c (s-30c) 弥生 喜重 051 002 5.1+ 

イシ (s-30c) 2 弥生 議×壷底2 051 003 7.0+ 

ク (8-30c) 3 弥生 高杯脚 051 001 10.7+ 

6SI030c茶褐土 (s-30c茶褐土) 弥生 査 051 55-1 001 28.5+ 8.6 

6SI030茶褐土 (8田30茶褐土) 弥生 壷口 051 013 5.4+ 

イシ (8-30茶褐土) 2 弥生 査 051 027 4.1+ 

。 (8-30茶褐土) 3 弥生 査口 051 014 4.2+ 

イシ (8聞30茶褐土) 4 弥生 表口 051 015 2.4+ 

ィシ (8-30茶褐土) 5 弥生 宜τ甘E 051 026 7.5+ 

イシ (8-30茶褐土) 6 弥生 壷 051 040 7.9+ 7.5 

イシ (8-30茶褐土) 7 弥生 釜底 051 016 2.9+ 6.2* 

イシ (8-30茶褐土) 8 弥生 壷底 051 035 3.2+ 5.2* 

イシ (8-30茶褐土) 9 弥生 き電 051 023 27.3* 18.2+ 

ク (8-30茶褐土) 10 弥生 喜善 051 55-1 006 22.0* 7.0+ 

イシ (8-30茶褐土) 11 弥生 努 051 037 28.8* 8.7+ 

イシ (8-30茶褐土) 12 弥生 饗 051 010 12.8* 8.6+ 

イシ (8-30茶褐土) 13 弥生 喜重 051 022 14.7+ 

イシ (8-30茶褐土) 14 弥生 雪量底 051 008 22.6+ 9.5* 

ク (8-30茶褐土) 15 弥生 査底x~底 052 033 4.1+ 7.4* 

。 (8-30茶褐土) 16 弥生 き車底 052 034 5.2+ 7.2* 

ク (8司30茶褐土) 17 弥生 饗底×査底 052 030 4.2+ 8.1* 

ク (8-30茶褐土) 18 弥生 ~底1 052 021 2.7+ 8.3* 

ク (8司30茶褐土) 19 弥生 ~底l 052 020 3.3+ 9.6* 

イシ (s-30茶褐土) 20 弥生 ~底 052 028 3.7+ 10.0* 

。 (s-30茶褐土) 21 弥生 査底 052 032 2.7+ 8.7* 

ク (s-30茶褐土) 22 弥生 ~底×壷底 052 031 2.1+ 8.3* 

。 (s-30茶褐土) 23 弥生 費底 052 018 2.3+ 7.2 

イシ (s-30茶褐土) 24 弥生 墾底 052 017 3.0+ 6.2 

タ' (8-30茶褐土) 25 弥生 婆底 052 019 4.0+ 7.6 

ク (8・30茶褐土) 26 弥生 斐底×査底 052 029 4.9+ 10.0 

。 (8-30茶褐土) 27 弥生 喜車底 052 036 2.2+ 6.0* 

ク (8-30茶褐土) 28 弥生 喜重底 052 039 2.8+ 2.6* 

イシ (s-30茶褐土) 29 弥生 鉢 052 009 15.8* 6.6+ 
。 (8-30茶褐土) 30 弥生 器台 052 011 14.8* 7.9+ 
。 (8"30茶褐土) 31 弥生 器台 052 025 13.4* 3.1+ 

イシ (8-30茶褐土) 32 弥生 器台 052 024 5.3+ 17.4* 

ィシ (8-30茶褐土) 33 弥生 器台 052 012 12.1+ 17.6* 

ク (s-30茶褐土) 34 弥生 牛角均:型土器 052 038 5.4+ 

6SI030 (8-30) 弥生 壷 052 55-2 004 9.4 11.8 6.7 

ク (s-30) 2 弥生 査×鉢 052 005 4.75+ 4.0* 

イシ (s司30) 3 弥生 椀 052 55-2 002 12.7 5.6 5.7 

ク (s-30) 4 弥生 高均: 052 55-2 003 5.3+ 瀬戸内系

タ， (s-30) 5 弥生 器台 052 55-2 001 10.4 12.9 13.0 

6SI035灰色土 (s・35灰色土) l 弥生 喜望 052 003 12.7* 18.1+ 

ク (s-35灰色土) 2 弥生 鉢×器台 052 002 3.7+ 

イシ (s・35灰色土) 3 弥生 器台 052 001 4.0+ 

6SI040灰褐土 (s-40灰褐土) 1 弥生 壷底 053 003 13.2+ 11.8* 

ク (8-40灰褐土) 2 弥生 壷 053 016 11.55+ 7.3 

イシ (s-40灰褐土) 3 弥生 査 053 014 2.7+ 

ク (s-40灰褐土) 4 弥生 宜世E 053 009 5.2+ 

ク (s-40灰褐土) 5 弥生 壷 053 017 3.5+ 5.4* 

イシ (s-40灰褐土) 6 弥生 窪 053 010 5.25+ 

。 (s-40灰褐土) 7 弥生 ~ 053 015 6.7+ 
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前田6次遺物観察表3

遺 構 No， 器 種 図版番号 写真番号 R番号
口径 高さ 底径

(+は欠備損、 牢考は復原値)cm cm cm 

6SI040灰褐土 (s-40灰褐土) 8 弥生 査x~ 053 008 9.15+ 

。 (s-40灰褐土) 9 弥生 登×楚 053 006 6.55+ 8.3 

。 (s-40灰褐土) 10 弥生 査x~ 053 007 5.1+ 7.6* 

。 (8-40灰褐土) 11 弥生 鉢 053 019 9.9+ 

ク (s-40灰褐土) 12 弥生 鉢 053 012 6.4+ 

.". (s-40灰褐土) 13 弥生 鉢 053 56-1 005 14.6* 9.8 4.8 

ク (s-40灰褐土) 14 弥生 鉢 053 56-1 004 17.3* 8.0 6.8* 

タ' (s-40灰褐土) 15 弥生 鉢 053 018 7.4* 7.0 4.1* 

イシ (s-40灰褐土) 16 弥生 鉢 053 011 5.8+ 

ク (s-40灰褐土) 17 弥生 鉢 053 56-1 002 47.0* 38.7+ 

6SI040b (s-40b) 弥生 き車 054 001 11.8 

6SI040c (s-40c) 弥生 査 054 001 3.3+ 

6SI040d (s-40d) 弥生 饗 054 001 3.4+ 

6SI045 (s-45) 弥生 杯 054 002 1.8+ 

6SI065 (s鳴65) 弥生 査A 054 56-2 004 26.6* 15.5+ 

。 (s-65) 2 弥生 ~ 054 001 24.9* 34.7 3.8 

。 (s-65) 3 弥生 鉢 054 002 23.4* 9.25+ 

ク (s-65) 4 弥生 杯 054 003 16.6* 3.7+ 

6SK008暗茶褐土 (s-8E音茶褐土) 須 蓋c3X4 054 57-1 017 19.0* 1.9 ヘフ切り後天井音1¥に条線、軟

。 (s-8E音茶褐土) 2 須 蓋 054 57-1 014 13.9* 1.8 ヘラ切り後天井部に軽いナデ

タ， (s-8暗茶褐土) 3 須 蓋c3 054 57-1 015 13.0* 1.7 ヘラ切り後天井部に軽いナデ

ク (s-8E音茶褐土) 4 2質 蓋c3 054 57-1 016 12.0 2.4 ヘラ切り後天井部に軽いナデ

。 (s回8E音茶褐土) 5 須 杯a 054 57-1 020 14.5* 4.3 9.6* ヘラ切の後、外底カキ取、軟

ク (s-8E音茶褐土) 6 須 杯a 054 57-1 007 12.6* 3.4 8.8 ヘラ切り後底部にナデ

。 (s-8E音茶褐土) 7 須 杯a 054 57-1 008 13.2* 3.7 8.7 底部、体部の一部にミガキ

.". (s-8暗茶褐土) 8 須 杯c3 054 57-1 009 13.3* 4.0 8.3 細身の各高台。外寄り。

イ少 (s-8暗茶褐土) 9 須 杯c3 054 57-1 011 12.8 3.8 8.8 高台細身

イシ (s司8E音茶褐土) 10 須 杯c3 054 57-1 010 13.9* 5.7 9.0* 底部ヘラ切り後、丁寧なナデ

。 (s-8暗茶褐土) 11 須 Jlll.a 054 57-1 018 17.8* 2.6 14.0* ヘラ切り後、押圧

ク (s-8暗茶褐土) 12 須 Jlll.a 054 57-1 019 18.4 2.5 15.0 ヘラ切り後ナデ

タ' (s-8E音茶褐土) 13 須 Jlll.a 054 57-1 013 17.9* 2.1 13.2* ヘフ切り後ナデ

イシ (s-8暗茶褐土) 14 須 Jlll.a 054 57-1 012 13.3* 2.2 9.8* ヘラ切り後、軽いナデ

ク (s-8E音茶褐土) 15 土師 壷(脚部) 054 029 2.6+ 15.7* 

。 (s-8E音茶褐土) 16 土師 杯d 055 57-2 023 14.0* 3.0 7.6 ヘラケズリ後ミガキa

イシ (s-8暗茶褐土) 17 土師 杯d 055 57-2 026 2.5+ 7.8* ヘラケズリ後ミガキa

.". (s-8E音茶褐土) 18 土師 均二d 055 57-2 022 16.5* 3.5 8.0* ヘラケズリ後ミガキa

。 (s-8暗茶褐土) 19 土師 杯d 055 57-2 021 13.5* 3.0 8.1 * ヘフケズリf炎ミガキa
イシ (s-8日音茶褐土) 20 土師 高均: 055 57-2 027 16.4 2.8+ ヘフケズリ後:ミガキa

。 (s-8暗茶褐土) 21 士郎 Jlll.a 055 57-2 025 19.6* 1.9 15.9 ヘラケズリ後ミガキa

ペシ (s-8暗茶褐土) 22 土師 皿la 055 57-2 024 18.2* 2.0 19.6* へラケズリ後ミガキa

イ〉 (s-8E音茶褐土) 23 土師 墾a 055 57-2 033 31.6* 15.2+ 

ク (s-8暗茶褐土) 24 土師 小雪量a 055 57-2 030 18.1* 9.3十

ペ少 (s-8暗茶褐土) 25 土師 墾 055 028 27.6* 3.6+ 

ク (s-8E音茶褐土) 26 土師 小契a 055 57-2 031 3.7+ 
。 (s-8暗茶褐土) 27 製塩 鉢I 055 57-2 034 11.7* 4.5+ 内に布百痕跡

。 (s-8E音茶褐土) 28 製土亙 鉢II 055 037 4.3+ 内に布日痕跡

イシ (s-8暗茶褐土) 29 製塩 鉢I 055 57-2 036 2.4+ 0.9 内に布目痕跡、

イシ (s-8暗茶褐土) 30 製塩 鉢II 055 57-2 039 4.1+ 内に布目痕跡

ク (s-8E音茶褐土) 31 製塩 鉢II 055 57-2 038 3.1+ 内に布目痕跡、

イシ (s-8E音茶褐土) 32 製塩 鉢I 055 57-2 035 5.1+ 内に布目痕跡

ク (s-8暗茶褐土) 33 製塩 ミニチュア器台 055 57-2 032 3.8 4.0 4.2 手ずくね

6SK025暗茶褐土 (s-25暗茶褐土) 1 土師 椀c 056 018 2.2+ 9.0* 

イシ (s-25暗茶褐土) 2 土師 椀c 056 025 4.0+ 8.5* ヘラケズリ後ミカゃキa

イシ (s-25暗茶褐土) 3 土師 杯a 056 016 12.8 4.1 7.3 ヘラケズリ後ミガキa

イシ (s-25E音茶褐土) 4 土師 杯c 056 017 3.0+ ヘラケズリ後ミカゃキa

イシ (s-25暗茶褐土) 5 土師 杯c 056 019 1.4+ 高台外寄り

ク (s-25暗茶褐土) 6 土師 杯a 056 020 1.7+ 9.1* ヘフ切り後ナデ

ク (ト25暗茶褐土) 7 土師 士不d 056 026 2.2+ 6.2* ヘラケズリ後ミガキa
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前田6次遺物観察表4

遺 構 No， 器 種 図版番号 写真番号 R番号
口径 高さ 底f圭

(+は欠備損、 *考は復原値)cm cm cm 

6SK025稽茶褐土 (s-25暗茶褐土) 8 土師 事聖 056 021 4.7+ 内面ケズリ

ク (s-25陪茶褐土) 9 須 義 056 012 14.5* 1.2 
。 (s-25暗茶褐土) 10 予頁 杯a 056 022 12.1* 4.0 8.2* 外面ケズリ、光沢、肥後系
。， (s-25暗茶褐土) 11 須 杯c3 056 024 12.7* 4.6 7.8* 高台外寄り

イシ (s-25暗茶褐土) 12 須 杯c3 056 009 3.9+ 8.1 * 

ク (s-25踏茶褐土) 13 須 t不c3 056 023 2.0+ 9.8* 高台やや内寄り

ク (s-25暗茶褐土) 14 須 杯c3 056 010 1.3+ 6.8* 高台やや内寄り

ク (s-25暗茶褐土) 15 須 杯×蓋 056 011 7.7* 1.8 4.9* ヘラ切りママ

イシ (8-25暗茶褐土) 16 須 lill.a 056 015 2.0+ 軟質

イシ (8-25暗茶褐土) 17 須 鉢b 056 013 2.7+ 

ク (s-258音茶褐土) 18 須 査×鉢 056 014 4.1+ 

ク (ト25暗茶褐土) 19 製塩 鉢I 056 028 1.9+ 

そシ (s-258音茶褐土) 20 製塩 鉢II-b 056 027 4.0+ 

イシ (s-258音茶褐土) 21 瓦 平瓦 056 030 2.8 2.5 1.9 

イ少 (s-25暗茶褐土) 22 瓦 軒丸瓦 056 58-1 032 18.5 3.0 縦×横

6SK025暗灰砂 (s-25日音灰砂) 須 円函硯 056 58-1 001 12.0 12.9+ 

6SK032 (s-32) l 土師 蓋3 056 004 0.9+ 

イシ (s-32) 2 I ~質 均二c 056 002 2.7+ 8.0* 高台外寄り

ク (s-32) 3 須 査b 056 003 2.5+ 肥後系

6SK033 (s-33) 1 須 蓋3 056 003 1.8+ ヘラ切り後ナデ

ク (s-33) 2 I ~質 蓋3 056 002 1.6+ ヘラ切りママ

ク (s-33) 3 I ~質 蓋3 056 004 2.1+ ヘラ切り後ナデ

イシ (s句33) 4 須 蓋3 056 005 15.4* 2.5+ ヘラ切りママ

イシ (s-33) 5 須 勾~a 056 010 2.3+ 7.8 ヘフ切り後ナデ

ク (s-33) 6 I ~頁 杯c 056 009 1.0+ 7.3* 底部ヘラケズリ

イシ (s-33) 7 須 杯2 056 006 2.9+ 高台細身、内より

イジ (s司33) 8 須 杯c 056 008 2.2+ 外商ケズリ、高台外寄り

ぞ少 (s-33) 9 須 杯c 056 007 1.4+ 7.1* 高台細身

イシ (s-33) 10 須 lill.a 056 011 1.9+ ヘラ切り後ナデ、軟質

。 (s-33) 11 須 喜善 056 012 4.7+ 

ク (s-33) 12 土姉 高杯頚部? 056 013 2.3+ 

6SK034 (s-34) l 須;意質鉢 056 001 23.0* 6.8+ 

ク (s崎34) 2 土師 斐×査把手 056 002 7.6 4.5 3.3 縦×横×幅

ィシ (s-34) 3 瓦 丸瓦(須恵質) 056 003 10.5 9.0 1.7 縦×横×幅

6SK041茶褐土 (s-41茶褐土) 須 斐 057 009 4.3+ 

イシ (s-41茶褐土) 2 弥生 宣言 057 008 2.5+ 

イシ (s-41茶褐土) 3 弥生 壷 057 011 5.6+ 

イシ (s-41茶褐土) 4 弥生 墾 057 007 5.6+ 

イシ (8-41茶褐土) 5 弥生 重臣底×嚢底 057 013 3.5+ 8.8* 
。 (s-41茶褐土) 6 弥生 護底 057 006 2.5+ 9.2* 

イシ (s-41茶褐土) 7 弥生 E車底 057 004 5.1+ 

。 (s-41茶褐土) 8 弥生 塁悪底 057 014 6.0+ 6.4 

ク (s-41茶褐土) 9 弥生 護底l 057 003 4.4+ 12.8* 

ク (s-41茶褐土) 10 弥生 喜重 057 58-2 002 50.5 63.1+ 弥生後期

ク (8司41茶褐土) 11 弥生 鉢 057 005 6.5+ 

ぞ少 (s-41茶褐土) 12 弥生 高杯 057 010 4.3+ 

ク (s-41茶褐土) 13 縄文 i美鉢 057 012 3.1+ 

6STOlO (s回10田15) 土師 勾~a 058 59-1 008 10.1 2.1 7.5 ヘラ 内底ナデO 板圧O
イン (s-1O-22) 2 土師 杯a 058 59-1 005 10.8 1.8 7.7 ヘラ 内底ナデO 板圧O
ィシ (s-1O-6) 3 土師 杯a 058 59-1 007 11.1 1.9 8.1 ヘフ 内底ナデO 板庄O
イシ (s-10-1O) 4 土師 均二a 058 59-1 006 11.5 1.8 7.1 ヘラ 内底ナデO 板圧O

ク (s-1O-21) 5 土師 主不a 058 59-1 004 11.2 1.8 8.7 ヘラ 内底ナデO 板圧O

イシ (s-lO-lO) 6 土師 杯a 058 59-1 003 11.5 1.9 8.9 ヘラ・内底ナデO 板圧O

ク (s-1O-16) 7 土師 勾~a 058 59-1 001 12.0 4.3 ヘラ 内底ナデ0・板圧O
11 (s-1O-15) 8 土師 杯a 058 59-1 002 12.8 4.1 

6SD003 (s-3) l 灰粕 風字硯 055 60一l 001 8.8+ 7.1+ 7.9+ 縦×帳×高さ
6SD063 (s-63) 弥生 饗 058 61-1 001 15.0* 18.9 7.3* 

6SX046 (s-46) 弥生 ~ 058 61-2 008 14.0* 5.1+ 
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前田6次遺物観察表5

遺 構 No， 器 種 図版番号 写真番号 R番号
口径 高さ 底径

(+は欠損備、 *考は復原値)cm cm cm 

6SX046 (8・46) 2 弥生 き車 058 61-2 004 24.4* 25.1+ 

イ〉 (8-46) 3 弥生 雪量 058 013 22.0* 14.8+ 

ク (8-46) 4 弥生 5車 058 006 25.6* 13.7+ 

ク (8-46) 5 弥生 E毎 058 005 26.0* 17.7+ 

。 (8-46) 6 弥生 :!li 058 011 25.1* 2.8+ 

イシ (8-46) 7 弥生 き車 058 010 27.2* 2.95+ 

。 (8-46) 8 弥生 霊童 058 009 5.1+ 6.8* 

。 (8-46) 9 弥生 斐 058 002 3.0+ 8.6 

イシ (8四46) 10 弥生 斐 058 003 5.3+ 7.6* 

ィシ (8-46) 11 弥生 重量 058 012 4.0+ 8.3* 

ク (8-46) 12 弥生 鉢 058 61-2 007 18.5 9.2+ 

イシ (8-46) 13 弥生 器台 058 61-2 001 16.4* 19.5 18.4* 

6SX049 (8-49) 弥生 査 058 001 7.1+ 6.8* 

6SX069 (8-69) 弥生 査C2 058 61-1 001 15.5 17.15 5.9 

6SX077 (8幽77) 弥生 i高杯脚 058 61-1 001 9.8+ 12.4* 
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前田6次遺物観察表6

前田 6 次金属製品観察表(1)

i宣 構 No， 種目リ 苦品 種 図版番号 写真番号 R番号
縦 横 厚さ

(+は欠損備、 ホ考は復原値)cm cm cm 

6SI030茶褐土 (8-30茶褐土) i 鉄製品 主T 59 62-1 001 1.5 1.3 1.0 

イシ (8目30茶褐土) 2 鉄製品 金I 59 62-1 005 2.2 0.6 0.4 

ク (8-30茶褐土) 3 鉄製品 主T 59 62田l 004 2.6 0.7 0.5 

ク (8-30茶褐土) 4 鉄製品 金T 59 62-1 003 3.0 0.6 0.6 

ク (8-30茶褐土) 5 鉄製品 釘 59 62-1 002 3.1 2.4 0.8 

6SK008灰褐土 (8-8灰褐土) l 鉄製品 刀子 59 62-1 001 20.2 1.6 0.9 

イシ (8-8灰褐土) 2 鉄製品 刀子 59 62-1 002 12.0 1.3 0.6 

ク (8-8灰褐土) 3 鉄製品 釘 59 62-1 003 6.1 1.0 0.9 

6SK008暗茶褐土 (8-8E音茶褐土) 1 鉄製品 主I 59 62-1 001 4.3 0.6 0.6 

イ〉 (8-80音茶褐土) 2 鉄製品 釘 59 62-1 002 5.6 0.7 0.7 

イジ (8-8E音茶褐土) 3 金属製品 棒状鉄製品 59 62-1 005 2.7 0.9 0.5 
。 (8-8暗茶褐土) 4 金属製品 棒状鉄製品 59 62噌l 004 3.4 1.2 0.4 

。 (8必暗茶褐土) 5 金属製品 棒状鉄製品 59 62-1 003 6.0 1.2 0.9 

6SK017茶褐土 (8-17茶褐土) l 鉄製品 童I 60 62-2 001 6.0 0.7 0.7 

6SK025暗茶褐土 (8-25暗茶褐土) l 鉄製品 万子 60 62-2 002 5.7 2.5 1.0 

ク (8句25E音茶褐土) 2 鉄製品 長Tワ 60 62-2 004 3.8 1.0 1.0 

イシ (8-25E音茶褐土) 3 金属製品 棒状鉄製品 60 62-2 003 2.9 1.1 1.0 

イシ (8-25陪茶褐土) 4 金属製品 棒状鉄製品 60 62-2 006 8.2 1.0 0.9 

イシ (8-25E音茶褐土) 5 金属製品 板状鉄製品 60 62-2 001 5.3 4.1 0.8 素材片?

イシ (8-25暗茶褐土) 6 金属製品 板状鉄製品 60 62-2 005 4.6 2.8 0.7 素材片?

6SK025茶褐砂質土 (8-25茶褐砂質土) l 鉄製品 釘 60 62-1 001 4.2 0.9 0.7 

6SK032 (8-32) l 鉄製品 金J 60 62-2 001 3.1 0.6 0.8 

6SK033 (8-33) l 金属製品 塊状鉄製品 60 62-2 001 2.4 1.8 1.4 

6STOOl (8-1) l 鉄製品 万子 60 62-2 001 12.6 1.5 0.4 
。 (8-1) 2 鉄製品 刀子 60 62-2 003 6.6 1.1 0.4 

イシ (8-1) 3 青銅製品 帯金具丸柄 60 62崎2 002 2.0 3.1 0.5 鋳造品

6STOI0 (8-10-1) l 鉄製品 生I 61 63-1 001 5.2 0.8 0.5 

イ〉 (8-10-2) 2 鉄製品 釘 61 63-1 001 2.2 1.4 0.6 

ク (8四10-3) 3 鉄製品 金T 61 63-1 001 6.2 0.8 0.5 

イ〉 (8-10-4) 4 鉄製品 長T 61 63-1 001 3.8 0.5 0.4 

イシ (8-10-5) 5 鉄製品 長T 61 63-1 001 1.8 0.7 0.5 

タ， (8-10-7) 6 鉄製品 量I 61 63-1 001 5.2 0.6 0.5 

イジ (8-10-8) 7 鉄製品 主I 61 63-1 001 2.8 0.6 0.4 

イ少 (8-10-9) 8 鉄製品 金I 61 63-1 001 2.2 0.5 0.4 

イン (8-10-11) 9 鉄製品 金I 61 63-1 001 3.2 0.4 0.4 

イシ (8-10-12) 10 鉄製品 主I 61 63-1 001 3.6 0.9 0.9 

イシ (8-10-13) 11 鉄製品 量I 61 63-1 001 4.8 0.6 0.5 

。 (8-10司14) 12 鉄製品 金T 61 63-1 001 2.4 1.0 0.5 

。 (8-10-15) 13 鉄製品 金I 61 63-1 001 1.4 0.6 0.5 

ク (8-10-17) 14 鉄製品 釘 61 63-1 001 4.7 0.8 0.5 

ク (8-10-17) 15 鉄製品 主T 61 63-2 002 2.6 0.8 0.5 

イシ (8-10-18) 16 鉄製品 釘 61 63制2 001 2.8 0.4 0.4 

ク (8-10-19) 17 鉄製品 釘 61 63-2 001 4.1 0.7 0.5 

イシ (8-10-20) 18 鉄製品 金T 61 63目2 001 3.3 1.9 0.5 

ク (8-10-23) 19 鉄製品 釘 61 63-2 001 1.7 1.2 0.8 
。 (8-10-24) 20 鉄製品 童I 61 63-2 001 2.5 1.7 1.0 

ク (8回10-25) 21 鉄製品 金T 61 63-2 001 1.7 0.9 0.5 

ペシ (8-10-26) 22 鉄製品 童I 61 63-2 001 2.0 0.8 0.6 

ク (8司10崎27) 23 鉄製品 多I 61 63-2 001 2.4 1.0 0.6 

ク (8-10-28) 24 鉄製品 釘 61 63-2 001 6.5 1.1 0.6 

。 (8-10-29) 25 鉄製品 釘 61 63-2 001 3.3 0.9 0.7 

。 (8-10) 26 鉄製品 釘 61 63-2 010 2.5 0.7 0.7 

// (8-10) 27 鉄製品 金I 61 63-2 009 5.6 0.6 0.6 

6ST020 (8-20) l 鉄製品 手鎌 62 001 1.8 4.7 0.6 

6SD003 (8-3) l 鉄製品 万子 62 63-2 009 1.9 5.9 0.4 

// (8-3) 2 鉄製品 主I 62 64-1 003 5.4 0.5 0.6 

ク (8-3) 3 鉄製品 主I 62 64-1 016 5.5 1.3 0.6 

イシ (8-3) 4 鉄製品 釘 62 64-1 004 2.5 1.0 0.8 

。 (8-3) 5 鉄製品 釘 62 64-1 008 5.2 0.7 0.7 
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前田6次遺物観察表7

前田 6次金属製品観察表 (2)

遺 構 No， 種目リ 器種 図版番号 写真番号 R番号
縦 横 厚さ

(+は欠備損、 *考は復原値)cm cm cm 

6SD003 (8-3) 6 鉄製品 金T 62 64-1 002 2.9 0.6 0.7 

イシ (8-3) 7 鉄製品 釘 62 64同I 007 2.7 0.6 0.5 

ク (8・3) 8 鉄製品 釘 62 64-1 010 4.8 0.5 0.6 

イシ (8-3) 9 鉄製品 主J 62 64-1 015 6.4 0.8 0.6 

。 (8-3) 10 鉄製品 童I 62 64-1 019 6.2 0.5 0.5 

イシ (8-3) 11 鉄製品 量I 62 64-1 014 6.35 0.95 0.45 

イツ (8-3) 12 鉄製品 金T 62 64同1 017 2.2 0.8 0.6 

。 (8-3) 13 鉄製品 釘 62 64-1 012 1.8 0.7 0.5 

。 (8-3) 14 鉄製品 主I 62 64-1 011 1.3 0.7 0.4 

ク (8-3) 15 金属製品 棒状鉄製品 62 64-1 013 3.4 1.0 0.5 刀子×

イシ (s-3) 16 金属製品 棒状鉄製品 62 64-1 006 2.5 2.2 0.7 

ク (8-3) 17 金属製品 棒状鉄製品 62 64帥l 023 6.0 0.9 0.5 

イシ (s-3) 18 金属製品 棒状鉄製品 62 64司I 018 4.2 0.6 0.5 

イシ (8-3) 19 金属製品 円形鉄製品 62 64-1 001 4.0 5.0 0.5 紡錘車×

6SD031 (8-31) l 鉄製品 長T 63 002 2.8 0.5 0.4 

。 (8四31) 2 鉄製品 量I 63 001 6.2 0.5 0.6 

6SX002 (8-2) l 鉄製品 主I 63 001 4.0 0.6 0.6 

6SX004 (8-4) l 鉄製品 刀子 63 001 2.5 4.1 0.5 

ペシ (8四4) 2 鉄製品 長] 63 004 2.2 0.3 0.3 

。 (8-4) 3 鉄製品 長I 63 003 1.7 0.4 0.4 

ク (8-4) 4 鉄製品 生I 63 002 3.5 0.4 0.4 

6SX091 (8-91) 1 鉄製品 鈍 63 001 3.2 1.1 0.3 

前田6次石器.土製品観察表 (1) 

前回 6 次石器・土製品観察表 (1)

遺 構 No， 石材 器種 図版番号 写真番号 R番号
長さ 幅 厚さ 重量

(+は欠備損、 *は考復原値)cm cm cm g 

6SI030土器i留まりの-30土器i留め) 1 ガラス製品 丸玉 64 64-2 001 0.4 0.4 0.4 ブルー

6SI040灰褐土 (S-40灰褐土) l 花岡岩 未使用石材 64 64司2 001 8.7 9.0 3.4 

6SI045 (S-45) l 砂岩 砥石 64 64-2 001 16.5 5.7 2.5 

6SK008暗茶褐土 (S-8暗茶褐土) 1 砂岩 砥石 64 64-2 006 5.3 4.5 2.2 天草産か?

6SK017茶褐土 (S-17茶褐土) 1 シルト岩 原石 65 65-1 002 14.6 9.0 3.4 

6SK025日音茶褐土 (S嶋25暗茶褐土) 1 I i尼岩 原石 65 65-1 008 13.2 10.0 5.2 

イシ (S-25暗茶褐土) 3 泥岩 丸石 65 65-1 031 2.7 2.8 1.1 

ク (S-25暗茶褐土) 2 シルト岩 原石 66 65-1 007 15.0 15.5 5.7 

ク (S-25暗茶褐土) 4 土製品 権 66 65-2 029 5.9 4.6 2.0 61.7 

6SD003 (S-3) l 緑色片岩 石庖丁 67 66-1 020 4.5 4.9 7.0 

'l (S-3) 2 シルト岩 原石 67 66-1 021 12.0 12.0 3.9 

。 (S-3) 3 7プライト 砥石 67 66-1 022 8.5 6.5 4.0 長石石英斑岩か?

6SD003上層 (S-3上層) 1 花街岩? 摺り石 67 66停l 001 9.2 5.5 4.8 

6SD031 (S-31) 1 輝緑凝灰岩 石庖丁 67 66-1 003 3.3 6.1 0.5 立岩産

6SX004 (S-4) 1 ガラス製品 丸玉 68 66同2 005 0.7 1.7 1.3 

6SX041茶褐土 (S伊41茶褐土) 1 輝総凝灰岩 石庖丁 68 66-2 001 4.6 10.5 1.0 立岩産

茶色土 (茶色土) 1 花嵐岩 叩き石 68 66-2 001 7.5 4.5 3.5 

表土 (表土) 1 シルト岩 原石 68 66-2 004 15.8 8.0 6.4 

ク (表土) 2 安山岩 石鍛 68 66-2 001 4.0 2.7 1.0 

。 (表土) 3 黒曜石 石量産 68 66旬2 002 2.8 2.0 0.5 
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第3章考察

a遺跡の時間的空間的推移

前田遺跡では過去の報告に触れたように後期旧石器時代から近現代にわたる遺構が検出されているが、本

報告の4、5、6次調査でも同様の時期の遺構、遺物が検出された O

古くは縄文時代に属す土器、石器が散在し、弥生時代前期前半に至って方形プランの竪穴式住居、土坑、

掘立柱建物からなる集落要素を備えた遺構の本格的な展開が見られるようになる O 前期集落の中枢は7次調

査区にあるが、 4次調査区において集落要素を構成する遺構が同心円的な分布を示すことが判明し、集落の

北東方向に掘立柱建物が置かれている状況が認識できた。住居は7次調査区のものと比較した場合、規模や

プランは同じであるが、主柱穴、炉跡などの構成施設を欠く O 出土遺物は板付I式よりII式傾向の時期的にや

や新しい傾向の土器片が埋土に含まれる傾向にあるO

弥生後期には4次調査区は集落の北限を示す遺構展開であり、住居から出土した遺物は後期前半から中ご

ろにかけての土器が主体であり、後期集落としては早い段階に埋没したと認識できる o 6次調査区は丘陵裾

の奥まった部位であるが、後期中ごろから終末期にかけて活発に遺構が形成され、更に河川上流の宮ノ本遺

跡の住居群に繋がっている o 6SI030と6SI040は規模において最も大きいもののひとつであり、 6SB015掘立柱

建物を至近に備え、前田集落内では優位性を持つといえる O

7世紀後半代には4次調査区において竪穴式住居と円形土坑とからなる集落的様相が見られるが、官道の施

行によって一時的に駆逐される o 8世紀後半を主体とする廃棄土坑の進出は1次調査区の小規模な掘立柱建物

を主体に持つ集落の再出現に伴うものである O 円面硯や風字硯の出土や、廃棄土坑の展開も条坊内や近隣集

落と様相を異にする点から、単純に集落と位置付けられない状況が指摘される O 官道の施行、宮ノ本遺跡の

墳墓形成など遺跡の周辺状況を勘案した見方が必要であるO

b古代官道について

本報告において4次調査4SDOOL4SDI00および5次調査5SDOOL5SDI00が道路遺構SF200の側溝と認識され、

5次調査区での溝芯の方向性から得られたデータではその道路は北に対して東に35
0

19' の傾きを持ち、北

方向の延長約800mに水城西門があることから福岡平野から大宰府に至る道路と認識されている O

本調査で認識された道は約150mにわたり、 5次調査区では溝芯々間の距離13.5m、路面幅II.4mを測る o 4 

次調査区では東側溝4SDOOliJ'i'8世紀後半以降に数度に亘って掘り返され、二次的に水路として利用されたこ

となどから、本来の形状を止めておらず、振れが著しい。平均的な溝芯々聞の距離13mを測る O 残りの良い

5次調査区では北側で地形が高くなり、溝先端が北に細くなり終息している O 溝底はほとんど傾きを持たな

い。土層の堆積状況は初期に砂、または、場所によって腐植土が堆積し、それを覆うように土層中位に地山

土を削り落として堆積した状況と考えられる土壌が存在する(第29図右下参照)0 それに対応するように溝

の肩の部分にテラス状の平坦面が部分的に残されている O これは溝の埋没途中の段階で溝肩を直線的に削っ

て補修された痕跡と認識できる O 削って出た土は溝底で均されて処理されたこととなる O

4次調査の溝同士の切り合いや正確な土層関係については、基礎資料に不備があり、充分に説明できるま

でに整理がつかない部分が残されてしまった。いずれにしても4SDOOlは8世紀後半と 12世紀に大きく改変さ

れ、最終的には大畔となって現代まで地形に影響を残す遺構となった。 4SDOOlの東側は西側に対して低位

であり一部新規の小規模な溝が数カ所で分岐するなどし、平安時代には水田耕作面を形成していた可能性が

考えられる O 別途に機会を作り詳述したい。

参考文献 「大宰府周辺の古代官道」山村信条『九州考古学J第68号1993年

「古代道路の諸相 大宰管内の場合j山村『古代文化J第47巻第4号1995年
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C 古代墳墓の展開

宮ノ本1次を見る限り、火葬墓から木棺墓への転換は9世紀の前半代におこり、遺跡全体では9世紀後半に

は火葬による埋葬は終息し、木棺ないし木蓋土坑墓に移行している O 墳墓は同一斜面、同一コンタ内などと

いう単位で群を成し、標高の高いほど時期的に古い占地経緯を持つ群であり、前田遺跡エリアの標高が低い

群は大半が10世紀に形成される墳墓群である O

9世紀代においては、鏡などの副葬品も標高の高い宮ノ本1次調査の群に優位性が認められ、次に東に位置

する宮ノ本7の2次の圧陵南斜面の群がそれに次ぐ。初期輸入陶磁器も宮ノ本7の1次ST003(南尾根群)では

完形品が添えられているが、標高の低い前田地区では破片副葬に止まっている O

10世紀に至っては高位の宮ノ本遺跡では造墓活動は見られず、丘陵裾から平地と認識される前田遺跡内で

2----3基が群となり一定の間隔をおいて展開している O

このように前回遺跡における古代の造墓活動は、 8世紀に初源を持つ宮ノ本遺跡での墳墓造営を引き継ぐ

形で9世紀後半から10世紀代に展開し、その初期には宮ノ本遺跡よりランクの低い連中が造墓主体者であっ

たO ランクは落ちるが刀子や帯金具の出土は彼らが官人層であったことを示しており、 10世紀代までこの地

が大宰府の公葬地としての役割を担っていたと考えられる O

遺跡名 次数 遺構醤号 遺構群 土器形式期

宮ノ本 1号慕

宮ノ本 l 2号墓 VI期

宮ノ本 3~号墓 Vll期

宮ノ本 4号墓

宮ノ本 2 7号墓

宮ノ本 2 8号墓

宮ノ本 2 9号慕

宮ノ本 2 10号墓

宮ノ本 7の1 ST025 北尾根

宮ノ本 7の1 ST002 東裾 Vll期

宮ノ本 7の1 ST003 南尾根 VIII期

宮ノ本 7の1 STOl5 Ji!i裾

宮ノ本 7のl ST035 南尾根荷裾 VIII期

宮ノ;本 7の1 ST040 南尾根南裾 VIII期

宮ノ本 7のl ST050 南尾根南裾 VIII-IX期

宮ノ本 7のl ST075 北尾根 VIII期

宮ノ本 7のl ST085 北尾根 VII期

宮ノ本 7の1 ST090 北尾根 VIII期

宮ノ本 7の2 STl20 13号墳裾

宮ノ本 7の2 ST305 丘陵商斜面 VIII期

宮ノ本 7の2 ST340 丘陵商斜面

宮ノ本 7の2 ST265 丘陵商斜面

宮ノ本 7の2 ST270 丘陵商斜面 Vll期

宮ノ本 7の2 ST295 丘陵商斜面

宮ノ本 7の2 ST300 丘陵商斜面

宮ノ本 7の2 ST310 丘陵商斜面 IX期

宮ノ本 7の2 ST330 丘陵南斜面下 VIII期

宮ノ本 7の2 ST345 丘陵南斜面上 VIb期

宮ノ本 9 STOl4 VII期

宮ノ本 9 ST016 VIII期

宮ノ本 9 ST020 V期

宮ノ本 9 ST030 V期

前回 1 STl40 

前回 1 STI55 

前回 1 SX175 

前回 7 ST015 

前回 7 ST020 

前回 7 STI65 

前回 4 ST065 

前回 4 STII5 

前回 6 STOOl 

前回 6 ST005 

前回 6 STOIO 

前回 6 ST020 

前回 8 ST004 

文献

1 I宮ノ本遺跡J1980太宰府町教育委員会
2 I宮ノ本遺跡IIJ1987太宰府市教育委員会

時期 遺物

不明 売地券

9世紀前半 小刀、釘 (5)、網状漆(烏帽子?)、七師器杯、血

9世紀中後半 唐式鏡片、黒色土器B、釘 (50)

奈良時代? 土師器鉢

8世紀前~中頃 須恵器蓋付き壷a

8世紀前~中頃 須恵器長頚壷b、土師器椀c

平安時代? 万子、釘 (7+)

奈良時代? 小磯 (8)

奈良時代? 須恵器壷(外来系)

9世紀中後半 釘 (28)、土師器杯a(2)、皿a、須恵器壷(外来系)

9世紀後半 釘 (2)、土師器杯a(4)、黒色土器B椀c、白磁I椀

9世紀後半? 釘 (6)、土師器鉢A、八稜鏡

9世紀後半 釘 (26)、土師器杯a(5) 

9世紀後半 釘 (28)、土師器杯a(4)、椀c(1) 

10世紀前半 釘 (24)、土師器杯a(7) 

9世紀後半 刀子 (3)、土師器杯a(4)、皿c、椀c(2) 

9世紀中後半 釘 (2)、万子、土師器杯a、椀C

9世紀後半 土師器杯a、黒色土器A椀c

不明 釘 (25)

9世紀後半 釘、土師器杯a(3)、滑石石鍋片

不明 釘 (2)

9世紀後半 釘 (2)、越州窯系青磁鉢II

9世紀中後半 釘 (5)、土師器均二a(5) 

9世紀後半つ 釘 (22)、国産八稜鏡、土師器鉢、鉄製紡錘車

9世紀後半? 釘 (25)、国産方形鏡、土製ミニ硯、鉄製毛抜

9世紀後半 金T(8+)、万子、土師器杯a(7)、椀c

9世紀後半 釘 (39)、土師器勾;a

9世紀前半 土師器杯a

9世紀中後半 釘 (34)、土師器杯a(4)、中椀c(2)、黒色土器A椀

9世紀後半 土師器杯a

8世紀後半 土師器t不d、須恵器壷a、釘

8世紀後半 土師器費、須恵、器]][a

9-10世紀 国産鏡、土師器杯、釘(5)

不明 釘(3)

不明 長J(I)

9-10世紀 釘(28+)、越州窯系青磁椀I片、鉄製紡錘車

10世紀前半 土師器杯a(2)、椀c(2) 

9世紀後半 釘(4)、土師器杯

10世紀後半 土師器椀c、白磁椀I片

10世紀後半 土師器杯a(2)、皿c(3)、黒色土器B椀c、鉄鎌

不明 刀子 (2)、銅製帯金具

不明 なし

10世紀後半 量J(27)、土師器杯a(6)、杯a(2) 

不明 鉄製手鎌

10世紀後半 土師器杯a、椀c(2) 

3 I太宰府・佐野地区遺跡群IV 宮ノ本遺跡第7噂l調査J1993太宰府市教育委員会
4 I太宰府・佐野地区遺跡群V 宮ノ本遺跡第7-2調査J1995太宰府市教育委員会
5 I太宰府・佐野地区遺跡群VIIIJ1998太宰府市教育委員会
6 I太宰府・佐野地区遺跡群xJ2000太宰府市教育委員会
6 I太宰府・佐野地区遺跡群Xr.J2001太宰府市教育委員会
7本書

8 I太宰府・佐野地区遺跡群IXJ1999太宰府市教育委員会
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形態 備考 文献

火葬墓? 59 外護列石

木棺墓 59 外護列石

木棺墓 59 

火葬墓 59 

火葬墓 64 2 

火葬墓 64 2 

木棺墓 58 2 

火葬墓? 58 2 

火葬墓ワ 73 3 

木4官墓 49 3 

木棺纂? 52 3 

木棺墓 52 3 

木棺墓 40 3 

木棺墓 40 3 

木棺墓 40 3 

木葦土坑慕 50 3 

木蓋土坑墓 50 3 

木蓋土幼L墓 49 3 

木棺墓 56 周溝あり 4 

木叢土坑墓? 50 4 

木蓋土坑墓? 50 4 

木蓋土坑慕? 50 4 

木蓋土坑墓? 50 4 

木棺墓 50 4 

木棺墓 51 4 

木棺墓 50 4 

木精墓 47 4 

木棺墓? 55 4 

木棺募 52 5 

木蓋こと坑墓? 52 5 

火葬募 60 5 

火葬墓 60 5 

木棺墓 34 6 

木棺墓? 34 

トト木棺墓? 34 

木棺墓 36 5 

木精墓 31 釘なし 5 

木棺墓 35 5 

木蓋土坑墓 33 7 

木蓋土坑墓 33 7 

木叢土坑墓? 35 7 

木棺墓 35 7 

木蓋土坑墓? 35 7 

木蓋土坑墓? 35 7 

木蓋土坑墓 8 



第4章特論

はじめに

前田遺跡の炭化米粒特性と稲作起源

和佐野喜久生※・牛嶋覚※・山村信条※※

(※佐賀大学、※※太宰府市教育委員)

本遺跡、その周辺の地理および地形は遺跡報告書(文献5)から関連する主な部分を抜粋あるいは図 1及び

福岡県地図(昭文社)を参考にしながら記述した。

本遺跡は太宰府市大字向佐野字前田に所在する O 太宰府市の佐野地区は福岡平野の最南部に位置するが、

福岡平野の南には背振山地が釜えるように連なり玄界灘沿岸域と有明海沿岸域の沖積平野を南西方向に遮断

する O 背振山地の南西部には最高峰・背振山(1055m)があり、それから南東に下りて那珂川の源流域・七曲

峠を経て背振山地西端・九千部山(848m)に連なる O 九千部山のすぐ東隣に山口川の源流域となる権現山

(262m)があり、ここから東に筑後平野(筑紫平野北端部)に突き出るように延びた支稜線末端に基山((405m)、

基山の北方には山口川(筑後川支流になる)を挟んで、天拝山(258m)、さらに天拝山の西方には福岡平野に北流

する大佐野JIIと牛頚川を挟んで、牛頚山(448m)がある O 牛頚・大佐野両川、筑紫野市二日市方面から北流する

鷺田川のいずれも御笠川に合流して、福岡平野中央を北に貫流して博多湾に注ぐ。御笠川は三郡山地の南端

に位置する宝満山(869m)の西面を源流とするが、南東面は筑後川に南流する宝満川がその源流域とし、太宰

府市は両河川が分水する峠域である O この峠域一帯は、東を御笠・宝満川を挟んで四王寺山脈、宝満山・愛

獄山(432m)、及び宮地岳(339m)が迫り出し、西からは天拝山と基山の山裾が迫って地峡を形成している O 前

田遺跡はこの地峡の北側入り口にあり、大佐野川が御笠川に合流する直前の左岸域に位置する O

本遺跡の遺構・状況については、下記のように報告されている(文献5)。弥生時代は、太宰府市佐野地区

(図 1)は、遺跡の密度から言えば、北の春日市の岡本丘陵を中心とした大集落群と、南の筑紫野市から小郡

市にまたがる三国丘陵から夜須町にかけての筑紫野平野北側の大集落群に挟まれた形となり、両地域に比べ

れば、点々とその痕跡が辿れるに過ぎないと考えられてきた。しかし、北にある原口遺跡では弥生前期中頃

(板付II式期)に 5棟の円形住居からなる集落跡が、前田遺跡とは大佐野川を挟んで対峠する雛J1I .フケ遺跡

では弥生後期から終末、古墳時代の初頭にかけての低湿地を利用した木製品の貯蔵所や加工所及び掘立柱建

物からなる集落の跡などが検出されている O

弥生時代前期の本遺跡の遺構の主体は方形の竪穴住居と貯蔵穴、掘立柱建物でそれらが直径約30mの円形

に沿って展開し、竪穴住居と貯蔵穴が切り合う状態で検出され、当時には空間使用に一定の制約があったよ

うである O 後期の住居の展開は、大佐野川の面する南東側が徐々に希薄になる状況がみられ、地形は川に向

かつて傾斜するが、土地利用は段状にされていた可能性がある O 掘立柱建物は竪穴住居が密集する高地には

造られず、縁辺部に置かれている O

材料および方法

本遺跡の炭化米資料は太宰府市教育委員会によって発掘されたもので、発掘調査は、昭和63年 10月

(1 9 8 8年)から平成元年(1 9 8 9年) 1 0月までに行われた。炭化米は遺構番号IS1665の住居跡(長辺

4.8m、短辺4.6mの方形)の床面で、まとまって検出され、その周辺の土壌には他の炭化物や焼けた面がみられ

たが、埋没環境としては他の住居跡と比して特に変わった様子はなかった、と報告されている O なお、遺物
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図1 前田遺跡の地理的位置とその周辺の地形図

四 136田

炭化米出土遺跡

1 前田遺跡(太宰府市)
2.菜畑遺跡(唐津市)
3.有田遺跡(福岡市)
4.瑞穂遺跡(福岡市)
5.板付遺跡(福岡市)
6.立岩遺跡(飯塚市)
7. ;蒙古牟田・空前遺跡
(小郡市)
8.安永田遺跡(鳥栖市)
9.吉田遺跡(J¥女市)
10目岩崎遺跡(J¥女市)
11.吉野ケ里遺跡
(神埼・三田川町)

山峰
a目大城山(四王寺山)
b.宝満山
C.宮地岳

d.牛頚山
e.天拝山
f目基山
9 九千部山
h 脊振山



には弥生後期のカメ・壷・高杯などがみら

れるO

表1 前田及び比較遺跡の炭化米粒特性の平均値、標準偏差

炭化米粒の特性・計測調査は、発掘資料

から 100粒を任意抽出したものについて

行った。計測は粒の平面及び側面を接写し、

約4.5倍大にプリントしたものからデジタル

表示式ノギスを用いて行った。炭化米の形

態的特性は、粒長、粒幅及び粒厚の測定値

および計算によって求めた長/幅比の4項

目とし、北部九州の 6遺跡(7資料)ものと

比較した O

炭化米粒の形態的特性の粒形・大及び粒

型の分類・表現法は、既報(文献 1，2 ，3) 

の方法によったが、その概略は図4に示し

ている O なお、日本の古代稲を対象とした

長粒系および短粒系の分類は、およそ粒長

4.4mm以上 (4.6mm前後)を長粒系、

4.2mm以下 (4.0mm前後)を短粒系として

いるが、 4.2~ 4.4mmの境界領域には長・

短粒系の混種とみなされるものが多く分布

する O

及び調査粒数

遺跡名 菜畑

時代 縄文晩期

所在地 唐津市

長 (mm) 4.11 

S.D. 0.35 

幅 (mm) 2.45 

S.D. 0.23 

厚 (mm) 1.93 

S.D. 0.22 

長/幅比 1.69 

S.D. 0.17 

調査粒数 155 

遺跡名 安永田

時代 弥生中期

所在地 鳥栖市

長 (mm) 4.50 

S.D. 0.34 

幅 (mm) 2.51 

S.D. 0.18 

厚 (mm) 1.86 

S.D. 0.16 

長/幅比 1.80 

S.D. 0.15 

調査粒数 110 

S.D: 標準偏差

菜畑 板付 空前

弥生前期 弥生前期 弥生前期

唐津市 福岡市 小郡市

3.93 4.19 4.59 

0.28 0.24 0.22 

2.38 2岡64 2.77 

0.20 0.18 0.17 

1.95 1.80 1.95 

0.24 0.13 0.20 

1.66 1.59 1.66 

0.12 0.11 0.11 

38 120 100 

津古牟田 八女吉田 前田

弥生中期 弥生後期 弥生後期

小郡市 八女市 太宰府市

4.70 4.70 4.63 

0.28 0.17 0.30 

2.67 2.59 2.53 

0.28 0.21 0.20 

1.92 1.91 1.92 

0.17 0.18 0.17 

1.77 1.83 1.84 

0.16 0.14 0.16 

100 76 100 

また、弥生時代の遺跡それぞれから出土する炭化米粒は、粒特性それぞれがかなりの変異幅を示すが、発

掘資料が他と区別できる異なる粒特性値をもつものは、 lつのイネ品種としての特性を示すものとみなして

粒幅

(mm) 

3.1 

3 

2.8 

2.7 

→主砲

→主付

→型 →翌

いる O しかし、同じ粒

特性値を示すものがす

べて同じ品種になると

は限らない。

結果及び考察

2.4 -1 i菜畑(弥生

表 lには本遺跡の炭化

米粒の 4形質の平均値、

標準偏差及び調査粒数

を、北部九州 6遺跡 7

資料(縄文晩期~弥生中

期)のものと比較して

示した O 菜畑及び、板付

遺跡の資料は北部九州

2.3 

2.2 

パー:95%信頼区間

3.8 3.9 4 4.1 4.2 4.3 4.4 4.5 4.6 4.7 4.8 最古の短粒系イネ品種

粒長(mm) を代表するものである

図2 比較及び前回遺跡の炭化米粒の粒長・幅平均値の分布図
が、本遺跡の炭化米は粒

長4.63mmが示すように
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20 

15 

頻度 10

5 

O 

3 3.2 3.4 3.6 3.8 4 4.2 4.4 4.6 4.8 5 5.2 5.4 

粒長 (mm)

図3 前回遺跡の炭化米粒長の頻度分布図

明らかに長粒系であり、比較に示し

た筑紫平野の長粒系 4遺跡の粒特性

値を全体的に平均したような値を示

している O 粒長の標準偏差O.30mmは

比較的に大きな値であり、本資料が

単一品種でないことを示唆するもの

である O

図2には粒長・幅平均値(付95% 

の信頼区間)の分布を、 16の北部九

州及び韓国の比較遺跡(遺跡名は図

中に示した)のものと比較しながら

示した。図から明らかなように、本

遺跡の炭化米粒は安永田・津古牟

田・八女遺跡のほぼ中間に位置し、
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菜畑(縄文) 155粒粒長指数 針 菜畑(弥生) 38粒粒長指数 計

3 5 7 91 (%) 3 5 7 91 (%) 

粒 1

幅 3 8 5 2 15 13 3 16 

指 5 14 47 19 80 18 53 11 82 

数 7 5 6 3 3 

9 

計% 22 57 22 101 31 59 11 101 

板付 1 20粒 空前 100粒
粒 1

幅 3

指 5 5 58 15 78 12 44 57 

数 7 13 8 21 4 38 43 

9 

計% 5 71 23 99 16 82 2 100 

安永回 110粒 津古牟図 100粒

粒 1

幅 3 2 3 5 

指 5 3 30 53 6 92 9 50 13 72 

数 7 3 4 2 23 2 27 

9 

計% 3 33 59 6 101 12 73 15 100 

八女吉田 76粒 前回 100粒粒長指数

粒 1

幅 3 3 3 3 

指 5 4 71 5 80 16 62 10 88 

数 7 16 17 8 9 

9 

計% 4 I 90 6 100 18 72 10 100 
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から整形粒を選んで粒長の長いものから順次に全体を反映するように配列している O

以上に述べたように、本遺跡の炭化米(イネ品種)は福岡平野にあって長粒系に属することから、本遺跡

のイネ品種の由来及び伝播ルートは一見して分かるようには単純ではなく、以下のようなことが推察される O

本遺跡の所在地が福岡平野の南端部で、しかも時代も弥生時代の後期であることから、本遺跡の稲作起源

も、縄文晩期から弥生前期の板付や瑞穂遺跡からの南下を考えるのが常識的かも知れない。また、太宰府市

よりさらに南に、筑紫平野との接点にもなる山口川の段丘上に弥生中期の貝本遺跡(筑紫野市大字古賀)があ

り、ここからは長粒系が混種した短粒系のイネ品種が発掘されていることからも、本遺跡のイネ品種が短粒

系で、御笠川河口に近い板付遺跡由来のものであっても何ら不思議ではない。一方、山口川は筑後川の支

流・宝満川に合流して筑紫平野を南下する川であり、筑紫平野は弥生前・中期の長粒系のイネ品種が分布す

るところであるが、本遺跡は福岡平野の南端部で御笠川水系域に位置している O しかも貝本遺跡の北に位置

しながら本遺跡から長粒系の炭化米(イネ品種)が出土したことは非常な驚きである O 本遺跡、が、北に位置す

る岡本丘陵の大集落群と、南の筑紫野市から小郡市にまたがる三国丘陵の大集落群に挟まれて散在する弥生

の小集落であったことを考えると、この地域一帯が周辺地形と地域間交易ルートとの微妙な関係から、稲作

事情も本遺跡の南北に存在した弥生の一大経済閣の影響を複雑に受けたのかも知れない。いずれにしろ、本

遺跡の炭化米(イネ品種)は板付あるいは瑞穂遺跡から御笠川を南下して伝播したものではなく、有明海から

筑後111.宝満川を経由して伝播した筑紫平野由来の長粒系のイネ品種である O 今後に考古学的遺物からのさ

らなる検証が発展することを期待したい。

要約

1， 太宰府市佐野地区所在の前田遺跡(弥生時代後期)出土の炭化米の粒特性を既報の北部九州及び韓国の

遺跡のものと比較し、本遺跡の古代稲の粒特性と稲作起源について考察した。

2， 本遺跡の炭化米は長粒系の2品種が混種したものと考えられ、遺跡は福岡平野の南端部に所在してい

ながらイネ品種は筑紫平野から北上して伝播したものである O

3， イネ品種の系譜は、粒形質の総合的判断から安永田及び津古牟田遺跡由来の長粒系品種になるようで

ある O

4， 炭化米の粒厚は充実がよかったことから、本遺跡周辺でのイネの栽培条件は良好であったようである

が、イネ品種が混種であったことから、稲作の知識・技術はまだ十分には進んではいなかったと考えられる O

5， 本遺跡の所在地が福岡平野と筑紫平野の接点にあることから、本遺跡の稲作も両地域の弥生の経済圏、

人と物の交流の中で微妙に影響されながら時代的にやや遅れて発展したように考えられるO
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付図1 前田4次調査全体図 (1/250)
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付図2 前田5次全体図 (1/250)

『太宰府・佐野地区遺跡群14~ 2002年太宰府市教育委員会
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付図3 前田6次調査遺構全体図 (1/250)

『太宰府・佐野地区遺跡群14~ 2002年太宰府市教育委員会
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